
群
馬
県
無
形
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書 

群

馬

県
 

教

育

委

員

会

編

岩 

島 

の 

麻



序

麻
の
繊
維
を
使
用
し
た
織
物
は
「
布
(

ぬ
の)

」
と
称
さ
れ
る
な
ど
、
古
い
時
代
か
ら
衣
料
や
縄
、
綱
等
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
の
サ
ラ
ッ
と 

し
た
感
触
の
蚊
張
は
日
本
の
夏
を
象
徴
す
る
風
物
と
し
て
も
、

わ
た
し
た
ち
の
心
に
鮮
か
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
急
速
に
発
達
し
て
き
た
化
学
繊
維 

矿
よ
り
、
麻
を
利
用
し
た
製
品
は
次
々
と
姿
を
消
し
、
近
頃
で
は
全
く
と
い 

っ
て
よ
い
ほ
ど
見
あ
た
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
で
は
、
そ
の
風
土 
•

社

会•

経
済
の
情
況
を
反
映
し
て
、
歴
史
的
に
も
養
蚕•

製
糸•

絹
織
物
が
代
表
的
な
産
菓
で
し
た
。
し
か
し
、
西
上
州
の
甘 

楽
や
吾
妻
地
方
を
中
心
に
し
て
、
麻
の
栽
培
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
産
業
と
し
て
、
長
い
歴
史
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
明
治
時
代
以
後
、
吾 

妻
の
麻
は
そ
の
品
質
の
優
秀
さ
に
よ
り
全
国
に
知
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
吾
妻
町
を
中
心
と
し
た
地
域
は
夏
に
な
る
と
一
面
の
麻
畑
で
し
た
。
そ
れ
が
、
昭
和 

三
十
年
代
か
ら
の
化
学
繊
維
の
普
及
に
押
さ
れ
て
、
麻
生
産
農
家
は
次
第
に
作
物
を
転
換
し
、
今
で
は
吾
妻
郡
岩
島
地
区
に
ほ
ん
の
数
戸
が
麻
を
作
っ
て
い
る 

矿
過
ぎ
ぬ
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
よ
リ
、
吾
妻
麻
の
品
質
を
支
え
て
き
た
栽
培
、
精
麻
の
技
術
等
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
無
形
文
化
財
緊
急
調
査
と
し
て
、
岩
島
地
区
の
麻
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、

こ
の
た
び
、
そ
の
調
査
報
告
書 

が
で
き
ま
し
た
の
で
刊
行
し
ま
す
。
ひ
ろ
く
み
な
さ
ま
に
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
調
査
な
ら
び
に
報
告
書
作
成̂

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
五+

三
年I

月

群

馬

県

教

育

委

員

会

教
育
長 

山 

川 

武 

正
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無
形
文
化
財
緊
急
調
査
実
施
要
綱

1

趣 

旨

本
県
に
は
多
種
多
様
な
無
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
る
が
、
社
会
生
活
の
変
化
等̂

よ
り
、
急
速̂

消
滅
し
よ
ぅ
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
特
に
重
要
な
も
の
で
緊
急
に
保
存
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
調
査
の
ぅ
え
記
録
を
作
成
し
、
保
存
対
策
の
基 

礎
資
料
と
す
る
。

2.
調
査
対
象

「
岩
島
の
麻
」
(

吾
妻
郡
吾
妻
町
岩
島)

岩
島
の
麻(

大
麻)

の
栽
培
、
生
産
の
明
確
な
起
源
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
加
沢
記
」
よ
れ
ば
天
正
の
頃
に
は
栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
推
定 

さ
れ
る
。

近
代
に
入
り
、
明
治
三+
七
年
の
吾
妻
麻
信
用
購
買
組
合
の
結
成
が
契
機
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
地
方
的
小
生
産
に
と
ゞ
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
全
国
的
市 

場
に
も
登
場
す
る
名
産
品
と
な
り
、
そ
れ
以
後
も
順
調
な
発
展
を
遂
げ
、
本
県
の
麻
生
産
の 

一
大
中
心
地
を
形
成
し
た
。

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
は
「
繊
維
革
命
」

の
影
響
を
ま
と
も
に
か
ぶ
り
、
昭
和
三+

年
以
後
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、
最
近
で
は
そ
の
生
産
技
術
を
伝 

え
る
農
家
も
数
戸
に
す
ぎ
な
い
。

調
査
主
体
者

群
馬
県
教
育
委
員
会

4. 

調
査
協
力
機
関

吾
妻
町
教
育
委
員
会

5. 

調
査
員

海
野
恭
斉
神
職

阪
本
英一

県
立
博
物
館
学
芸
課
長 

唐
沢
定
市
県
史
編
さ
ん
室
調
査
員

6

調
査
方
法
及
び
対
象

⑴

聞
書
及
び
写
真®
^

⑵

生
産
技
術
調
査

(5)
生
産
用
具
調
査

⑷

関
係
文
書
調
査

7

調
査
内
容

⑴

麻
栽
培
及
び
麻
生
産
の
由
来
と
歴
史

(2)
吾
妻
麻
の
商
品
流
通
史
調
査



⑸
 

関
係
文
書
の
所
在
調
査
及
び
解
読

⑷

麻
精
製
の
工
程
と
用
具

⑸

生
産
技
術
の
継
承
等

8.
ま
と
め

(1) 

関
係
資
料
の
保
存

(2) 

調
査
報
告
書
「
岩
島
の
麻
」
作
成

は 

じ 

め 

に

I

、
大
麻
概
観

一
般̂

麻
(

あ
さ)

と
い
ぅ
場
合
、
タ

イ

マ(

大
麻)

を
さ
す
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
大
麻
に
類
似
し
た
長
い
繊
維
材
料
と
な
る
植
物
の
総
称
と
し
て 

ア
サ
と
い
ぅ
表
現
が
使
わ
れ
て
き
て
お
り
、

ア
サ
か
な
ら
ず
し
も
大
麻
を
意
昧
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

ア
サ
と
総
称
さ
れ
る
長
繊
維
植
物
は
、

「
じ
ん
皮
繊 

維
」
を
利
用
す
る
も
の
と
、

「
組
織
繊
維
」
を
と
る
も
の
の
二
つ̂

大
別
さ
れ
る
。
前
者
に
は
、

ア
マ
、

マ
オ(

カ
ラ
ム
シ)

、

コ
ゥ
マ(

ッ
ナ
ソ)

な
ど 

が
あ
り
、
後
者
に
は
、

マ
ニ
ラ
ア
サ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ア
サ
、

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
ア
サ
、
サ
イ
ザ
ル 

ア
サ
な
ど
主
と
し
て
熱
帯
地
方
に
産
す
る
も
の
が
あ 

る
。
タ
イ
マ
は
「
じ
ん
皮
繊
維
」

を
利
用
す
る
代
表
的
な
ア
サ
で
あ
る
。

大
麻
は
ク
ヮ
科
に
属
す
る|

年
生
の
草
本
で
、
y

三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ̂

生
育
す
る
。
原
産
地
は
中
部/

南
部
の
ロ
シ
ア
地
方(

現
在
の
ソ
；
V

イ
エ
ト 

連
邦
内)

と
考
え
ら
れ
、
現
在
で
も
大
麻
繊
維
の
世
界
生
産
量
の
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
ソ
連
邦
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
、

ュ
ー 

ゴ
ス
ラ
ビ
イ
ア
な
ど
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
産
額
が
多
い
。

繊
維
を
と
る
茎
の
色
は
青
緑
色
ま
た
は
赤
緑
色
で
、

ま
ば
ら
に
植
え
る
と
分
枝
が
著
し
い
の
で
繊
維
を
と
る̂•

は
不
都
合̂

な
る
の
と
、
倒
伏
し
や
す
い 

な
ど
不
都
合
な
点
が
あ
る
の
で
、
密
植
さ
れ
る
。
葉
は
七/

九
の
小
葉
か
ら
な
る
掌
状
葉
で
あ
る
。
雌
雄
異
株
で
、
雄
花
は
五
枚
の
ガ
ク
片
と
五
本
の
雄
シ 

ベ
を
有
し
、
枝
端̂

総
状
を
な
す
。
雌
花
は
枝
端
に
近
い
葉H

キ̂

生
じ
る
が
、花
弁
が
な
く
、

た
Sr
一
個
の
ガ
ク
片
が
子
房
を
包
ん
で
い
る
極
め
て
小
さ 

い
も
の
で
、

ょ
ほ
ど
注
意
し
な
い
と
見
え
な
い
。
子
房
は
二
本
の
花
柱
を
有
し
、
各
子
房
に
は
一
個
の
種
子
を
生
ず
る
。
子
実
は
灰
白
色
か
黒
色
で
、
球
状 

を
し
て
お
り(

径
二/

三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル)

、
両
側
に
稜
が
あ
る
。
子
実̂

は
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
油
分
を
含
ん
で
い
る
。

タ
イ
マ
繊
維
の
束
条
の
長
さ
は 

一/

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
達
す
る
。
単
繊
維
の
長
さ
は
平
均 

一
五
〜
二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
巾
は 

一  

五/

五
〇
ミ
ク 

ロ
と
き
わ
め
て
細
長
い
。
単
繊
維
に
は
長
さ
の
方
向
に
多
数
の
条
線
が
あ
り
、
直
角
の
方
向
に
ヒ
ビ
割
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
伸
度
は1

/

三
务
と
少
な
く



も
ろ
く
て
折
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
強
度
は
大
き
く
、
 

ニ
ア
ニ
ー
ル
当
り
五/

七
グ
ラ
ム
ほ
ど
も
あ
る
。

し
か
も
耐
水
性
が
豊
か
で
腐
敗
し
に
く
い
と
い 

う
性
質
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
世
界
的̂

は
ヒ
モ
、
ィ
ト
、
帆
布
、
袋
物
、
夏
衣
料
に
利
用
さ
れ
る
。

日
本
で
も
大
麻
の
繊
維
が
長
く
て
よ
り
あ
わ
せ
が
容
易
な
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
繊
維
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
麻
布
片
は
静
岡
県
の
登
呂
遺 

跡
、
北
九
州
出
土
の
か
め
棺
内
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
稲
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
農
耕
文
化
が
大
陸
か
ら
流
入
し
た
際
に
、
そ
の
文
化
の 

一  

環
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
(

中
国
漢
代
の
画
像
石
に
は
麻
紡
図
が
み
い
だ
さ
れ
る)

三
国
志
「
魏
志
」
東
夷
伝
中
の
倭
人
の
条(

い
わ
ゆ
る
、
魏
志
倭
人
伝)

の

「•
•
•

種

木

稲

赞

麻 

蚕
桑̂

績 

出
細
、
,

綿

。"

こ

の

記 

録
、
あ
る
い
は
令
義
解
卷
三
賦
役
令
の
「•
•
,

凡
調 

絹

^

絲 

綿

布

、
並
随
郷
土
所
出
。
•
•
•

正
丁 |

人•
•
•

布
二
丈
六
尺•

・
・
」 

と
い
う
記
録
等
か
ら
、
古
代
の
衣
料
と
し
て 

絹

•
綠 

絲 

綿 
 

の
よ
う
な
生
糸
を
原
料
と
し
た
も
の
と
並
ん
で
、

細̂

布 

の
よ
う
な
麻
繊 

維
が
重
要
な
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
繊
維
の
特
性
か
ら
、

「
絹
」

は
上
流
階
級
の
衣
料
で
あ
り
、

「
麻
」
は
庶
民
衣
料
、
日
常
繊
維
製
品
の
原 

料
と
し
て
用
途
上
の
分
化
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
よ
う
。

中
世̂

は
庶
民
文
化
の
発
展
に
伴
い
、
麻
製
品
の
生
産•

品
質
の
向
上
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
宇
治
布
、
信
濃
布 

仁
和
寺
布
な
ど
麻
の
名
産
品 

も
登
場
す
る
。

「
青\

イ
座
」

の
よ
う
に
麻
製
品
の
独
占
的
組
織
も
活
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宋
禾
に
ィ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
ワ
タ
の
栽
培
技
術
が
入
り
、
 

一

四
世
紀
に
は
早
く
も
朝
鮮
を
経
由
し
て
草
綿
花
の
種
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

「
繊
維
革
命
」
と
称
さ
れ
る
木
綿
の
登
場
で
あ
る
。

二
ハ
世
紀
に
は
、
 

木
綿
の
栽
培
は
九
州
、
瀬
戸
内
地
方
、
東
海
地
方
な
ど
に
拡
大
し
て
い
る
。

「
繊
維
の
王
様
」
と
も
い
う
べ
き
多
く
の
長
所
を
そ
な
え
た
綿
製
品
は
、
衣 

料
の
中
心
的
地
位
を
占
め
て
ゆ
く
よ
う̂

な
る
。
し
か
し
、
従
来
の
絹
や
麻
は
、

こ
の
刺
激
に
よ
り
、
そ
の
特
性
を
よ
り+

分̂

発
揮
す
る
と
い
う
形
を 

よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
麻
、
生
糸
、
木
綿
と
い
う
三
大
繊
維
原
料
が
そ
の
個
性
を+

分
に
活
用
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た
製
品 

が
生
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
長
い
伝
統
と
技
術
を
継
承
し
て
き
た
麻
に
と
っ
て
、
昭
和
に
な
っ
て
発
明
さ
れ
た
化
学
繊
維
は
決
定
的
な
脅
威
と
な
っ
た
。
特
に
、
昭 

和
三
〇
年
代
に
急
速
に
普
及
す
る
に
及
び
、
麻
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
蒙
る
こ
と
に
な
り
、
麻
の
生
産
は
全
国
的
に
衰
微
し
て
行
く
。

こ
の
こ
と
は
、
麻
の 

特
性
が
化
学
繊
維
と
競
合
す
る
上
で
、
す
べ
て
凌
が
さ
れ
、

コ
ス
ト
の
上
か
ら
も
太
力
打
ち
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。



二
、
岩

島

の

麻
つ

く
り

群
馬
県
に
お
け
る
麻
生
産
も
稲
作
文
化
の
波
及
と
共
に
始
ま
つ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

富
岡
市

I  

ノ
宮
の
貫
前
神
社
の
北
方
、
高
田
川
と
丹
生
川
と
が
合
流
す
る
あ
た
り
に
、
阿
蘇
が
丘
と
よ
ば
れ
る
小
さ
な
丘
が
あ
る
。
今
で
は
一
面
の
桑
園 

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
立
派
な
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
碑
面
に
は
万
葉
仮
名
で
、

上
野
の
安
蘇
の
真
麻
群
か
き
抱
き
、
寝
れ
ど
飽
か
ぬ
を
あ
ど
か
吾
が
せ
む

と
、
万
葉
集
の
東
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
安
蘇•
は
ア
サ
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
野
は
当
時
よ
り
安
蘇
地
方
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
真

麻
(

大 

麻)

の
産
地
と
し
て
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
古
代
人
の
衣
料
の
中
心
が
麻
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
衣
料
の
神
が
大
麻
比
古
大
神(

天
太
玉
命) 

で
あ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。
上
野
も
例
外
で
は
な
か
つ
た
ば
か
リ
か
、
全
国
的
に
も
栽
培
の
盛
ん
だ
つ
た
地
方
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
の
歌
碑
は
物
語
つ
て
い 

る
〇麻

栽
培
の
立
地
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
る
点
は
、
次
の
五
つ
に
要
約
で
き
る
。

⑴
 

茎
の
伸
長
を
は
か
り
、
繊
維
の
発
育
を
う
な
が
す
た
め
に
、
温
度
の
急
激
な
変
化
が
な
く
、
生
育
期
間
中
降
雨
が
か
な
り
あ
り
、
空
気
湿
度
の
高
い
と 

こ
ろ
。

⑵
 

茎
が
た
お
れ
た
り
折
れ
た
り
す
る
と
繊
維
の
品
質
を
お
と
す
の
で
、
強
風
の
な
い
と
こ
ろ
。

⑸

繊
維
細
胞
膜
の
肥
厚
が
う
な
が
さ
れ
、

か
つ
収
穫
後
の
調
製
、
乾
燥
の
た
め
に
、
生
育
の
後
期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
は
晴
天
の
多
い
と
こ
ろ
。
 

⑷
 

土
壤
は
砂
質
よ
り
も
有
機
質
に
富
ん
だ
排
水
の
よ
い
壤
土
な
い
し
植
壤
土
が
適
す
る
。

⑸
 

収
穫
後
茎
を
浸
水
精
錬
す
る
の
で
、
水
が
豊
冨
で
便
利
な
と
こ
ろ
。

そ
こ
で
、
群
馬
県
で
は
麻
の
生
産
地
と
し
て
は
、
西
上
州
が
中
心
と
な
つ
て
行
く 
(

風
土
的
な
条
件
以
外
に
、
社
会
的
、
経
済
的
条
件
が
考
え
ら
れ
る
が 

本
稿
で
は
省
略
す
る)

。
麻
に
関
す
る
江
戸
時
代
以
前
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
つ
て
い
な
い
が
、
明
治
以
後
の
状
態
を
み
て
も
吾
妻•

甘
楽
が
中
心
で
あ
る 

こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
。

吾
妻
地
方
で
麻
の
栽
培
が
盛
ん
だ
つ
た
の
は
、
吾
妻
川
の
右
岸•

榛
名
山
の
北
麓|

帯
(

東
村
〜
長
野
原)

で
あ
る
。
昭
和
五+

|

年
度
現
在
、
県
内
で 

唯 

ー

ヵ
所
麻
栽
培
か
ら
精
麻
製
造
ま
で
残
つ
て
い
た
岩
島
地
区
は
、
昭
和
三+

年
の
町
村
合
併
で
吾
妻
町
に
合
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
岩
島
村
は
明
治 

二+

三
年
の
町
村
合
併
で
、
岩
下
村
、
三
島
村•

松
谷
村
、
矢
倉
村•

郷
原
村•

厚
田
村
の
六
力
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
島
村
に
該
当



す
る
あ
た
り
が
麻
栽
培
に
と
つ
て
最
も
滕
れ
た
立
地
条
件
を
そ
な
え
て
い 

た
。
最
も
品
質
の
良
い
麻
製
品
は
三
島
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

岩
島
地
区
の
麻
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
原
料
麻
の
段
階
で
売
リ
さ
ば
か
れ
て
い
る
。
鉄
道•

自
動
車
道
路
が
整
備
さ
れ
る
以 

前
か
ら
、
馬
に
よ
り
吾
妻
川
に
沿
つ
て
鳥
居
峠
を
越
え
て
、
北
国
街
道
を
経
て
越
後
へ
出
て
い
る
。
麻
問
屋
の
中
に
北
国
屋
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
ほ
ど
北 

陸
と
の
つ
な
が
り
が
強
か
つ
た
。
吾
妻
町
教
育
委
員
会
の
小
泉
好I

社
会
教
育
係
長
の
話
で
は
、
樽
前
橋
の
上
方
の
岩
壁
に
次
の
よ
う
な
碑
文
が
刻
ま
れ
て 

い
た
と
い
う
。
(

今
回
の
調
査
時
に
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
見
あ
た
ら
な
か
つ
た)

奉
寄
進

一
金
拾
両 

米
拾
俵発

起
施
主 

岩
下
村

片
貝
清
兵
衛

松
尾
村

竹
渕
音
三
郎

地

元

世

話

人
(

氏
名
略)

弘
化
三
丙
午
年+

一

月
二
日 

此
所
修
造
之

と
あ
り
、
再
興
寄
進
者
の
中
に
、

「
岩
下
村 

越
中
麻
買
仲
間
中
」

「
郷
原
邑
之
宿
越
中
麻
買
仲
間
中
」

の
文
字
が
あ
つ
た
と
い
う
。

こ

の

は

、
弘
化
三 
(

I  

八
四
六)

年
に
交
通
上
の
難
所
で
あ
つ
た
吾
妻
溪
谷
の
道
路
を
整
備
拡
幅
し
た
際
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
資
金
を
出
し
た 

中
に
地
元
の
有
志
に
ま
じ
つ
て
、
越
中
の
麻
買
商
人
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、

こ
の
地
方
の
麻
が
北
陸
方
面
に
買
わ
れ
てA

 

り
、
北
陸
の
商
人
が
活
躍
し
て
い
た
証
左
で
も
あ
る
。

明
治
ま
で
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る(

昭
和
初
期
に
お
け
る
地
元
の
角
田
喜
市
の
言)

。

「
吾
妻
郡
ー
ー
於
ケ
ル
大
麻
ノ
生
産
ハ
最
近
ノ
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ
ニ
三
百
年
以
前
ョ
リ
既
二
栽
培
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
。
然
レ
ド
モ
其
ノ
産
額
ノ
少 

ナ
キ
ト
交
通
ノ
不
便
ナ
ル
ト
ニ
因
リ
ソ
ノ
需
用
地
ト
ノ
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
生
ズ 

ル
ヲ
得
ズ
。
僅
二
栃
木
県
ノ
麻
商
人1

1

依
リ
テ
他
府
県
二
移
出
セ
ラ
レ 

栃
木
麻
卜
見
な
サ
レ
テ
使
用
セ
ラ
レ
タ
ル
ヤ
ノ
形
跡
ア
リ
。
又
、
品
位
混
交
シ
テ
ー
定
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
不
便
ナ
ル
弊
害
ア
リ
テ
、
為
二
価
格
ノ 

向
上
ヲ
阻
害
サ
レ
タ
ル
事
モ
少
ナ
ヵ
ラ
ズ
。
新
潟
県•

富
山
県•

石
川
県
等
ノ
麻
商
人
ハ
年
々
原
産
地
タ
ル
本
郡
へ
来
り
、
数+

日
間
ヲ
本
郡
ノ
麻
商



人•

麻
問
屋
等
ー
ー
止
宿
シ
、
製
造
人
ノ
各
戸
ー
ー
就
キ
買
出

1  
ー
ッ
ト
メ
タ
リ
。
故
ー
ー
製
品
滞
積
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
頗
ル
低
廉
ナ
ル
価
額
ヲ
以
テ
売
却
ス
ル 

者
少
ヵ
ラ
ズ
、
又
商
人
多
数
ノ
場
合
ハ
予
想
外
ノ
高
値
取
引
ヲ
来
ス
場
合
モ
ア
リ(

後
略)

」

こ
の
こ
と
は
、
吾
妻
が
原
料
生
産
地
の
立
場
に
あ
り
、
各
地
か
ら
仕
入
れ
に
来
る
麻
買
商
人
の
価
格
操
作
に
よ
り
麻
相
場
が
完
全
に
左
右
さ
れ
る
状
態
に
あ 

つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(

注1
)

こ
の
よ
う
な
状
態
を
脱
脚
す
る
た
め
、
三
島
の
角
田
忠
三
郎
を
代
表
と
す
る
二+

七
名
が
参
加
し
て
、

「
吾
妻
麻
組
合
」

の
母
胎
が
結
成
さ
れ
、
肥
料
な 

ど
の
共
同
購
入
か
ら
始
め
て
、
麻
の
品
質
管
理
、
そ
し
て
販
売
事
菜
へ
と
着
手
し
て
い
る
。
(

別
表1
)

は
組
合
で
の
取
扱
量
の
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
で 

あ
る
が
、
社
会
の
変
化
を
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
大

正

二(

一
九 

一
三)

牟
か
ら
の
急
増
は
第I

次
世
界
大
戦
の
軍
需
増
大
に
よ
る
影
響
で
あ 

リ
、
大
正+

二 (
I

九
二
三)

年
の
落
込
み
は
関
東
大
震
災
に
よ
る
社
会
的
混
乱
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
組
合
の
成
立
に
よ
リ
岩
島
地 

方
の
麻
は
発
展
の
契
機
を
つ
か
ん
で
い
る
。
(

別
表2
)

戦
前
ま
で
の
吾
妻
麻
は
、
•(

織
物
原
料
用)

と
し
て
富
山
。
石
川•

奈
良
、
(

漁
業
用)

と
し
て
三
重
、
千
葉
、
静
岡
、
宮
城
、
愛
媛
、
富
山
、
島
根
、
 

(

弓
弦
用)

と
し
て
東
京
、
埼
玉
、
(

蚊
張
用)

と
し
て
愛
知•

東
京•

等
々
全
国
へ
売
り
出
し
て
い
る
。
品
質
的
に
見
る
と
、
高

級

品(

最
高
級
は
「
吾 

妻
錦
」
と
誇
称
す)

は
、
鰹
•

鮪
•

鯛
な
ど
の
一
本
釣
用
釣
糸
、
上
等
和
服
地
、
夏
用
洋
服
地
、

レ
ー
ス
地
、
弓
弦
、

か
す
み
網
、
祝
賀
贈
答
品
、
装
飾
用 

品
等
。
普
通
品
は
、
漁
網
、
帆
布
、
蚊
張
、
畳
べ
り
、
畳
糸
等
。
ま
た
、
暖
簾
縄
、
む
し
ろ
糸
、
蚕
網
、
各
種
の
縄
、
綱
、
雑
貨
品
等
は
、
比
較
的
品
質
を 

低
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
も+

分
に
利
用
で
き
た
。

岩
島
で
は
麻
の
加
工
製
品
の
製
造
と
い
う
点
で
は
、
大
正
以
後
度
々
試
み
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
品
と
し
て
足
る
も
の
が
で
き
な
か
つ
た
。

た
ゞ
、
 

昭
和
二+

三
年
矢
倉
に
麻
糸
加
工
場(

斉
藤
万
作
経
営)

が
で
き
、
釣
糸•

畳
糸
を
製
造
し
て
い
る
。
昭
和
二+

五
年
に
は
岩
島
村
農
業
協
同
組
合
で
も
加 

ェ
を
始
め
、
矢
倉
の
斉
藤
工
場
を
吸
収
し
加
工
規
模
を
拡
張
し
て
い
る
。
釣
糸
は
勝
浦•

铫
子
。
館
山
。
焼
津•

小
田
原•

佐
渡
。
八
丈
島
な
ど
の
漁
業
基 

地
が
得
意
先
で
、
織
物
用
糸
は
高
知•

富

山•

奈

良•

新
潟
へ
出
て
い
る
。
技
術
は
斉
藤
氏
が
伊
勢
原
市(

神
奈
川)

な
ど
で
習
得
し
て
き
た
と
い
う
。
昭 

和
二+

六
年
〜
三
十
二
牟
頃
が
活
況
期
で
、
手
作
業
に
従
事
す
る
女
性
従
業
員
が
三+

名
ほ
ど
就
業
し
、
日
産+

キn

ほ
ど
の
麻
を
加
工
し
て
い
る
。

麻
生
産
は
昭
和
二+

五
年/

三+

 N

年
が
戦
後
の
黄
金
時
代
で
、
栽
培
面
積
、
生
産
高
も
戦
前
の
盛
時
と
比
肩
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
三+

年
代
に 

急
速
に
普
及
し
て
く
る
化
学
繊
維
に
押
さ
れ
て
、
加
工
場
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
昭
和
三
十
五
年
か
ら
は
危
速
に
生
産
が
落
ち
る
。
見
渡
す
か
ぎ
り
の
麻 

畑
は
コ
ン
ニ
ヤ
ク
畑,

桑
畑
な
ど
に
姿
を
変
え
て
い
く
。
昭
和
四+

五
年
に
は
吾
妻
町
全
域
で
栽
培
面
積
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
精
麻
約
三
百
キ
ロ
に
な
り
、
今



年
度
は
、

わ
ず
か
に+

三
ア
ー
ル
、
栽
培
農
家
三
戸
と
い
う
微
々
た
る
状
態
。
し
か
も
、
三
戸
中
の
二
戸
は
「
来
年
は
や
め
る
」
と
い
う
情
況
で
あ
つ
た
。
 

こ
の
よ
う
に
急
激
な
退
潮
期
を
む
か
え
る
と
、
悪
循
環
と
し
て
用
具
面
に
も
問
題
が
生
じ
る
。
麻
生
産
の
盛
時
に
は
、
そ
の
用
具
製
造
で
も
人
々
の
生
活 

が
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
注
文
が
激
減
す
る
こ
と
で
生
活
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
麻
つ
く
リ
を
続
け 

た
い
と
い
う
気
持
を
持
つ
て
い
た
人
で
も
、
破
損
し
た
用
具
を
買
い 

か
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
廃
業
と
い
う
人
も"
多
く
出
た
よ
う
で
あ
る
。

あ
る
生
産
を
考
え
る
場
合
、
何
と
い
つ
て
も
「
社
会
的
需
要
」
が
ヵ
ギ
を
に
ぎ
り/

そ
れ
に
関
連
し
て
「
流
通
機
構
」

「
経
済
性
」

「
用
具
」
等
が
か 

ら
ん
で
、
生
産
者
の
技
術
の
巧
拙
や
産
地
の
消
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
岩
島
の
麻
に
つ
い
て
も
、
化
学
繊
維
と
の
「
需
要
」

「
生
産
性
」

「
品
質
」 

「
価
格
」
等
の
競
合
で
、
完
全
に
敗
北
し
た
結
果
と
し
て
衰
退
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の
だ
け
に
、
文
化
財
保
護
と
い
う
見
地
だ
け
で
は
そ
の
栽
培
技
術. 

精
麻
技
術
を
社
会
的
に
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
岩
島
の
麻
は
絶
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
産
業
革
命
以
来
の
生 

産
の
歴
史
を
考
え
れ
ば
、
古
い
生
産
様
式
が
生
き
の
び
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
踏
み
と
ど
ま 

つ
た
例
か
ら
考
え
れ
ば
、

「
特
殊
性
」

の
発
揮
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
な
さ
そ
う
で
あ
為
。
化
学
繊
維
で
は
代
替
で
き
な
い
天
然
大
麻
の
性
質
を
生
か
し 

て
い
る
部
分
は
、̂

1

細
で
は
あ
る
が
現
在
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
乾
漆
像
や
漆
器
製
作
に
必
要
な
漆
の
下
地
、
茶
ノ
湯
に
使
わ
れ
る
茶
巾
、
そ
れ
に
、
神 

事
に
欠
か
せ
な
い
注
連
縄
な
ど
で
あ
る
。
今
年
度
生
産
さ
れ
た
岩
島
の
麻
も
奈
良
県
へ
売
ら
れ
、
茶
巾
に
な
る
と
い
う
。

こ
の
へ
ん
に
横
た
わ
つ
て
い
る 

大
麻
の
特
性
を
考
慮
し
、
新
し
い
製
品
の
開
発
や
麻
挽
き
ヵ
ミ
ソ
リ(

お
か
き)

を
初
め
と
す
る
用
具
確
保
の
た
め
の
社
会
的
援
助
、
栽
培
補
償
に
対
す 

る
地
元
農
業
協
同
組
合
の
協
力
や
農
政
的
援
助
等
が
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
消
滅
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
第I

に
必
要
な
こ 

と
は
、
地
元•

吾
妻
町
を
あ
げ
て
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
地
元
に
は
、
群
馬
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
「
麻
ひ
き
音
頭
」

の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
民
謡
の 

保
存
会
も
あ
り.
、
岩
島
第
二
小
学
校
や
岩
島
中
学
校
の
校
章
も
麻
の
葉
を
形
ど
つ
て
い
る
。.
ご
れ
だ
け
親
し
ま
れ
て
き
た
麻
が
、

こ
の
地
区
にI

本
も
な 

く
な
つ
て
し
ま
つ
た
と
き
に
、
こ
こ
の
人
々
に
と
つ
て
郷
土
と
は
何
を
感
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

調
査
対
象
者
で
あ
つ
た
丸
橋
富
久
雄
夫
妻
の
よ
う
に
、
麻
つ
く
り
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
人
も
ま
だ
健
在
で
あ
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
岩
島
地
区 

の
多
く
の
方
々
の
ま
ぶ
た
に
は
、
夏
の
光
を
受
け
て
青
々
と
輝
く
一
面
の
麻
畑
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
見
え
て
お
り/ 

そ
の
耳
に
は
初
秋
の
涼
ん
だ
空 

気
を
通
し
て
聞
こ
え
て
く
る
家
々
の
夜
な
べ 

の
麻
挽
き
の
音
が
、
今
で
も
は
つ
き
り
残
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
つ
た
。

(

注1

)

昭

和

四

年

刊

行

「
吾
妻
麻

一

班
」

よ
り



(別表1;

吾妻麻組合大麻取扱数量及び価額表

C昭和4年発行厂吾妻麻一班」Xり；

,年 度 数 量 価 額 1

明治 4 4年 7 9 4.0 00 貫 5, 4 0 4. 7 8 7 円

大正元 1,9 2 7, 0 0 0 6,7 6 4.9 1 5

2 6,54 7,000 17,58 3,598

5 5, 0 5 0, 6 5 5 1 2,1 7 4. 6 2 7

4 1,77 9,675 5, 5 8 7, 6 6 5

5 1,2 2 2,7 9 0 5, 7 9 8,7 4 〇

6 1,4 2 4. 9 5 0 7, 8 4 1,Q 5 0

7 1,2 2 4.9 9 Q 8,1 6 8, 5 0 〇

8 5 5 1,2 6 5 6,6 5 2,0 0 0

9 7 5 5, 2 8 0 4. 0 1 9, 5 6 0

I 〇 8 7 9, 9 5 5 8,6 6 8, 5 6 0

II 8 0 9, 9 8 5 4.6 5 0,2 0 0

1 2 2 4 7, 8 9 2 2, 0 4 2, 0 7 0

1 5 5 5 2, 5 5 8 5,1 7 5, 9 0 0

1 4 5 5 5, 0 4 0 4. 0 6 9, 5 5 0

昭和元 1,07 9, 927 6, 5 4 9, 7 8 0

2 5 8 1,0 5 5 4.9 4 4.9 7 0

5 6 9 8, 9 0 5 5, 6 6 6. 5 6 〇

£

、
錦®
e
S

象
-

たf

た
方
々

丸
橋
富
久
雄
、
丸
橋
と
み
ょ
、
湯
浅
酉
象
、
湯
浅
栄
太
郎
、
丸
橋
祐
二
郎
、
小
池
良
一
、
丸
橋
東
吾(

以
上
、
吾
妻
町
三
島)

片
貝
亀
禄
、
西
山
三 

次
郎
、
西
山
弘
太
郎
、
脇
屋
真

I  
(

以
上
、
吾
妻
町
岩
下)

斉
藤
万
作
、
丸
山
不
ー
ー
夫(

以
上
、
吾
妻
町
原
町) 

宮
崎
正
男(

岩
島
第
ー
ー
小
学
校
長)



大
麻
栽
培
と
加
工
に
つ
い
て

大
麻
は
温
帯
性
の
植
物
で
、
当
吾
妻
地
方
で
は
成
熟
期
が
短
か
く
、
旧
岩
島
地
区
を
中
心
と
し
て
広
く
栽
培
し
た
が
、
播
種
後
収
穫
期
ま
で
一
〇
八/

一
 

I
五
日
を
要
す
。
麻
の
栽
培
に
は
気
候
が
大
い
に
左
右
し
、
降
霜
が
早
く
止
む
時
は
麻
の
成
長
が
良
い
と
い
う
。
又
、
霜
に
次
で
温
度
の
変
化
、
暴
風
雨 

等
に
よ
り
播
種
後
収
穫
期
迄
に
収
穫
絶
無
と
な
る
事
も
あ
る
。
又
、
雹
害
等
も
あ
リ
、

こ
れ
等
が
適
順
の
時
は
豊
作
と
な
る
。

こ
の
様
に
気
候
に
左
右
さ
れ
つ\

大
麻
を
栽
培
す
れ
ど
も
、
製
麻
作
り
三
原
則
と
も
い
う
べ
き
事
に
注
意
し
製
麻
作
り
に
専
念
し
た
。

1

か
ら
、2

ね
ど
、5

ひ
き
と
云
い
、

「1

か
ら
」

は
播
種
後
麻
こ
ぎ
作
業
ま
で
畑
作
り
、
肥
料
等
の
関
係
に
よ
り
生
麻
を
良
く
作
る
事
で
あ
り
、

「2 

ね
ど
」
は
生
麻
を
ね
ど
入
れ
し
、
そ
の
二
..

•..
三
日
間
の
温
度
そ
の
他
の
管
理
具
合
良
否
で
あ
り
、

「5

ひ
き
」
は
生
麻
の
ね
ど
入
れ
し
た
も
の
を
表
皮
を
取 

る
麻
挽
き
技
術
の
上
手
、
下
手
の
事
で
、
こ
の
三
原
則
と
も
云
う
べ
き
事
項
が
良
好
な
る
時
に
製
麻
の
出
来
具
合
が
良
く
な
る
。

精
麻
の
質

製
麻
の
二
原
則
と
も
云
う
べ
き
着
目
点
は
一
色
、2

り
き
、
に
て
一
色
は
光
沢
に
て
薄
黄
色
に
光
り
あ
が
る
も
の
。2

り
き
は
精
麻
の
引
き
切
れ
る
そ 

の
力
の
強
さ
即
ち
力
の
丈
夫
な
も
の
を
良
し
と
す
る
。
又
、
繊
維
の
細
く
長
く
元
か
ら
末
ま
で
裂
け
る
も
の
を
上
質
と
す
る
。

畑
作
り以

上
の
如
き
良
き
精
麻
を
作
る
に
は
畑
作
り
作
業
も
又
大
切
の
仕
事
で
あ
り
、
大
麻
播
付
け
時
の
肥
料
も|

反
当
り
、
堆
肥
二
百
貫
匁
、
人
糞
尿
百
貫
匁 

大
豆
粕+

五
貫
匁
、
油
粕+

貫
匁
、

の
如
き
も
の
を
混
合
し
、
畑
の
隅
に
七
山
ぐ
ら
い
に
堆
積
し
、
約+

日
間
程
経
つ
て
、
そ
の
山
を
細
か
く
砕
い
て
畦
毎 

に
施
す
。
こ
の
外
「
だ
ら
肥
」
で
播
く
場
合
、
半
切
に
い
れ
前
記
の
も
の
を
入
れ
加
え
、
や
わ
ら
か
く
し
て
畦
毎
に
ま
き
、
そ
の
後
種
を
播
く
場
合
も
あ
る
。
 

畑
の
地
力
や
前
作
物
等
に
よ
り
肥
料
の
加
減
を
す
る
。

～
、

栽

培

H

播
種
期

一
月
よ
り
三
月
頃
ま
で
に
二
、
三
回
耕
転
し
、

こ
の
時
、
肥
料
を
打
ち
、
土
壤
に
混
合
さ
せ
る
。
四
月
上
旬
よ
り
、
中
旬
迄
に
晴
天
三
、
四
日
続
き
土



⑴

(2)

(写真1.2.) 醒後2 〇日位後の生麻(これを間引きする)

壤
の
よ
く
乾
燥
せ
し
時
を
見
て
、
金
熊
手
に
て
土
塊
を
崩
壊
し
て
畑
を
平
に
し
、

よ
き
乾
燥
時
に
畦
巾
二
五g

〜
三
〇g

程

の

畦(

作)

を
つ
く
り
、
半 

切
に
溶
解
し
て
水
肥
と
し
た
肥
料
を
畦
間
に
蒔
き
、
そ
の
上
に
直
接
に
種
子I

反
歩
に
約
四
升
を
蒔
く
。
畦
間
は
普
通
の
作
物
よ
り
狭
く
、

こ
れ
は
生
麻 

を
密
生
さ
せ
枝
の
出
る
の
を
防
ぎ
、
細
く
長
く
、
柔
か
く
成
長
さ
せ
る
為
で
、
普
通
の
鍬
で
は
畦
が
出
来
な
い
の
で
、
麻
鍬
と
称
す
る
少
し
小
型
の
麻
作 

り
専
用
の
小
鍬
に
て 

一  

作
ご
と
に
肥
料
と
種
子
を
蒔
き
乍
ら
土
を
薄
く
平
た
く
か
け
て
種
子
を
覆
ぅ
て
ゆ
く
。
蒔
き
終
つ
た
後
は
畑
は
平
に
な
る
。

⑵

手
入
れ

播
種
後
六
、
七
日
に
て
発
芽
す
る
。
そ
の
後
約+

日
間
を
経
た
約I

〇§

位
に
伸
長
し
た
時
を
適
度
と
し
て
、
晴
天
の
日
を
見
て
第
一
回
の
間
引
き
を



行
な
ぅ
。
こ
れ
は
生
麻
の
間
隔
を
均
等
に
す
る
為
に
行
な
い
、
直
ち
に
中
耕
を
行
な
ぅ
。
そ
の
後
三
〇§

前
後
に
伸
長
し
た
時
に
第
二
回
の
間
引
を
行 

な
い
、
巾

I

〇§

、

I

本
一 

本
の
間
隔
五g

ぐ
ら
い
と
し
、
其
の
後
は
収
穫
期
ま
で
特
別
に
施
肥
、
中
耕
等
も
行
わ
ず
、
手
入
を
し
な
い
。
又
、
大
麻 

の
生
長
を
計
る
た
め
、
播
種
時
に
条
竹
二
五
〇§

ぐ
ら
い
の
も
の
を
一
畝
にI

本
ぐ
ら
い
立
て
て
置
き
、
大
麻
の
生
長
の
基
準
と
す
る
。

(

写
真3

、4

、5
)
 

六
月
頃
の
生
麻
生
長
の
姿

(3)

(4)



(

写
真5

、4

、5
)
 

六
月
頃
の
生
麻
生
長
の
姿



(

写
真6

、7
)

収

穫

期

頃

の

生

長

し

た

麻

(6)

(7)



(5)
収
穫
期
及
び
方
法

播
種
後
一 

〇
八
日/

ー
ー
五
日
を
経
過
し
て
収
穫
時
と
な
る
。
即
ち
七
月
下
旬
ょ
り
八
月
上
旬
で
、

こ
の
頃
に
な
る
と
生
麻
の
葉
は
黄
色
味
を
帯
び
て 

来
る
。
又
、
生
麻
の
葉
は
最
初
は
対
生
で
生
長
し
、
七
月
末
ょ
り
、
葉
は
互
生
に
な
る
。
こ
の
頃
を
最
適
収
穫
期
と
す
る
。

こ
の
頃
二
五
〇g

ぐ
ら
い
に 

生
長
し
て
い
る
。

(

写
真8
)収

穫
期
の
成
長
し
た
生
麻

(8)



(

写
真9
)
 

成
長
期
の
対
生
葉

(

写
真

10) 

収

穫

期

の

互

生

葉

⑷

収
穫
の
方
法

七
月
下
旬
ょ
り
八
月
上
旬
に
入
り
、
生
麻
の
生
長
と
時
期
を
見
て
、
晴
天
の
日
に
麻
扱
ぎ
を
麻
畑
の
端
ょ
り
始
め
る
。
こ
の
畦
に
一
作
ご
と
に
、
長
麻 

中

麻
(

二
階
麻)

、
短
麻
、
太
麻
、
屑

麻
(

こ
き
そ)

の
五
種
に
区
別
し
て
扱
ぐ
。
屑

麻
(

コ
キ
ソ
と
も
い
ぅ)

を
一
番
先
に
抜
き
取
り
、

I

束
(

一
に 

ぎ
り)

ぐ
ら
い
に
し
て
別
に
取
り
出
し
て
置
き
、
他
の
生
麻
の
束
収
用
に
用
い
る
。
長
さ
約 

一g

前
後
の
も
の
〇
次
に
短
麻
、
太
麻
と
抜
き
取
り
、
次
に 

中
麻
、
長
麻
と
生
麻
の
上
部
葉
の
処
をI

に
ぎ
り
と
し
て
強
く
引
き
抜
く
。
引
抜
い
た
麻
は
一
に
ぎ
り
づ\

根
本
を
交
互
に
重
ね
置
き
、
扱
ぎ
終
る
ま
で 

そ
の
ま
ゞ
と
し
、
扱
ぎ
終
り
し
後
、
根
切
り
、
葉
切
り
を
行
な
い
、
種
類
別
に
束
ね
る
。

畑
の
周
囲
の
生
麻
は
比
較
的
太
く
、
曲
つ
て
育
つ
た
め
二
作
ぐ
ら
い
、
種
子
用
と
し
て
余
す
。



(11)

(12)

写 
真
11

12

15

生

麻

の

収

穫

(13)



(14； 生麻の根切り作業

(15； 生麻の葉切り作業

二
；

生
麻
処

理

作
業

扱
ぎ
終
り
、
根
本
を
交
互
に
積
み
重
ね
て
置
い
た
も
の
の
生
麻
の
根
、
葉
を
麻
切
鎌
に
て
打
ち
切
る
。
そ
の
時
に
太
麻
、
長
麻
、
中
麻
、
短
麻
、
に
区
別 

し
て
置
く
。
そ
の
区
別
さ
れ
た
も
の
を
約
三
〇§

ぐ
ら
い
づ
つI

束
と
し
て
屑
麻
に
て
束
ね
る
。
切
り
取
ら
れ
た
根
葉
は
焼
か
れ
る
。
麻
は
油
気
多
く
生
の 

ま
ゞ
よ
く
焼
け
る
。



(

写
真
16)

上
よ
り

太
麻
、
長
麻
、
中
麻
、
短
麻
、
屑
麻
の
五
種
類

(

写
真

17)

根

葉

焼

き

根
葉
を
切
り
取
り
し
た
生
麻
を
凡
そ
三
〇s

廻
り
に
し
て
束
ね
、
そ
れ
を
三
箇
束
ね
て
、
生
麻
一
束
と
い
ぅ
。

一
束
の
生
麻
は
本
揃
板
の
上
に
てX

く
本
を
揃
え
て
長
麻
は
六
尺
五
寸
、
中
麻
六
尺
四
寸
、
以
下
短
麻
は
五
尺
八
寸
ょ
り
六
尺
に
、
太
麻
は
適
度
に
押 

鎌
に
て
切
り
留
め
る
。
太
麻
は
皮
が
厚
く
良
質
の
製
麻
と
な
ら
な
い
の
で
特
別
の
加
工
せ
ず
、
川
な
ど
に

1  

週
間
程
ひ
た
し
、
皮
を
は
い
で
皮
麻
と
し
て 

売
り
出
す
。



(

写
真
18)|

束
を
三
個
集
め|

束
と
し
た
も
の

(18)

(

写
真
19)

根
本
を
本
そ
ろ
え
板
の
上
に
て
そ
ろ
え
る

(19；



(

写
真
20)

根
本
を
そ
ろ
え
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の

長
さ
に
押
鎌
で
押
し
切
る
。

(

写
真
21)未

留
め
さ
れ
た
生
麻

未•
留
め
さ
れ
押
鎌
に
て
切
リ
出
さ
れ
た
そ
の
末
は
ぅ
ら
麻
と
し
て
、
太
麻
と
共
に
川
に
ひ
た
し
皮
を
は
ぎ
「
ぅ
ら
麻
」
と
し
て
売
ら
れ
る
。

(

麻

煮
)

長
麻
、
中
麻
、
短
麻
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
に
切
ら
れ
、

一
束
と
し
た
も
の
を
、
麻
釜
に
湯
を
沸
騰
さ
せ
、
生
麻
一 

束
づ\

二•

三
分
、
最
初
は
根
の
部

(20)

(21)



分
を
、
次
に
上
部
を
反
対
に
入
れ
て
煮
上
げ
る
。

こ
の
煮
上
げ
た
も
の
を
晴
天
の
日
に
約+

日
間
畑
や
庭
等
にI

束
づ\

根
部
を
下
に
広
げ
て
乾
燥
す
る 

こ
の
乾
燥
の
際
、
雨
に
あ
い 

一  

部
分
ぬ
れ
た
場
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
点
に
「
バ
ク
テ
リ
ア
」

の
発
生
を
見
て
、
黒
点
を
生
ず
る
。
こ
の
黒
点
は
製
麻
に
現 

れ
て
、
不
等
品
と
な
る
た
め
、
雨
に
は
充
分
注
意
す
る
。
夕
立
雨
の
時
な
ど
せ
わ
し
く
取
り
入
れ
て
、
又
そ
の
日
の
内
に
干
す
作
業
な
ど
繰
り
返
す
。
こ 

の
ょ
ぅ
に
し
て
約+

日
間
干
す
事
にX

り
生
麻
は
黄
色
に
変
色
す
る
。

こ
れ
に
上
湯
と
称
し
二
度
目
の
生
麻
煮
を
行
な
い
、
煮
上
げ
た
も
の
を
一
日
間
ょ 

く
乾
燥
し
て
屋
内
に
次
の
作
業
ま
で
貯
蔵
す
る
。
又
、
長
雨
に
て
外
で
乾
燥
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
こ
の
時
は
前
記
と
同
様
に
、
煮
た
も
の
を
屋
内
に 

広
げ
、
火
力
で
乾
燥
す
る
場
合
も
あ
る
。

(22) 生麻を煮る約2、5分づ\。

(25> 生麻の煮允も,のを干す



(2 4) 結び場所を少し下げて干す

三
、、

加 

工

⑴

ね
ど
入
れ

生
麻
に
上
湯
を
か
け
干
揚
が
る
の
は
八
月
下
旬
に
し
、
こ
の
干
揚
げ
た
も
の 

一
束
を
四
分
し
て
束
ね
、

こ
れ
を®

家
に
て
一
日
に
加
工
処
理
出
釆
る
分 

量
だ
け
、
毎
朝
ね
ど
入
れ
を
す
る
。
ね
ど
入
れ
と
は
麻
舟
に
水
を
入
れ 

一
束
を
四
分
し
て
束
ね
た
も
の
を
こ
の
水
に
浸
し
、
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
ね
ど
倉 

と
称
す
る
薄
暗
い
処
に
入
れ
、
横
に
し
て
コ
モ
の
類
を
掛
け
温
度
凡
そ
三+

七
八
度
位
と
し(

こ
の
時
、
重
ね
て
置
く
の
で
熱
が
出
る)

、I

日
に
二
回 

朝
夕
湿
し
、
毎
日
自
家
に
て
処
理
出
釆
る
分
量
だ
け
加
え
て
行
く
。
そ
の
時
に
先
に
入
れ
た
も
の
を
下
に
、
後
か
ら
の
も
の
を
上
に
順
に
重
ね
て
コ
モ
類 

を
掛
け
、
熱
の
散
失
と
乾
燥
を
防
ぐ
よ
う
に
し
、
翌
日
も
、
前
日
と
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
し
行
う
こ
と
約
三
日
目
頃
に
麻
皮
に
粘
気
生
じ
て
く
る
。
温
度 

の
低
い
時
に
は
四
日
目
ぐ
ら
い
の
時
も
あ
る
。
こ
の
時
を
麻
が
「
よ
く
ね
た
」
と
い
い
、

は
ぎ
取
り
の
好
時
期
と
し
て
、
麻
は
ぎ
を
行
な
う
。



(25； ねど入れの水ひたし作業

⑵

麻

剝

ぎ

ね
ど
入
れ
し
て
三
日
目
頃
、
生
麻
に
粘
気
を
生
じ
て
き
た
も
の
を
取
り
出
し
、
太
い
も
の
は
二
、
三
本
、
普
通
も
の
は
、
四
、
五
本
あ
て
左
手
に
持
ち 

右
手
に
て
根
本
の
方
、
約

一

〇§

位
の
処
を
折
り
、

そ
の
時
に
皮
の
表
と
裏
と
を
ょ
く
そ
ろ
え
、
折
口
の
皮
を
右
手
に
皮
の
表
を
下
に
し
て
持
ち
、
麻
殼 

(

お
が
ら)

の
方
を
左
手
に
持
ち
、
皮
の
表
を
下
に
し
を
上
に
し
て
剝
ぎ
取
り
、
そ
れ
を|

手
と
し
て
細
長
く
曲
げ
積
み
重
ね
、

|

束

分
(

干
麻
一 

束
分
を
四
分
し
た
も
のI

結
と
す
る)

と
し
て
、
次
の
麻
挽
き
作
業
ま
で
、
日
光
に
当
ら
な
い
ょ
ぅ
に
屋
内
に
掛
け
て
置
く
。

(26) ねど倉にて貯蔵場面上にコモ類をかける



(29； 剝ぎ取られた麻皮

(28) 剝いた麻皮を細長く曲げて置く

翁
ぎ
取
ら
れ
た
麻
皮
は
漏
れ
た
ま\

、
日
光
に
当
ら
な
い
ょ
ぅ
に
屋
内
に
、
次
の
麻
挽
き
ま
で
保
管
し
て
置
く
、
麻
剝
ぎ
作
業
は
女
性
の
作
業
で
あ 

つ
た
。

(27； 麻剝ぎ



(50； 表皮を剝ぎ取られた麻から干し

生
麻
の
表
皮
を
剝
ぎ
取
ら
れ
た
麻(

お)

か
ら
は
、

ょ
く
乾
燥
し
、

一
束
ご
と 

に
束
ね
、
屑
屋
根
の
材
料
、

か
い
ろ
灰
の
材
料
と
し
て
売
ら
れ
る
。

(5)
麻

挽

き

腰
掛
け
、
麻
挽
き
台
、
麻

挽
(

お
か)

き
、
膝
枕
、
等
を
準
備
し
、
そ
の
左
方
に
麻
殼
ょ
り
剝
ぎ
取
り
、
細
長
く
曲
げ
重
ね
積
み
し
て
置
い
た
麻
皮
を 

置
き
、
先
ず
腰
掛
け
に
座
す
。
こ
の
時
、
右
足
は
曲
げ
膝
枕
の
上
に
、
す
ね
は
膝
枕
の
上
に
置
き
、
そ
の
足
先
き
は
腰
掛
け
台
の
下
に
入
れ
、
左
足
は
立 

て
て
、
精
麻
加
工
に
取
リ
か\

る
。
先
ず
麻
皮
を
一
手
づ
ゞ
麻.
搔
き
台
の
上
に
麻
皮
の
外
部
を
上
に
内
部
を
下
に
し
て
置
き
、
右
手
に
麻a

き
を
持
ち
、
 

左
手
に
麻
皮
の
根
の
方
を
持
ち
、
麻
搔
き
台
の
上
の
板
の
上
に
て
、
麻
搔
に
て
表
皮
及
び
水
分
を
磨
撫
ぜ
な
が
ら+

 g

ぐ
ら
い
づ\

左
手
に
て
引
き
出
す
。
 

次
第
に
長
く
な
る
た
め
左
薦
を
倒
し
、
左
足
首
を
動
か
し
て
、
こ
の
足
の
力
に
て
精
麻
を
挽
き
出
す
。
終
る
と
現
在
左
手
に
持
つ
て
い
る
部
分(

根
本
の 

処)

を
持
ち
直
し(

こ
れ
の
持
つ
処
を
二
の
手
と
い
ぅ
。)

根
の
皮
の
表
皮
を
前
と
同
様
に
挽
き
出
し
、
そ
の
左
方
に
麻
質
の
上
質
、
中
質
、
下
質
の
も 

の
と
三
種
類
に
区
別
し
て
、
何
枚
も
重
ね
て
置
き
、
そ
の
日
の
予
定
分
量
の
終
リ
た
る
時
に
、
竹
冰
是
根
本
を
上
に
し
て
、
六
枚
ょ
り
八
枚
ぐ
ら
い
を
度



(51；麻挽き一揃

(52； 最初(1の手:)の挽き出し

と
し
て
、
上

部I

〇g

か
らI

五⑽

ぐ
ら
い
余
し
て
結
び
、

一
掛
け
と
し
て
日
か
げ
乾
と
し
て
五
、
六
日
乾
す
。



写

真

55
二 5;

手

の

麻 

挽 

含

(55；

(34；



(4)

麻

結

び

U5) 精麻の重ね置き作業

(56) 水に晒したおぼくそ

二
の
手
の
麻
挽
き
の
終
っ
た
も
の
は
上
中
下
質
ご
と
に
左
方
に
重
ね
て
置
く
。

麻
挽
き
作
業
中
表
皮
を
麻
搔
き
出
し
た
も
の
を
「
麻
ぼ
く
そ
」
と
い
い
、

こ
れ
を
水
に
晒
し
、
晒
し
た
も
の
を
「
お
ぼ
く
そ
」
と
し
て
処
理
す
る(

紙 

の
原
料
等
に
な
る)

。

-

旦
挽
き
終
っ
た
も
の
を
竹
？
に
掛
け
て
日
か
げ
干
し
と
す
る
。

こ
の
時
に
六
枚
か
ら
八
枚
を
限
度
と
し
て
、
根
の
方
を
上
に
し
、
上
部
一 

〇?
-

五 

g

余
し
て
結
び
、
五
、
六
日
間
日
か
げ
干
し
し
て
置
き
、
こ
の
一
結
び
をI

掛
け
と
い
ぅ
。
こ
のI

掛
け
を
六
、
七
個
合
せ
てI

は
ず
し
と
し
て
合
せ
、



(57；

C 58；

こ
れ
を
合
せ
て|

束
二
貫
匁
束(

八
キn

)

と
し
て
保
存
し
、
売
り
ま
す
。
尚
、
こ
れ
を|

五
キ
ロ
合
せ
た
も
の
を|

連
と
い
ぅ
。

写

真

57

精58

結

び



(59)精麻の日影干し(一掛けづ)

(40) —掛けを七つ合せたもの



(41)一連作業

(42) —連もの

(

写

真

41.

42)

精
麻
八
キn

合
せ
た
一
連
も
の



⑹

採

種

"5J

(44； 左•雌麻 右•雄麻

七
月
下
旬X

り
八
月
上
旬
に
か
け
て
麻
扱
ぎ
の
際
に
畑
の
周
囲
に 

残
し
て
置
い
た
も
の
が
、
九
月
上
旬
に
雄
麻
の
開
花
を
み
る
。
雌
麻 

は
開
花
せ
ず
し
て
実
を
結
ぶ
。
其
の
期
に
雄
麻
を
取
リ
の
ぞ
き
、+
 

月
下
旬
ょ
り
、+

1

月
上
旬
に
か
け
て
麻
種
の
収
穫
期
に
入
り
、
鎌 

に
て
麻
の
枝
を
刈
り
取
り
、
縄
に
て
縛
り
、
物
置
等
の
軒
下
に
垂
し

(

写

真

44)
九
月
頃
の
雄
麻•

雌
麻

⑸

出 

荷

精
麻
の
出
荷
に
は
、
等
級
を
つ
け
て
、
写
真
45
の
ょ
ぅ
な
等
級
を 

そ
え
て
出
荷
す
る
。
等
級
表
は
別
記
す
る
。

乾
燥
す
る
。
充
分
に
乾
燥
し
た
も
の
を
ム
シn

類
の
物
の
上
に
て
打
ち 

落
し
、
実
と
糠
と
を
唐
箕(

と
ぅ
み)

に
て
吹
き
分
け
て
、
箱
類
に
入 

れ
て
貯
蔵
す
る
。



 

 

 

四、大麻栽培者免許証と誓約書 

33 頁は個人情報が含まれるため 

非公開 



五

、

大

麻

生

産

の

諸

道

具

類

押
切
り
鎌 

生
麻
の
長
さ
を
そ
ろ
え
て
切
る
具

尺 

棒 

生
麻
の
長
さ
を
定
め
る
尺
棒

生
麻
本
揃
板(

写
真
47)

生
麻
を|

束
と
し
た
も
〇
を
一
定
の
長
さ
に
定
め
切
る
た
め
、
 

こ
〇
板
の
上
に
て
本
を
そ
ろ
え
る

〇

麻
切
り
鎌(

写

真

48)

生
麻
の
根
、
葉
を
切
り
取
る
具
。
上
部
刀
の
部
分
が
少
し
反
っ
て 

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

(47)

(48)



板
削
り
具

(

写

真

49)

麻
挽
き
台
の
上
に
の
せ
て
あ
る
桧
板
の
表
面
が
精
麻
の
た
め
に
麻 

搔
き
に
て
数
多
く
挽
か
れ
る
と
、
そ
の
表
面
が
凹
凸
に
な
る
。
そ 

の
凹
凸
を
削
る
具
。

9;

膝 

枕

(

写

真

50)

麻
挽
き
の
時
に
右
足
膝
を
の
せ
る
枕
。
こ
れ
に
て
体
を
安
定
さ
せ 

る
〇

腰
掛
け
台(

写

真

50
右)

麻
挽
き
の
時
こ
の
腰
掛
け
台
の
上
に
身
体
を
の
せ
て
安
定
さ 

せ
る
〇

9
〇
5



半切リ(写真5 2 ； 播種前にこの半切りにて狼肥、人糞尿、米糖、蚕糞、酒粕、 

大豆粕等を混合させ麻の肥料を作る具。

寸法C高さ5 □⑽、直径110

麻

挽

き

台
(

写

真

51
上)

剝
取
り
し
た
麻
皮
を
精
麻
す
る
時
に
用
い
る
も
の
。

台
は
栗
。

台
の 

上
の
板
は
桧
木
の
正
目
の
板
を
の
せ
、

頭
に
サ
ン
を
立
て
て
精
麻
の 

内
例
を
こ
れ
に
て
こ
す
る
。

寸

法
長 

さ 

五

四

§

 

巾 

六g

高 

さ 

三
、
五

§

サ
ン
の
高
さ 

二g

(51 J

麻

挽

き
(

麻
挽
き
剃
刀)

(

写

真

51
下)

麻
挽
き
台
の
上
に
麻
皮
を
の
せ
、

そ
の
上
を
こ
の
麻
搔
き
に
て
こ
す
リ
、
 

麻
皮
の
表
皮
を
挽
き
取
る
具
。

(52；

寸

法
巾
上
部 

一
〇
、

五§

〃
下
部 

九
、

五
挪

長

さ
 

一

〇 

8

材

料
 

桐



麻

舟
(

写

真

53)

干
し
上
り
生
麻
を
ネ
ド
入
れ
前
に
こ
の
舟
に
水
を
入
れ
、

生
麻
を 

浸
す
た
め
に
用
い
る
用
具
。

寸法

長

さ
 

I

ー
ー
ー
六g

上

巾
 

六

〇g

下

巾
 

四

六g

柯 

料 

杉

(55；

(54)



ね

ど

倉(

写

真

55)

麻

釜(

写
真
56) 

生
麻
を
熱
湯
に
て
煮
る
具
。

生
麻
を
水
に
浸
し
、
乾
燥
し
、
又
温
度
の
変
化
を
防
ぐ
。
こ
の
中
に 

三
-
-0
程
入
丸
、,
筵
や
麦
殼
な
ど
掛
け
て
置
く
場
所
。
厚
い
土
壁
に
て 

作
っ
て
ぁ
る
。
又
、
麦
殼
等
で
周
囲
を
囲
っ
て
作
る
家
も
ぁ
る
。

だ
円
形
の
釜
で
、
中
に
鉄
釜
が
あ
リ
、
こ
れ
に
火
を
た
き
熱
湯
を
作
り 

こ
の
中
に
生
麻
を
入
れ
て
煮
る(

ーー、
三
分)

。

こ
の
写
真
の
も
の
は 

明
治
禾
期
か
ら
昭
和
の
も
の
。

寸

法
(

高

さI

二
八§

、
上
部
直
径
六
四
咖
、

下

部

直

径

四

八

§
)

(5 6)

(55；



舟

板
(

写
真

57) 

生
麻
煮
器

江
戸
時
代
、
明
治
時
代
に
こ
の
舟
板
の
上
に
て
別
に
熱
湯
を
作
り
、

生
麻
を
こ
の
上
に
の
せ
熱
湯
を
柄
杓
に
て
か
け
た
も
の
。

長
さ2
5

、
巾
四
九§

、
材
料
は
栗
。

六
ハ
ヽ
害
虫

麻

虫成
長
し
た
生
麻
の
根
本
地
上
三8

ぐ
ら
い
の
高
さ
の
処
に
穴
を
あ
け 

生
麻
の
中
に
て
地
中
の
方
に
向
っ
て
住
み
、
麻
の
汁
を
吸
っ
て
生
活 

し
、
糞
は
白
く
、
根
元
に
固
め
て
、
穴
の
蓋
と
し
て
置
く
。
頭
は
褐 

色
、
体
は
白
く
、
約
五g

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
生
長
す
る
。
こ
ど
も 

は
こ
の
麻
虫
を
焼
い
て
食
べ
た
。
カ
ン
の
虫
に
き
く
と
い
ぅ
。

(

写

真

58) 

生
麻
の
根
本
に
生
活
す
る
麻
虫
の
状
況

(57；

(58；



C 59 J 根の中に居る麻虫

葉

虫麻
の
葉
裏
に
付
き
、
葉
を
食
し
、
麻
が
生
長
し
た
七
、
八
月
頃
に
多 

く
繁
殖
し
、
葉
を
穴
だ
ら
け
に
網
の
如
く
に
す
る
。
色
は
黒
く
、
大 

き
さ
は
二 

飜
ぐ
ら
い
の
誠
に
小
さ
い
虫
で
、
製
麻
に
は
影
響
は
な
い 

が
麻
の
生
長
に
は
多
少
の
影
響
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

葉

虫

:
60

(

海
野
恭
斉)



麻

づ

く

り

と
 

商

取

引

関

係



I
ヽ
麻
の
栽
培

麻
つ
く
リ
三
大
条
件

「
イ
チ
カ
ラ 

ニ
ネ
ド 

サ
ン
ヒ
キ
」
と
い
い
、
も
つ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、X

い
生
麻
を
つ
く
る
栽
培
技
術
の
問
題
。
次
い
で
、
ど
ん
な
にX

い
麻 

が
で
き
て
も
ネ
ド
に
入
れ
る
の
に
失
敗
し
て
は
元
も
子
も
な
く
な
つ
て
し
ま
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
ネ
ド
が
う
ま
く
や
れ
て
も
精
麻
に
す
る
麻
挽
き
の
作
業 

を
お
ろ
そ 

か
に
し
て
は
上
等
の
麻
は
つ
く
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

麻
畑
つ
く
リ

(

冬
ウ
ナ
イ)

麻
畑
は
、+

二
月
中
に
冬
ウ
ナ
イ
を
す
る
。
肥
料
は
入
れ
ず
、
鍬
で
低
い
と
こ
ろ
へ
土
を
お
と
し
た
あ
と
、

エ
ン
ガ
で
ウ
ナ
ウ
の
で
、
今
年
の
土
は 

下
に
入
リ
、
七
•

八
寸
の
深
さ
に
す
き
お
こ
す
。
現
在
の
テ
ー
ラ
ーM

り
も
深
耕
で
あ
る
。

(

中
ヮ
リ)

二
回
目
は
、
三
月
彼
岸
す
ぎ
、
畑
の
氷
が
と
け
て
土
も
や
わ
ら
か
に
な
つ
た
こ
ろ
。
冬
ウ
ナ
イ
と
逆
の
向
き
に
す
き
お
こ
す
。
全
面
す
き
お
と
す
。
 

す
き
残
し
を
つ
く
る
と
「
障
子
ウ
ネ
エ
」
と
い
い
、
所
々
残
す
の
を
「
ハ
シ
ゴ
ウ
ネ
エ
」
と
い
つ
て
日
傭
と
リ
の
や
る
仕
事
と
さ
れ
て
悪
口
を 

い
わ
れ
た
。

(

仕
上
げ
ウ
ナ
イ)

ア
ラ
ゴ
イ(

堆
肥)

を
入
れ
埋
め
こ
む
。
反
当
り
百
貫
か
ら
百
五+

貫
ほ
ど
で
、
前
作
の
作
物
にM

つ
て
肥
料
分
が
ち
が
う
の
で
、

ヒ
エ
や
オ
カ
ボ 

あ
と
は
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
野
菜
な
ど
の
あ
と
地
に
は
肥
料
を
入
れ
る
の
を
減
ら
さ
な
い
と
麻
が
の
び
す
ぎ
て
倒
れ
る
心
配
が
あ
る
〇
麻
は
連
作
を
し 

な
ぃ
。

(

ブ
チ
ゴ
ヤ
シ)

種
ま
き|

週
間
く
ら
い
前
に(

四
月
初
こ
ろ)

、

ヒ
ト
ッ
カ(

I

畝
強)

に
四
荷
て
い
ど
の
下
肥
を
、
畑|

面
に
ま
く 
〇
フ
タ
ヒ
シ
ヤ
ク
の
下
肥
を



水
で
割
つ
て
薄
め
た
く
ら
い
の
濃
さ
で
、
柄
杓
を
肩
に
担
ぐ
よ
う
に
し
て 

I  

面
に
ふ
り
ま
く
の
で
、
風
の
日
に
は
と
て
も
で
き
な
い
し
ご
と
で
あ
る
。
 

(

な
ら
し)

種
ま
き
の
前
に
、
畑
の
凹
凸
を
な
ら
し
た
り
土
の
塊
を
つ
ぶ
し
た
り
す
る
。
カ
ナ
ク
マ
デ(

ヨ
ツ
ゴ)

で
畑
を
平
ら
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
昔
は
、
 

こ
う
し
た
あ
と
鍬
で
も
う

I  

度
平
ら
に
す
る
作
業
を
し
た
と
い
う
。

(

種
ま
き)

麻
の
マ
キ
ツ
ケ
は
、
吉
日
を
み
て
村
中
が
同

I  

の
日
に
す
る
。
こ
れ
は
、
鳥
の
害
を
う
け
や
す
い
の
で 

I  

斉
に
や
る
こ
と
に
よ
つ
て 

I  

戸
当
リ
の
害 

を
少
な
く
す
る
一
平
均
に
す
る
と
い
う
目
的
が 

I  

つ
で
あ
つ
た
。

四
月
八
日
に
、
村
中
で
農
休
み
を
し
た
あ
と
寄
合
い
の
申
し
合
わ
せ
で
き
め
た
日
に
、

い
つ
せ 

い
に
ま
き
つ
げ
を
し
た
。
だ
い
た
い
四
月
九
・

I  

〇 

日
こ
ろ
に
な
つ
た
。

(

播
種
量)

オ
タ
ネ
は
ヒ
ト
ツ
カ
六
合(

一
畝
五
合)

を
目
当
て
と
し
て
と
つ
て
釦
く
。
風
が
吹
く
日
に
ま
く
と
余
分
に
ま
き
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
余
分
に
と
つ 

て
お
く
。
三
合
く
ら
い
し
か
ま
か
な
い
と
鳥(

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ)

が
拾 
つ
て
し
ま
う
分
も
あ
つ
た
り
し
て
麻
の
サ
ク
が
途
切
れ
て
し
ま
う
。

ま
く
前
に
調
整
し
な
お
し
て
か
ら
ま
く
。

ま
き
方

(

フ
ン
ギ
リ)

ブ
チ
ゴ
ヤ
シ
を
し
な
い
時
は
、
径
五
尺
ほ
ど
の
ハ
ン
ギ
リ(

半
切
桶)

の
中
に
、

コ
ヤ
シ
と
タ
ネ
と
水
をI

緒
に
入
れ
て
、
よ
く
と
い
て
ま
く
。

コ 

ヤ
シ
は
堆
肥
、
人
糞
尿
、

コ
ヌ
カ
を
ま
ぜ
て
ふ
ん
で
、

コ
ィ
塚
を
積
ん
で
つ
く
つ
て
お
い
た
も
の
を
使
う
。
水
の
不
便
な
と
こ
ろ
に
ま
く
が
、
川
が
低 

く
、
水
が
少
な
い
の
で 

一
斉
に
ま
く
と
き
は
、
小
さS

セ
キ
で
は
水
が
不
足
し
て
困
つ
た
。

フ
ン
ギ
リ
は
ツ
マ
ジ
リ
桶
に
入
れ
て
ツ
マ
じ
る
。

種
ま
き
は
人
手
が
た
く
さ
ん
必
要
な
の
で
、
近
所
や
親
類
とH  H

で
ま
く
こ
と
が
多
い
。
水
や
肥
料
を
運
ぶ
人
、
サ
ク
を
き
る
人
、
種
を
ま
く
人
と



い
う
の
で 

か
な
リ
の
人
手
が
い
る
。
量
は
畑
に
教
え
ら
れ
て
や
る
の
で
、

ヒ
ト
ツ
カ
で
、
ツ
マ
ジ
リ
桶
七
つ
か
八
つ
、
種
は
六
合
く
ら
い
を
目
標
に
し 

た
。
現
在
は
、
も
つ
と
量
を
多
く
ま
く
。
種
を
掘
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
つ 

た
か
ら
で
、
麻
は
ゥ
ル
ヌ
ク
分
で
も
植
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

(

バ
ラ
マ
キ)

ブ
チ
ゴ
ヤ
シ
を
し
た
畑
の
場
合
に
、

こ
う
し
て
ま
く
。
完
熟
堆
肥
を
乾
燥
し
て
、
鍬
で
た
た
い
て
、
さ
ら
に
手
で
も
ん
で
、

こ
ま
か
く
バ
ラ
バ
ラ
に 

し
た
も
の
に
ア
ン
モ
ニ
ア
、

コ
ヌ
カ
、
豆
カ
ス
な
ど
を
入
れ
た
も
の
を
肥
料
と
す
る
。

ま
き
方
は
二
通
リ
に
な
る
。

マ
ネ
で
筋
を
つ
け
、
そ
こ
に
サ
ク
を
き
り
、
堆
肥
を
ま
い
て
か
ら
種
を
ま
い
て
土
を
か
け
る
が
、
鍬
を
ふ
る
うX

う
に
し
て
土
を
か
け
、
土
を
と
つ 

た
と
こ
ろ
が
次
の
サ
ク
に
な
る
。

人
手
の
な
い
時
に
は
、
畑
に
合
わ
せ
て
肥
料
の
量
を
き
め
て
お
き
、
畑
に
オ
ガ
ラ
を
立
て
て
印
と
し
て
範
囲
を
き
め
、

一
面
に
肥
料
を
ま
い
て
お
き 

あ
と
で
サ
ク
を
き
つ
て
種
を
ま
け
ば
よ
い
。
現
在
は
こ
の
方
法
を
と
つ 

て
い
る
。
 

. 

(

サ
ク
巾)

畦
間
は
、
八
寸
な
い
し

I  

尺
ほ
ど
で
、
サ
ク
の
深
さ
は
五
分
く
ら
い
、
土
を
か
け
る
の
は
種
が 

か
く
れ
る
く
ら
い
、
太
陽
が
出
て
か
ら
ま
く
。
土
が 

冷
え
て
い
て
は
ハ
エ
ク
チ
が
悪
い
。
だ

か

ら

「
め
し
前
仕
事
に
い
く
つ
ま
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
の
は
、
仕
事
は
早
く
て
も
実
さ
い
の
ハ
エ
ク
チ
は
よ 

く
な
い
の
で
、

か
な
り
日
が
上
つ
て
か
ら
の
方
が
よ
い
。

(

麻
の
手
入
れ)

種
を
ま
い
て|

週
間
ほ
ど
で
発
芽
す
る
。
三

寸
(

約
九
セ
ン
チ)

く
ら
い
に
な
つ
た
と
き
に
第|

回
の
間
引
き
を
す
る
が
、
抜
き
と
つ
た
も
の
は
サ 

ク
の
間
に
放
つ
て*
•

く
と
チ
ョ
リ
ン
チ
ョ
リ
ン
に
乾
く
の
で
、
そ
の
こ
ろ
に
オ
ザ
ク
を
き
る
。
オ
ザ
ク
ヒ
キ
と
も
い
い
、
種
を
ま
く
時
に
使
つ
た
細
身 

の
鍬
で
サ
ク
の
ま
ん
中
を
ひ
い
て
、
土
を
両
側
に
よ
せ
て
や
る
程
度
の
オ
ザ
ク
を
き
る
。

第
二
回
の
間
弓
き
は
、
五
月
の+

日
が
ら
ま
り
に
季
節
風
で
麻
が
乱
れ
る
の
で
、
倒
れ
た
り
、
折
れ
た
り
し
た
麻
を
中
心
に
間
引
き
を
す
る
。
徒
長 

し

7t
麻
も
間
弓
く
力
、
こ
れ
は
麻
〇
〇
び
ぐ
あ
い
を
そ
ろ
え
て
や
る
仕
事
で
あ
る
。
中
腰
で
仕
事
を
す
る0

で
、
ひ
ざ
を
土0

上
に
つ
い
て
や
る
こ
と 

が
で
き
な
い
。



大
夕
立
が
あ
つ 

た
り
、
あ
ら
し
が
あ
つ
た
り
す
る
と
、
曲
が
つ 

た
り
、
折
れ
た
り
し
た
の
は
ぬ
い
て
、
伏
し
た
だ
け
の
は
釦
こ
し
て
三/

四
本
ま
と 

め
て
し
ば
つ
て
立
て
る
。
昔
は
、

お
こ
し
た
の
を
ア
マ
ナ(

カ
ン
ゾ
ゥ)

で
し
ば
つ
た
。

ア
マ
ナ
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
於
い
て
、
と
か
ず
に
す
む
。
 

遅
霜
で
や
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
早
く
の
び
て
、
ズ
ィ
が
で
き
た
こ
ろ
に
な
つ 

て
霜
に
や
ら
れ
る
と
よ
く
な
い
。

麻
は
、
六
月
こ
ろ
が
も
つ
と
も
よ
く
の
び
る
。

「
竹
の
子
よ
り
麻
の
方
が
よ
く
の
び
る
」
。

「
ハ
ゲ
ン
ハ
ン
タ
ケ
」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
才 

ジ
ャ
ク
に
合
わ
せ
て
み
て
、
半
分
の
高
さ
に
育
つ 

て
い
る
と
今
年
は
よ
い
と
い
う
目
安
に
な
る
。

麻
が
で
き
て
く
る
と
全
体
に
黄
色
み
を
も
ち
、
下
つ
葉
が
黄
ば
ん
で
来
る
。
七
月
禾
こ
ろ
に
な
る
と
、
対
生
で
あ
る
麻
の
葉
が
、
互
生
に
な
つ
て
来 

る
。

「
キ
リ
ハ
が
の
ぼ
つ
た
」
と
い
う
。

こ
う
な
る
と
麻
を
こ
ぐ
時
期
に
な
つ
た
と
み
て
よ
く
、
七
月
禾
の
土
用
ミ
ツ
メ
す
ぎ
ご
ろ
こ
ぐ
時
期
に
な
る
。
 

こ
れ
か
ら
盆
前
に
こ
ぐ
が
、

於
そ
く
な
る
と
カ
ラ
が
こ
わ
く 
(

か
た
く) 

な
つ
て
よ
く
な
い
。

天
気
が
定
ま
つ
た
と
こ
ろ
で
麻
こ
ぎ
に
な
る
。

(

麻
の
種) 

'

麻
を
こ
ぎ
と
る
時
、
麻
畑
の
一
方
に
三
サ
ク
く
ら
い
刈
リ
残
し
て
種
と
り
を
す
る
。
小
さ
い
麻
は
ぬ
き
と
つ
て
、
大
き
く
て
し
つ
か
リ
し
た
の
を
残 

す
わ
け
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
や
が
て
雄
木
が
花
を
つ
け
る
の
で
、
花
が
咲
か
ず
に
実
を
つ
け
る
。
霜
が
降
る
こ
ろ
、
ソ
バ
の
刈
り
取
り
と 

一
緒
に
上
の
方
だ
け
切
つ
て
家
に
持
ち
帰
り
、
ナ
ワ
で
編
ん
で
軒
端
に
つ
る
し
て
乾
燥
す
る
。

半
月
ほ
ど
し
て
乾
燥
し
た
麻
種(

オ
タ
ネ)

は
、
庭
に
む
し
ろ
を
敷
い
た
上
に
ナ
ワ
で
編
ん
だ
ま
ま
の
せ
て
、
ク
ル
リ
棒
で
た
た
い
て
種
を
と
る
。
 

葉
は
よ
く
乾
い
て
い
る
の
で
粉
の
よ
う
に
な
る
の
で
、
唐

箕
(

ト
ゥ
ミ)

で
あ
お 

つ
て
仕
上
げ
を
す
る
。
独
特
の
強
い
に
お
い
が
す
る
が
、

I  
•

二
日 

間
、
む
し
ろ
で
ほ
し
て
か
ら
麻
袋
や
そ
の
他
の
布
袋
に
入
れ
、
穀
び
つ
の
よ
う
な
も
の
に
納
め
て
保
存
す
る
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
密
閉
す
る 

と
生
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
ネ
ズ
ミ
の
害
に
も
注
意
す
る 

わ
け
で
あ
る
。

(

カ
カ
シ)

正
月
の
山
入
り
の
と
き
、

オ
ジ
ャ
ク
と
い
う
の
で
大
名
篠
を
ヒ
ト
ツ
カ
に

I  

本
つ
、
(

畑
に
一
本
つ
ゞ
と
い
う
の
も
あ
る)

の
割
合
で
長
い
の
を
と 

つ
て
来
て
、
小
正
月
の
ア
ー
ボ
ヒ
ー
ボ

と

I  

緒
に
堆
肥
舎
の
と
こ
ろ
に
立
て
て
お
き
、
麻
の
種
ま
き
が
す
む
と
麻
畑
に
持
つ
て
行
つ 

て
立
て
る
。
長
さ



麻
は
連
作
を
し
な
い
。

I  

年
お
き
に
栽
培
す
る
ょ
ぅ
に
な
る
の
で

ほ
ぼ
同
じ
ょ
ぅ
な
サ
ィ
ク
ル
が
あ
る
。
麻
を
つ
く
つ
た
あ
と
に
秋
ソ

バ
を
つ
く
り
、
ソ
バ
の
収
穫
後
、
秋
麦
を
ま
く
。
翌
年
、
麦
を
収
穫
す 

る
と
ア
ワ
、

ヒ

エ(

麦
の
間
に
種
ま
き
を
す
る)

を
つ
く
る
。
こ
う
し 

て
後
、
冬
ゥ
ナ
ィ
を
し
て
翌
春
再
び
麻
を
ま
く
こ
と
に
な
る
。

(

鍬)
麻
畑
で
種
ま
き
に
使
う
鍬
は
、

I

般
の
鍬
よ
り
も
少
し
せ
ま
い
細
身 

の
も
の
を
使
う
。
柄
と
の
角
度
は
腰
の
高
さ
に
合
わ
せ
る
の
が
よ
い
。
 

(

オ
マ
キ
ザ
ク
ラ)

生
原
の
観
音
堂
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
や
根
古
屋
の
鍋
次
郎
さ
ん
宅
、
第 

二
小
の
桜
な
ど
が
オ
マ
キ
ザ
ク
ラ
と
い
わ
れ
た
。
ナ
メ
沢
の
桜
の
咲
き 

出
す
こ
ろ
が
オ
マ
キ
の
シ
ン
と
い
い
、
サ
ク
ラ
の
花
び
ら
を
ま
き
こ
む 

と
い
い
と
も
い
わ
れ
た
。

(

麻
虫j

オ
ム
シ)

麻
の
害
虫
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が®

根
を
食
う
。
収
か
く
に 

影
響
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
切
り
た
お
し
て
み
る
と
、
下
の
方
の
部 

分
に
入
つ
て
い
る
。

こ
れ
を
焼
い
て
食
べ
る
と
、
香
ば
し
く
て
う
ま
い
。
 

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
麻
を
こ
ぐ
と
お
こ
ら
れ
る
〇
で
、
塩
水
を
つ
く
り 

管
で
穴
の
中
に
吹
き
こ
ん
で
と
つ 

た
。

こ
れ
を
焼
い
て
食
う
わ
け
で
ぁ

七•

八
尺
の
も
の
で
、
麻
の
の
び
か
げ
ん
の
目
印
に
な
る
も
の
で
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
、
ケH

カ
キ
棒
も

|  

緒
に
立
て
る
。
ホ
ダ
レ
も
畑
の
入
口
に
立
て
る 

が
、+
六
ホ
ダ
レ
は
、
麻
の
節
が+

六
節
だ
か
ら
と
い
ぅ
の
で+

六
ホ
ダ
レ
と
い
ぅ
の
だ
と
も
い
わ
れ
、
麻
畑
の
中
央
に
立
て
る
。
ま
た
、

「
鳥
の
ロ 

を
ふ
さ
ぐ
」
と
い
っ
て
、
オ

タ

ネ(

麻
種)

を
火
で
い
っ
て
、
紙
に
包
ん
で
オ
ヒ
ネ
リ
に
し
て
、
カ
ユ
カ
キ
棒
の
割
ロ
に
さ
し
て
畑
に
立
て
た
。

(写真1.麻畑につくられたソバ;)

(

麻
畑
の
サ
イ
ク
ル)



る
。
と
ら
な
い
と
ゥ
ジ
が
入
つ
て
い
て
、
麻
の
根
元
が
ふ
く
れ
て
コ
ブ
に
な
る
。

§

鳥)
ヵ
ワ
ラ
ヒ
ワ
が 

I  

番
悪
い
こ
と
を
す
る
。
次
い
で
ス
ズ
メ
で
、
最
近
は
ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア(

ム
ク
ド
リ)

が
ふ
え
た
。
ふ
だ
ん
は
い
る
の
か
い
な
い
の 

か
わ
か
ら
な
い
ヵ
ワ
ラ
ヒ
ワ
が
、
麻
を
ま
く
と
集
ま
つ
て
ぐ
る
。

ヨ
シ
キ
リ
は
、
麻
に
つ
き
も
の
の
鳥
で
、
麻
の
た
け
が
の
び
て
釆
る
と
何
本
か
を
ょ 

せ
て
巣
を
つ
く
つ
た
リ
し
た
。
直
接
の
害
は
な
い
鳥
で
あ
る
。

ニ
ヽ
麻
こ
ぎ
、

湯
か
け

(

麻
こ
ぎ
の
時
期)

麻
の
葉
は
対
生
だ
が
生
長
し
て
熟
す
頃
に
な
る
と
葉
が
た
が
い
ち
が
い
に
な
つ
て
く
る
。

こ
れ
を
キ
リ
ハ(

互
生)

と
い
い
、

こ
う
に
な
る
と
こ
い 

で
も
ょ
い
時
期
に
な
つ
た
と
い
う
。

(

三
十
日
オ
ヤ)

麻
こ
ぎ
作
菜
が
始
ま
る
と
き
に
は
、
畑
が
遠
い
人
は
、

「
三
十
日
オ
ヤ
」
と
い
う
堀
立
小
屋
を
つ
く
つ
て
作
業
す
る
。
ジ
フ
ク
を
つ
け
た
本
格
的
な 

オ

ヤ(

小
屋)

を
つ
く
る
家
も
あ
る
が
、
多
く
は
堀
立
て
柱
を
立
て
て
、
オ
ガ
ラ
で
屋
根
を
ふ
い
た
程
度
の
も
の
で
、
ゆ
で
た
麻
を
ほ
し
た
り
、
し
ま 

つ
た
リ
の
作
菜
が
す
む
ま
で
利
用
す
る
。

最
近
は
ト
タ
ン
ナ
マ
コ
で
屋
根
を
ふ
い 

た
り
し
て
い
た
。

(

麻
こ
ぎ)

麻
こ
ぎ
は
、
全
部
を

I  

度
に
こ
ぐ
の
で
は
な
く
、
な
れ
た
者
が
ク
ズ
モ
ノ
を
先
に
と
つ
て
、
あ
と
か
ら
ホ
ン
ソ
を
こ
ぐ
。
麻
は
四
段
階
く
ら
い
に
分 

け
る
。

(

コ
キ
ソ)

長
さ
は
三•

四

尺(

約
九
〇
セ
ン
チ/

ー
ニ
〇
セ
ン
チ)

目
か
ら
下
く
ら
い
の
細
く
て
小
さ
い
麻
。
ぬ
き
と
り
な
が
ら
葉
を
こ
い
て
し
ま
う
の
で
コ



キ
ソ
と
い
ぅ
。
こ
れ
は
折
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
麻
を
し
ば
る
の
に
使
ぅ
。

(

写
真
2.
屋
根
裏
に
あ
る
コ
キ
ソ)

葉
ま
で
は
六
尺
ほ
ど
の
長
さ
が
あ
る
も
の
だ
が
、
細
く
て
、
や 

わ
ら
か
な
も
〇
を
シ
タ
ソ
と
し
て
別
に
こ
ぎ
と̂

。

見
分
け
た
り
、
折
れ
な
い
ょ
ぅ
に
こ
ぎ
と
る
の
で
慣
れ
て
い
る

人
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1

ー
カ
イ
ソ)

ホ
ン
ソ
と
長
さ
は
同
じ
で
も
、
ホ
ン
ソ
よ
り
も
シ
タ
ツ
木
で
、
ミ
イ 

リ
の
悪
い
も
の
は
ニ
カ
イ
ソ
と
し
て
別
に
す
る
。

ボ
ゥ
タ)

特
別
に
太
い
も
の
は
ボ
ゥ
タ
と
い
い
、
皮
が
厚
く
て
、
ネ
ド
に
入
れ 

て
も
同
じ
に
は
ネ
ず
、
麻
挽
き
を
す
る
に
も
困
る
の
で
選
び
出
し
て
ま 

と
め
る
。
ま
わ
リ
に
な
か
つ
た
リ
、
畑
の
キ
ワ(

緑
に
近
い
と
こ
ろ) 

で
育
つ
た
も
の
の
中
に
は
、

つ
え
に
使
え
る
よ
う
な
太
い
も
の
が
で
き 

る
〇

ホ
ン
ソ)

中
心
に
な
る
麻
で
、
長
さ
は
麻
尺
に
合
わ
せ
て
切
つ
て
そ
ろ
え
る
。
 

一
麻
切
り
鎌)

両
刃
で
、
柄
が
短
く
、
相
当
に
重
い
特
製
の
も
の
を
使
う
。
刃
が
反 

つ
て
い
る
の
で
、
麻
へ
の
ぁ
た
リ
が
よ
く
、
切
リ
易
く
つ
く
ら
れ
て
い 

る
。
麻
を
に•
ぎ
リ
、
先
ず
根
を
切
つ
て
か
ら
、
麻
を
ま
わ
し
て
冋
き
を 

変
え
、
葉
を
払
う
よ
う
に
切
る
。

ホ
ン
ソ
の
長
い
の
は
切
る
が
、
短
い
の
は
葉
を
お
と
し
て
か
ら
長
さ 

を
は
か 

つ
て
切
る
。
そ
の
と
き
、
刃
が
急
に
な
つ
て
い
れ
ば
麻
ガ
ラ
に

(

シ
タ
ソ)



傷
を
つ
け
る
の
で
反
ら
せ
る
。
ま
た
、
麻
の
間
に
あ
る
葉
も
落
と
す
の
で
、
両
刃
に
つ
く
つ
て
あ
れ
ば
麻
を
傷
つ
け
ず
に
葉
も
落
せ
る
。
麻
が
折
れ
て 

し
ま
う
と
そ
れ 

か
ら
先
の
仕
事
に
ぐ
あ
い 

が
悪
い 

の
で
、
こ
ぎ
な
が
ら
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

(

尺

棒
)

畑
用
の
尺
棒
は
、
竹
ま
た
は
篠
竹
を
使S

、

元
を
尖
ら
せ
、
下
の
方
に
穴
を
あ
け
て
棒
を
さ
し
て
つ
く
り
、

こ
れ
に
長
さ
の
印
を
つ
け
て
、
麻
の
根 

元
の
方
に
ひ
つ
か
け
るX

う
に
し
て
尺
を
み
て(

長
さ
を
は
か
つ
て)

切
る
。

二

階
用(

屋
内
作
業
用)

の
尺
棒
は
、
畑
に
立
て
る
こ
と
も
な
い 

の
で
元
を
尖
ら
せ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
分
だ
け
短
い
。

(

生

麻
)

押
し
切
り
で
憂
さ
を
そ
ろ
え
尤
と
こ
ろ
で
切
つ
た
生
麻
は
、
立
て
て
お
き
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ひ
つ
つ
い
て
は(

ふ
か
す
前
に
乾
い
て 

は)

困
る
。

コ
キ
ソ
で
束
ね
た
の
が 

た
ま
る
と
、
木
の
下
や
ネ
ド
の
中
に
入
れ
、

ム
シ
ロ
を
か
け
た
り
し
て
陽
が
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
陽
が
当 

る
と
、
半
日
も
し
な
い
う
ち
に
赤
く
な
つ
て
し
ま
う
。

こ
う
な
る
と
オ
ボ
ッ
ク
ソ
が
麻
に
く
つ
つ
い
て
し
ま
う
。

(

麻
の
根
、
葉)

根
は
生
で
も
ど
ん
ど
ん
燃
え
る
。
麻
に
は
油
分
が
強
い
の
で
手
が
ま
つ
く
ろ
に
な
つ
た
り
す
る
が
、
畑
に
積
ん
で
知
い
て
燃
し
て
し
ま
う
。
葉
は
大 

麻
タ
バ
コ
に
利
用
さ
れ
る
心
配
が
あ
る
た
め
、
燃
し
て
し
ま
え
と
指
導
さ
れ
て
い
る
が
、
畑
の
隅
に
積
ん
で
知
け
ば
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
く
さ
つ
て
し 

ま
う
〇

(

湯
か
け)

昔
、
麻
煮
釜
の
で
き
る
前
は
、
湯S

け
を
し
た
。
大
釜
を
据
え
つ
け
て
湯
を
わ
か
し
、
大
き
な
木
の
ト
ョ
を
か
け
て
、
そ
の
上
に
麻
を
の
せ
、
煮
え 

湯
を
柄
杓
で
く
ん
で
は
麻
に
か
け
た
。
湯
は
ト
ョ
を
伝
わ
つ
て
大
釜
の
中
へ
返
つ
て
来
る
よ
う
に
し
た
。

(

ふ
か
し)

明
治
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
四
角
の
ド
ゥ(

フ
カ
シ
ド
ゥ)

を
大
釜
の
上
に
の
せ
、
生
麻
をI

度
に
八
束
く
ら
い
入
れ
て
ふ
か
し
た
。
生
産
量
が
多
く 

な
つ
て
か
ら
の
こ
と
と
い
い
、
ふ
か
し
の
す
き
間
か
ら
湯
気
が
パ
ッ
パ
ッ
と
出
る
よ
う
に
な
れ
ば
麻
が
ふ
け
た
こ
と
に
な
つ
た
。



(

麻
煮
釜)

野

洲
(

現
•

栃
木
県)

あ
た
り
か
ら
仕
入
れ
て
来
た
と
い
う
。

麻
煮
釜
は
、
昔
は
鉄
砲
釜
丨
下
に
金
の
網
が
あ
り
、
下
に
は
水
が
た
め
て
あ
つ
た
の
で
、
灰
は
下
へ
落
ち
て
消
え
た
。

そ
の
後
、
横
ロ
の
釜
に
な
つ
た
。
湯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
煮
え
た
中
へ
麻
束
を
入
れ
て
て
い
ね
い
に
ゆ
で
て
や
る
。
時
間
に
し
て
二
分
く
ら
い
の
短
い
間
の 

作
業
が
続
け
ら
れ
る
。

(

麻

煮
)

麻
煮
は
、
丸
く
し
ば
つ
た
麻
の
束
を
、
ぐ
ら
ぐ
ら
煮
え
た
湯
の
中
に
入
れ
て
、
て
い
ね
い
に
ゆ
で
る
。

二
分
く
ら
い
で
逆
さ
に
し
て
ゥ
ラ
の
方
も
煮 

る
。
う
で
な
が
ら
水
の
加
減
を
み
て
操
作
す
る
。
ま
た
、
手
に
は
ワ
ラ
ゾ
ゥ
リ
を
は
め
て
や
る
の
が
よ
い
。

さ
も
な
い
と
熱
い
湯
の
中
に
入
れ
ら
れ
た 

麻
の
熱
で
手
が
や
け
ど
し
て
し
ま
う
。

火
を
燃
し
た
り/ 

水
を
た
し
た
リ
麻
を
ゆ
で
た
り
、

い
そ
が
し
い
作
業
で
あ
る
。

(

乾

燥
)

ゆ
で
た
麻
は
、

お
か
み
さ
ん
が
運
ん
で
す
ぐ
に
ほ
す
。

い
い
天
気
が
続
い
て
い
れ
ばI

週
間
ほ
ど
、
上
等
の
麻
に
は+

二
日
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が 

乾
燥
し
き
る
こ
ろ
に
は
、
麻
の
胴
が
ッ
ル
ッ
ル
に
な
る
。
雨
に
あ
て
て
は
だ
め
、
夜
露
、
朝
露
に
あ
て
て
も
い
け
な
い
。

乾
燥
し
き
れ
な
い
う
ち
に
長
雨
な
ど
で
天
気
が
悪
い
と
三
日
目
ご
ろ
に
は
、
く
さ
り
が
入
つ
て
ね
ば
つ 

た
り
、
カ
ビ
が
出
た
リ
す
る
の
で
、
す
ぐ
に 

湯
に
入
れ
る
。
天
気
が
回
復
し
な
け
れ
ば
毎
日
の
よ
う
に
湯
に
入
れ
る
が
、
何
度
も
入
れ
る
と
黄
色
み
が
な
く
な
リ
白
つ
ぽ
く
な
つ
て
艶
が
な
く
な
リ 

そ
の
年
の
麻
の
仕
上
が
り
は
悪
い
。
ま
た
、
麻
が
黒
く
な
つ
た
の
は
最
低
で
仕
上
が
り
が
よ
く
な
い
ば
か
リ
で
な
く
、
糸
に
ヒ
キ
が
な
く
、
ブ
ス
ン
ブ 

ス
ン
切
れ̂

よ
う
に
な̂

。

麻
を
ほ
す
と
き
は
、
最
初
は:
タ
カ
ボ
シ
で
、
乾
燥
し
て
く
る
に
つ
れ
て
し
ば
つ
た
と
こ
ろ
を
下
の
方
に
下
げ
る
よ
う
に
し
て
ほ
す
。

(

ア
ゲ
湯)

二
番
湯
と
も
い
い
、
最
初
の
よ
う
な
煮
る
の
と
ち
が
つ
て
「
カ
ビ
止
メ
」
に
短
時
間
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
熱
湯
の
中
に
入
れ
、
ボ
ク
ボ
ク
と
い
う 

と
こ
ろ
で
上
げ
る
。



こ
れ
は 

一
日
で
ほ
し
上
げ
る
の
で
、
天
気
の
い
い
日
に
は
夕
方
は
早
く
上
げ
て(

西
の
方
に
陽
が
ま
わ
つ
た
ら
す
ぐ
上
げ
る)

し
ま
う
。

こ
う
す
れ 

ば
カ
ビ
が
出
る
こ
と
は
な
い
。
雨
に
あ
た
る
と
も
う

I  

度
湯
に
入
れ
な
お
す
。

三
、

ネ
ド
入
れ

(

仕
事
の
分
担)

ネ
ド
番
と
麻 

ハ
ギ
は
女
の
仕
事
で
、
麻
挽
き
と
荷
づ
く
り
は
男
の
仕
事
に
な
つ
て
い
る
。
ネ
ド
番
と
挽
き
手
は
仲
が
悪
い
。
ネ
ド
で
ネ
ス
ギ
ル
と
ズ 

ク
のX

う
に
な
り
、
麻
が
ヘ
チ
マ
のX

う
な
ぐ
あ
い
に
く
つ
つ
い
て
し
ま
う
の
で
、

こ
ま
か
く
さ
け
な
い
。
ま
た
ネ
ド
の
や
り
直
し
は
麻
の
質
が
落
ち 

る
〇

(

準

備
)

夏
の
日
、
湯
か
け
を
し
て
天
日
乾
燥
し
た
麻
は
二
階
に
上
げ
て
保
存
し
て
お
く
の
で
、
九
月
に
な
る
と
、
ネ
ド
入
れ
の
準
備
が
始
ま
る
。

保
存
し
て
い
る
麻
は
、
切
り
口
が
黒
く
な
つ
て
い
る
の
で
品
が
悪
く
な
る
の
で
、
ゥ

ラ(

先
端)

の
方
を
切
つ
て
仕
上
が
り
をX

く
す
る
わ
け
だ
が 

元
の
方
は
麻
挽
き
の
時
に
ヒ
ゲ
に
な
り
、
切
ら
ず
に
す
む
の
で
切
ら
な
い
。
作
菜
は
押
切
り
で
や
る
。

こ
の
時
、
六
把
一
束
で
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
 

こ
れ
を
四
束
に
し
ば
り
直
し
を
す
る
。
上
下
を
し
ば
つ
て
つ
く
り
直
し
を
す
る
と
き
に
は
、
色
の
赤
い
の
や
、
キ
ズ 

の
あ
る
の
は
選
別
を
し
て
品
質
が 

そ
ろ
うX

う
に
す
る
。

(

ネ
ド
入
れ)

麻
を
オ
ブ
ネ
の
水
の
中
に
ザ
ッ
と
入
れ
、
そ
れ
を
上
げ
て
オ
ブ
ネ
に
立
て
て
水
を
き
り
、
更
に
竹
竿
に
立
て 

か
け
て
お
き
、

こ
の
間
に
前
に
上
げ
た 

も
の
を
ネ
ド
の
中
に
持
つ
て
行
つ
て
入
れ
て
来
て
、
次
の
も
の
を
浸
し
て
い
る
う
ち
に
立
て
て
於
い
た
も
の
が
ちX

う
ど
よ
く
な
る
。

竹
竿
は
マ
ク
ラ
と
い
い
、
杭
を
打
つ
て
そ
れ
に
か
け
、
水
が
元
の
方
に
流
れ
て
行
く
よ
う
に
し
て
、
ゥ
ラ
の
方
が
早
く
ネ
テ
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す 

る
〇ネ

ド
の
下
に
は
大
麦
わ
ら
を
敷
く
、
小
麦
わ
ら
で
は
熱
が
出
な
い
。
大
麦
わ
ら
で
は
水
も
こ
け
る
。
こ
の
上
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
ネ
セ
ル
が
、
大
麦 

わ
ら
の
上
に
直
接
の
せ
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
す
る
と
麦
わ
ら
が
く
つ
つ
い
て
し
ま
つ
た
り
、
青
い
麦
わ
ら
な
ど
を
使
う
と
麦
の
色
が
麻
に
染



ま
つ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
は
敷
く
方
がX

い
。

麻
が
ネ
ス
ギ
そ
う
な
時
は
、
ネ
ド
の
中
に
立
て
て
お
く
と
ょ
い
、
外
に
出
し
て
お
く
こ
と
も
あ
る
。

ネ
ド
に
入
れ
て
お
い
て
デ
キ
ゴ
ト
が
あ
る
と
困
る
。
不
幸
な
ど
で
手
伝
い
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
な
ど
は
、
ネ
ド
に
入
れ
てA

い
た
も
の
を
二
階
に 

上
げ
て
ひ
ろ
げ
て
ほ
し
て
お
い
た
り
す
る
。
そ
う
し
て
お
け
ば
、
水
に
も
ど
す
と
皮
を
む
い
て
挽
く
こ
と
が
で
き
る
が
、

す
ん
な
り
と
は
い
か
ず
、
麻 

の
せ
ん
い
を
く
さ
ら
せ
な
い
こ
と
だ
け
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
格
落
ち
に
な
る
の
は
し
か
た
が
な
い
。

(

写
真
〜
麻
を
入
れ
か
え
る)

(

ア
ラ
ネ
ド)

そ
の
年
、
最
初
に
ネ
セ
ル
も
の
を
ア
ラ
ネ
ド
と
い
ぅ
。
ア
ラ
ネ 

ド
は
、
細
菌
の
関
係
ら
し
い
が
、
ど
ぅ
し
て
も
ネ
ド
ガ
タ
と
よ
は

れ
る
蛇
の
ゥ
ロ
コ
の
ょ
う
な
黒
い
斑
点
や
赤
い
斑
点
が
入
つ
て
、

ヤ
マ
カ 

ガ
シ
の
ょ
う
に
な
つ 

て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
最
初
の
と
き
だ
け
で 

二
回
目
か
ら
は
出
な
い
。
そ
こ
で
他
家
で
や
つ
て
い
る
時
は
、
オ
ボ
ク
ソ 

を
も
ら
つ
て
来
て
麻
舟
の
中
の
水
に
と
い
て
や
つ 

た
り
、

コ
キ
ソ
を
や
つ 

た
り
し
て
か
ら
は
じ
め
た
。
 

. 

(

時

期
)

ネ
ド
の
好
期
は
、
秋
の
彼
岸
前
、
九
月
中
旬
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
ろ
な
ら 

ば
二
晚
で
ネ
ル
の
で
も
つ
と
も
ょ
い
。
そ
れ
ょ
リ
前
だ
と
気
温
が
高
す
ぎ 

て
ひ
と
晩
で
ネ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
皮
を
は
い
で
麻
を
挽 

き
な
が
ら
も
ネ
て
し
ま
う
の
で
よ
く
な
い
。

ネ
ド
は
、
陽
気
に
ょ
つ
て
ち
が
う©

で
、
九
月
中
旬
か
ら
下
旬
こ
ろ 

は I

日
二
回
、+

月
末
か
ら+

 

一

月
ま
で
や
る
と
き
に
は
一
日
一
回
だ
け 

に
な
る
。
寒
く
な 

つ
て
ょ
く
ネ
な
く
な
る
と
、
む
し
ろ
を
余
分
に
か
け
て 

や
つ
允
り
、
本
当K
W

い
と
き
に
は
火
鉢
や
ス
ト
ー
ブ
を
入
れ
る
こ
と
も 

ぁ
る
。
ふ
つ
う
に
や
つ
て
い
て
秋
の*

祭
リ
時
分
ま
で
だ
が
、
仕
事
が
多



く
て
い
そ
が
し
い
こ
ろ
は
、

エ
ビ
ス
講
の
時
ま
で
や
、
て
い
て
、+

二
月
近
く
な
つ
て
コ
ン
ロ
を
入
れ
た
こ
と
も
何
回
か
あ
る
。

ネ
ド
の
温
度
は
何
度
と
い
うX

り
も
女
衆
の
仕
事
の
カ
ン
が
大
切
で
、
カ
ン
の
良
否
が
麻
の
仕
上
が
り
に
ひ
び
い
て
く
る
。

(

麻
舟
の
水)

ネ
ド
入
れ
に
使
う
麻
舟
の
水
は
、I

日
お
き
く
ら
い
に
と
り
か
え
る
が
、
水
の
に
ご
り
を
と
る
わ
け
で 

I

度̂

全
部
と
り
か
え
て
は
い
け
な
い
。
麻 

の
ネ
ぐ
あ
い
を
み
な
が
ら
と
リ
か
え
た
り
、
加
え
た
り
し
て
加
減
す
る
。

こ
れ
も
陽
気
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(

麻
の
ネ
ド
番)

麻
を
干
し
上
げ
て
ネ
ド
へ
ね
か
せ
る
の
は
女
衆
の
仕
事
、
麻
を
な
ら
べ
て
、
麦
わ
ら
を
ち
ら
し
て
、
水
を
か
け
る
。
風
の
入
ら
な
い
ょ
う
に
す
る
。
 

ネ
ド
番
の
仕
事
は
女
衆
の
仕
事
で
、
こ
れ
が
上
手
に
で
き
な
い
と
い
い
麻
が
で
き
な
い
。
麻
を
ね
せ
す
ぎ
る
と
ハ
ッ
コ
ゥ
が
多
く
な
つ
て
麻
が
う
ま 

く
は
げ
な
い
。
ね
せ
る
温
度
は
勘
に
た
ょ
る
。
手
加
減
に
ょ
る
。
水
を
か
け
る
の
は
一
日
に
何
回
か
、
水
加
減
を
す
る
。

嫁
を
も
ら
う
と
き
、
あ
す
こ
ん
ち
は
い
い
麻
が
で
き
る
と
い 

い

「
あ
す
こ
ん
ち
の
娘
な
ら
い 

い
だ
ろ
う
」
と
い
ね•

れ
る
。

組
内
に
出
来
ご
と
が
あ
れ
ば
、
麻
の
ネ
ド
番
も
、

つ
き
あ
い
も
、
両
方
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
大
変
だ
つ
た
。
そ
ん
な
と
き
は
、
麻
を
ネ 

ド
か
ら
出
し
て
水
を
か
け
て
お
い
た
。

ネ
ド
番
は
、
八
月
末
か
ら+

 

1  

月
な
か
ば
こ
ろ
ま
で
の
仕
事
、
ふ
つ
う
は+

月

I  

杯
で
終
え
て
、
そ
の
あ
と
は
麦
ま
き
の
仕
事
に
か
か
る
。

(

富
沢
瀬
市•

談)

(

麻
ハ
ギ)

ネ
ド
の
す
ん
だ
も
の
は
、
庭
先
や
納
屋
の
中
で
麻
ハ
ギ
を
す
る
。
麻
の
太
さ
にX

つ
て
本
数
が
ち
が
う
が
太
い
の
で
三
本
、
細
い
の
は
五
本
く
ら
い 

を
そ
ろ
え
、
根
元
の
方
を
持
つ
て
下
に
向
け
て
折
る
と
上
の
方
の
皮
が
、
上
队
向
け
て
折
る
と
上•
の
皮
が
む
け
る
ょ
う
に
な
る
の
で
、
そ
ろ
え
て
は
い 

で
、
麻
の
表
と
裏
が
ょ
じ
れ
な
いX

う
に
注
意
し
て
は
ぐ
。
長
い
の
で
の
ば
し
て
お
け
な
い
の
で
、
ク
ソ
ッ
カ
ワ(

表
皮)

が
下
に
な
るX

う
に
し
て 

丸
く
輪
に
な
るX

う
に
し
て
重
ね
て
ゆ
く
。

I

日
に
六
把
く
ら
い
が
仕
事
量
に
な
る
。

こ
れ
は
ネ
ド
に
入
れ
る
前
にI

束
を
四
把
に
つ
く
リ
か
え
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
乾
燥
し
た
と
き
の 

I  

束
半
の
量
で
あ
る
。



は
ぐ
と
き
に
、
温
度
の
高
い
所
に
お
い
て
む
い
て
も
麻
が
ネ
セ
ス
ギ
ル
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
が
、
こ
わ
い(

ネ
セ
タ
リ
ナ
ィ)

時
に
は 

日
向
に
お
い
て
ビ
ニ
ー
ル
で
も
か
け
て
知
け
ば
や 

わ
ら
か
に
な
る
。

ネ
ド
に
入
れ
る
量
は
、
麻
ハ
ギ
と
、
麻
挽
き
の
で
き
る
量
を
み
て
每
日
き
ま
つ 

た
分
量
づ\

や
る
よ
う
に
す
る
。

麻
ハ
ギ
を
し
た
麻
は
、

す
ぐ
に
麻
挽
き
を
し
て
も
よ
い
が
、
作
業
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
竹
竿
に
か
け
て
お
く
こ
と
も
あ
る
。
長
く
お
く
と
水
が
切 

れ
て
乾
い
て
く
る
の
で
、
そ
ん
な
と
き
は
麻
挽
き
を
す
る
前
に
少
し
水
を
か
け
て 

か
ら
や
る
必
要
が
あ
る
。

(

麻
ハ
ギ
の
話) 

•

麻
つ
く
り
を
さ
か
ん
に
や
つ
て
い
る
こ
ろ
の
こ
と
、
あ
る
と
こ
ろ
に
旅
人
が
来
て
一
夜
の
宿
を
と
つ
た
。
夜
中
に
目
を
さ
ま
す
と
、
老
夫
婦
の
小
声 

で
話
す
こ
と
ば
が
聞
こ
え
て
来
た
。
耳
を
す
ま
す
と
「
今
晩
は
よ
く
寝
た
か
ら
、
寝
た
ら
ハ
グ
ベ
エ
ヤ
」

と
い
う
話
だ
つ
た
。
旅
人
は
お
ど
ろ
い
て
「 

寝
こ
ん
で
し
ま
つ
た
ら
ハ
ガ
レ
ル
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
「
こ
れ
は
困
つ
た
、
明
日
ま
で
い
7t
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
、
夜
中
に 

荷
物
を
ま
と
め
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
つ
た
。
朝̂

な
つ
て
も
起
き
て
来
な
い
の
で
不
思
議
に
思
つ
た
宿
の
人
が
行
つ
て
見
た
ら
、
旅
人
の
姿
は
も
う
な 

か
つ
た
、
と
い
う
話
が
あ
る
。

麻
ひ
き
が
始
ま
り
ネ
ド
入
れ
を
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
麻
ハ
ギ
、
麻
ひ
き
を
す
る
こ
ろ
の
会
話
が
ひ
き*

こ
し
た
笑
話
で
あ
る
。

四
、
麻

挽

き

(

麻
ヒ
キ)

皮
を
は
い
だ
麻
は
、

す
ぐ
艮
挽
く
方
が
よ
い
。
ひ
と
晩*

い
てA

 
く
と
色
が
お
ち
る
。
皮
の
色
が
麻
の
せ
ん
い
に
染
み
こ
ん
で
、
く
も
つ
た
色
に
な 

る
。

す
ぐ
に
ひ
く
と
光
沢
が
よ
く
、
仕
上
り
が
よ
い
。

昼
間
の
明
る
い
と
こ
ろ
で
麻
挽
き
作
業
を
す
る
と
キ
ズ
も
わ
か
る
が
、
夜
や
る
と
き
は
、
ど
れ
も
よ
く
見
え
て(

ラ
ン
プ
の
下
で
や
つ
た
こ
と
も
あ 

る
が)

翌
朝
に
な
る
と
が
つ
か
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
た
。
戦
争
中
は
空
襲
警
報
が
鳴
る
と
電
気
を
消
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
作
業
がA

 
く
れ
た
。
 

精
麻
は
、
ヵ
ヮ
ッ
オ(

皮
麻)

の
半
分
の
目
方
に
な
る
。
唐
堀
の
麻
は
歩
ど
ま
リ
が
よ
か
つ
た
。
矢
倉
の
麻
は
減
リ
が
よ
く
、
し
た
が
つ
て
皮
麻
で 

出
荷
す
る
の
が
よ
け
い
に
多
か
つ
た
。



(

麻
カ
キ)

麻
を
も
つ
て
き
て
、
麻
ひ
き
台
の
上
に
の
せ
る
が
、
そ
の
と
き
に
麻
が
重
な
り
あ
つ
た
ま
ま
で
始
め
る
と
、
最
後
ま
で
重
な
つ
て
し
ま
う
の
で
、
そ 

の
時
が
か
ん
じ
ん
で
、
次̂

は

「
ニ
ノ
手
」

と
い
つ
て
、
折
り
返
し
て
挽
く
と
き
に
も
重
な
り
た
が
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
も+

分
注
意
す
る
こ
と
が 

必
要
と
さ
れ
る
。

・

挽
き
始
め

は
い
だ
麻
を
挽
き
始
め
る
時
に
は
、
全
体
に
水
を
浸
し
、
元
の
方
は
力s

つ
ば
い
し
ぼ
つ
て
、
あ
と
は
水
を
こ
い
て
た
ら
す
く
ら
い
に
し
ぼ
る
。
 

つ
る
し
て
お
け
ば§

然
に
水
が
た
れ
る
〇

挽
く
時
に
は
、
束
は
裏
返
し
に
な
る
。

•  

カ
ツ
タ
テ

一
番
初
の
ひ
と
か
き
を
カ
ッ
タ
テ
と
い
い
、
注
意
ぶ
か
く
挽
く
。

。
 

オ
オ
ブ
シ

L  

挽
い
て
い
つ
て
ス
ネ
が
か
か
る
と
こ
ろ
の
こ
と
。
 

t

• 

シ 

リ

麻
の
ゥ
ラ
の
方
の
こ
と

•  

フ
リ
ダ
シ

挽
い
て
行
つ
て
ゥ
ラ
の
方
ま
で
や
つ
て 

か
ら
手
元
の
方̂

残
る
麻
の
元
の
方
を
す
る
た
め
に
返
す
こ
と
を
フ
リ
ダ
シ
と
い
う
。
ち
よ
う
ど
カ
ッ
タ 

テ
の
と
こ
ろ
が
二
度
目
の
挽
き
始
め
に
な
る
の
で
ニ
ノ
テ
に
な
る
。
ま
た
、
ふ
り
出
し
て
持
ち
か
え
る
の
で
ニ
ノ
テ
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

•

ヒ 

ゲ

ニ
ノ
テ
で
挽
く
元
の
方
は
ヒ
ゲ
と
よ
び
、

こ
れ
は
通
称
オ
ガ
シ
ラ(

麻
頭)

と
よ
ん
で
い
る
カ
ア
ソ
が
と
れ
る
〇
げ
た
の
鼻
緒
く
ら
い
に
な
る
も 

の
で
、

こ
れ
専
門
の
仲
買
人
が
い
た
り
し
て
買
い̂

釆
る
人
が
い
た
。

。
 

能

率

I

日
挽
い
て
二
束
とS

う
の
が
平
均X

り
も
腕
が
よ
い
。
麻
束
四
把
でI

束
だ
か
ら
、
二
束
八
把
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
最
高
に
近
い
〇
現
在 

はI

束
半
く
ら
い
で
あ
る
。



(

麻
ホ
シ)

麻
挽
き
を
し
た
麻
は
、
四
枚
と
四
枚
の
八
枚
で
竿
に
か
け
下
の
方
に
な
つ
た
四
枚
をX

じ
つ
て
裏
返
し
に
し
て
か
ら
元
の
方
で
結
び
、
結
び
目
を
下 

に
し
て
返
す
と
、
ちX

う
ど
ど
ち
ら
も
表
が
出
るX

う
に
な
り
、

か
け
る
と
き
に
も
ぐ
あ
い
がM

い
。

こ
れ
が
ヒ
ト
カ
ケ
で
あ
る
。

(

乾

燥
)

挽
い
た
精
麻
は
、

二
階
に
つ
る
し
た
竹
竿
に
か
け
、
適
当
な
量
で
ま
と
め
て
並
べ
て
乾
燥
し
た
。
天
気
の
よ
い
と
き
は|

昼
夜
く
ら
い
つ
る
し
て
お 

け
ば
よ
く
乾
い
た
と
い
う
。

(

結

束
)

特
に
数
は
き
ま
つ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
の
例
で
は
、
七
カ
ケ
ず
つ
で
ひ
と
つ
に
し
ば
り
、

こ
れ
を
五
つ
ま
と
め
て
ヒ
ト
シ
バ
リ
に
し
た
。

こ
う 

し
た
も
の
を
ま
と
め
て
三
貫
五
〇
〇
匁(

約|

三
キ
ロ) 

で|

俵
と
し
た
。
 

|  A
 

(

品

質
)

長
い
の
は
、
ホ
ン
ソ
ま
た
は
ナ
ガ
ソ
、
短
い
の
は
シ
タ
ソ
、
タ
ン
ジ
ャ
ク
モ
ン
とs

う
〇

精
麻
に
し
て
三
尺
の
も
の
を
受
け
付
け
る
。
そ
れ
よ
り
短
い
も
の
は
、
ど
ん
な
に
よ
く
て
も
シ
タ
ソ
で
あ
る
。
シ
タ
ソ
な
ど
に
な
る
の
は
シ
タ
ッ
木 

で
、
上
の
方
に
の
び
た
木
に
じ
や
ま
さ
れ
て
伸
び
ら
れ
ず
、
力
が
な
く
、
色
も
悪
い
も
の
で
あ
る
。

(

挽
い
た
麻)

挽
い
た
麻
は
、

フ
タ
ッ
分
く
ら
い
で
元
の
方
を
結
ん
だ
リ
し
た
が
、

こ
う
す
る
と
気
分
転
換
に
な
り
後
の
仕
事
も
楽
に
な
る
。
ま
と
め
る
に
も
楽
だ 

が
、
竿
に
か
け
て
か
ら
結
ぶ
の
に
時
間
が
か
か
ら
な
い
。

I

日
中
挽
い
た
も
の
を
重
ね
て
ゆ
き
、
結
ば
ず
に
か
わ
か
し
て
出
荷
し
た
人
も
い
た
が
、

こ
の
人
の
麻
は
始
末
に
困
つ
た
。

(

精
麻
の
乾
燥)

挽
い
た
麻
は
、

二
階
に
つ
る
し
た
竹
竿
に
か
け
て
ほ
す
が
、
二
日
も
す
れ
ば
き
れ
い
に
乾
く
。
雨
が
降
れ
ば
外
せ
な
い
が
、
外
へ
出
し
て
乾
燥
す
る 

こ
と
は
長
い
も
の
で
取
扱
い
が
か
ん
た
ん
で
な
く
、

ぬ
れ
て
い
る
の
を
た
た
む
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
二
階
で
乾
燥
さ
せ
る
。



ヒ
ト
カ
ケ
四
枚
ず'
〇
で
八
枚
を
合
せ
て
結
び(

そ
そ
う
な
人
は
五
枚
ず
つ
、
三
枚
ず
つ
の
人
も
い
た)

乾
く
と
、
七
カ
ケ
で|

把
と
し
、
ひ
じ
ま
で 

の
長
さ
で
し
ば
つ
て
外
す
。

(

俵
つ
く
り)

束
に
し
た
麻
を
全
体
で
二
貫
匁(

約
七
、
五
キ
ロ) 

に
な
る
よ
う
に
し
て
、

こ
れ
を
五
つ
に
分
け
て
大
き
な
束
に
す
る
。
し
ば
る
に
も
、
そ
の
中
か 

ら
出
し
て
同
じ
麻
で
し
ば
る
と
等
級̂

も
よ
い
。
別
の
悪
い
麻
で
し
ば
る
と
そ
の
等
級
に
な
つ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
中
に
は
ア
ン
コ
を
入
れ
る
と 

い
つ
て
悪
い
の
を
中
に
入
れ
た
者
も
い
た
が
、
商
人
の
方
が
知
つ
て
い
て
、

か
え
つ
て
損
を
し
た
。

昔
は
、
三
貫
五
百
匁
で
一
連
と
い
う
。

一
俵
は+

四

貫
(

四
連)

で
ま
と
め
た
。

ホ
ン
レ
ン
ニ
オ
ル
と
い
つ
て
、
て
い
ね
い
に
麻
を
折
つ
て
ま
と
め 

て
レ
ン(

連)

に
し
た
。

こ
れ
を
蚕
座
紙
で
卷
い
て
、
む
し
ろ
で
俵
装
を
す
る
が
、
俵
つ
く
り
は
、
カ
ケ
ヤ
で
た
た
い
て
シ
ャ
チ
で
し
め
て
や
り
、
サ 

ン
ダ
ワ
ラ
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
針
で
ぬ
つ
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

レ
ン
は
一
束
二
貫
匁
の
方
が
買
う
に
もX

く
、
何
束
かX

せ
て
集
め
るX

リ
も
よ
い
。

五
ヽ
麻
の
格
付
と
取
引
き

(

麻
の
格
付)

栃
木
麻
が
標
準
に
な
つ
て
い
た
の
で
、
特
等
、

一
等
、
二
等
、
三
等
と
等
外
、

の
五
等
級
で
あ
つ
た
が
特
等
の
中
で
も
上
の
も
の
が
栃
木
に
な
い
の 

で
検
査
で
は®

が
つ
く
が
、
巷
の
中
で
も
金
、
銀
、
銅
、
甲
•

乙 

の
等
級
を
つ
け
て
区
別
し
た
。
印
が
な
い
こ
と
な
の
で
、

こ
ち
ら
だ
け
で
き
め
て 

印
も
農
協
で
つ
く
つ
て
つ
け
た
。
本
当
の
こ
と
を
い
え
ば
、
吾
妻
麻
はX

す
ぎ
て
格
付
け
に
な
ら
な
か
つ
た
。

(

標
準
麻)

等
級
を
き
め
る
た
め
に
、
各
地
の
麻
を
出
し
て
全
国
で
標
準
を
き
め
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
格
付
け
を
し
た
。
依
頼
さ
れ
て
標
準
品
を
出
す
と
、
弋 

金
は
市
場
取
引
き
価
格
の
二
割
増
く
ら
い
の
額
が
来
た
。

吾
妻
錦
は
麻
組
合
の
等
級
で
あ
る
。



(

等

級
)

麻
は
挽
き
な
が
ら
等
級
の
良
否
が
わ
か
つ
た
。

農
協
の
検
査
の
こ
ろ
は+

等
級
あ
つ
た
が
、
統
制
の
こ
ろ
は
、
上
等
、
中
等
、
下
等
の
三
つ
で
、
そ
れ
以
上
の
は
特
だ
つ
た
。
麻
は
、
挽
ぐ
人
にM

 

つ
て
そ
れ
ぞ
れ
ク
セ
が
あ
る
の
で
、
名
礼
を
み
な
く
も
、
ど
こ
の
家
の
も
の
か
が
わ
か
つ
た
く
らs

で
あ
る
。

格
付
け
は
、①

尺
ひ
か
り(

光
沢)

で
、②

は

リ
キ(

力)

と
い
い
強
さ
で
、
細
く
さ
い
て
ひ
つ
ぱ
つ
て
切
つ
て
み
た
。•

麻
は
、

モ
ト
か
ら
ウ
ラ
ま
で
通
つ
て
い
る(

せ
ん
い
が
重
な
つ
て
い
な
い)

の
が
上
等
で
、
下
手
の
人
の
も
の
は
重
な
る
か
ら
ウ
ラ
ま
で
ト
ウ
ラ
ナ 

ィ
の
で
糸
に
つ
く
リ
難
く
、
織
物̂

す
る
の
に
カ
セ
に
な
ら
な
い
の
が
出
た
と
い
ぅ
。

色
は
赤
い
の
は
い
や
が
リ
、
薄
黄
色
に
光
る
の
が
ょ
い
と
さ
れ
た
。

(

県
営
検
査)

麻
は
戦
前
に
統
制
に
な
り
、
県
営
検
査
が
行
わ
れ
た
。
戦
後
は
、
県
の
委
嘱
で
麻
の
指
導
員
が
き
ま
り
県
下
の
麻
の
伝
統
の
あ
る
地
域
を
ま
わ
つ
て 

麻
の
栽
培
か
ら
麻
挽
き
ま
で
、
泊
り
こ
み
で
指
導
し
て
歩
い
た
。

郡
農
会
が
主
催
し
て
、
各
農
業
会
を
ま
わ
つ
て
や
つ
た
が
、
泊
り
こ
み
で
麻
挽
き
を
習
い
に
来
た
こ
と
も
あ
る
。

(

取
引
先)

北
国
屋
が
大
正•

昭
和
時
代
を
通
じ
て
取
引
き
し
て
い
た
主
な
地
域
は
、
栃

木•

石
川•

富
山
の
三
県
を
含
むI

府+

八
県
、
七+

六 

に
な
る
。
 

そ
の
ぅ
ち
で
も
、
栃
木+

四
、
石
川
県+

三
、
富
山
県+
 

一
で
全
体
の
五+

呢
に
あ
た
る
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
おA

ょ
そ
の
分
類
で
、
麻
布
業 

者
三+

二
、
麻
問
屋+

七
、
漁

具

。
船
具
九•

麻
糸•

畳
糸
七
、
弓
絃
四
、
等
に
な
つ
て
お
り
、
麻
蚊
張
菓
者
は
二
と
な
つ
て
い
た
。

(

吾
妻
麻
取
扱
の
問
屋•

仲
買
人)

吾
妻
麻
組
合
が
昭
和
四
年
に
発
行
し
た
「
吾
妻
麻
一
班
」

の+

頁̂

記
さ
れ
た
も
の
にX

れ
ば
、
 

問
屋
は
、
岩
島
村
大
字
三
島 

小 

池 

為
重
郎

" 

湯

浅

富

太

郎

〃 

湯

浅

安

太

郎



岩
鳥
村
大
字
三
島 

丸

橋

丑

太

郎

岩
下 

西

山

悌

輔

" 

西

山

三

治

郎

の
六
名
が
指
名
さ
れ
て
い
る
。

仲
買
人
に
つ
い
て
は
、
同
村
岩
下 

富
沢
与
平 

外
、
計
八
名
の
氏
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
岩
島
村
内
の
者
で
ぁ
る
。

北

国

屋 

西

山

三

次

郎

氏

メ

モ

小
生
三
次
郎
襲
名
九
代
目
に
て
、
麻
取
引
の
関
係
も
あ
つ
て
襲
名
し
た
。
四•

五
代
目
頃X

り
各
地
か
ら
商
人
滞
在
し
て
用
途
に
適
し
た
品
を
選
び 

買
入
れ
し
た
。
長
い
人
は|
ケ
月
以
上
も
滞
在
、
荷
造
し
、

一
俵+

貫
五
百
匁(

|

連
三
貫
五
百
匁
三
本)

程
度̂

し
て
、|

駄
S

+

貫)

を
馬
の 

背
で
鳥
井
峠
を
越
え
て
行
つ
た
。
だ
ん
だ
ん
発
達
し
、
馬

車
(

運
送
車)

に
て
原
町@
 - ®

等
の
運
送
店
経
由
に
て
各
地
に
運
ば
れ
た
。

当
家
北
国
屋
三
次
郎
代
々
名
主
に
て
、
使
用
人
に
案
内
を
さ
せ
、
買
付
、
問
屋
業
と
し
て
や
つ
て
い
た
。
北
陸
方
面
か
ら
の
客
多
く
、
北
国
屋
と
号 

し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
荷
造
は
コ
モ
に
包
ん
だ
。

三
原
麻
等
は
、
長
い
ま
ま
ト
ラ
ッ
ク
で
栃
木
へ
五•

六
台
で
運
ん
だ
こ
と
も
あ
つ
た
。
軍
需
品
と
し
て
営
業
停
止
と
な
り
、
ま
た
、
戦
後
少
々
取
引 

あ
つ
た
が
、
産
額
も
減
少
し
て
商
売
に
も
な
ら
ず
、
だ
ん
だ
ん
廃
業
と
な
る
。
本

牟
(

五
十
一
年)

は
、
岩
島
地
区
三
人
と
か
、
そ
れ
も
売
先
な
い
状 

態
。格

付
は
、
吾
妻
錦
、
黄
金
上
、
黄
金
、
満
月
、
山
吹
、
黄
鳥
、
紅
葉
、
等
外
〇
八
に
分
類
し
、
そ
の
他
に
皮
麻
が
あ
る
。

麻
刈
取
時
に
、
本
尺
、
中
尺
、
短
尺
と
区
別
し
て
刈
り
と
り
、
こ
の
中
尺
、
短
尺
品
は
越
後
方
面
に
喜
ば
れ
、
越
後
上
布
と
な
つ
た
。

上
下
尺
品
の
内
、
吾
妻
錦
、
黄
金
上
は
弓
弦
、
ま
た
は
漁
具(

セ
キ
ヤ
マ)

等
に
使
用
。
黄
金
、
満
月
は
上
布
ま
た
は
一
般
上
布
、
蚊
張
等
。
漁
網 

は
や
や
上
物
。
山
吹
、
黄
鳥
は
畳
糸
、
上n
l

プ
。
紅
葉
等
外
はn
l

プ
、
し
ん
縄
等
。

吾
妻
錦
、
黄
金
上
は
、
三
島
、
唐
堀
等
、

こ
れ
は
地
味
と
技
術
に
ょ
り
生
産
さ
れ
、
岩

島|

般
地
区
は
満
月
以
下
、
中
に
は
黄
金
級
も
少
々
生
産
さ 

れ
た
〇



産
額
は
、
 

 

I

駄
四+

貫
、
岩
島
地
区
二
百
駄
、
八
千
貫
位
。

岩
島
の
外
、
下
等
物̂

て
原
町
、
川
戸
、
平
沢
、
坂
上
、
大
柏
木
、
長
野
原
、
与
喜
屋
、
貝
瀬
、
林
、
川
原
畑
か
ら
二
百
駄
、
計
四
百
駄
位
。
(

長 

野
原
地
区)

は
三
原
麻
と
称
し
、
木
の
皮
のX

う
な
も
の
。
下
駄
芯
縄)

こ
の
う
ち
二
百
駄
位
は
取
扱
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
三
原
麻
は
栃
木
県
へ
出
荷
、
芯
縄
と
な
つ
た
。

等
級
を
つ
け
る
標
準

発
育
。
地
味
がH
 

く
、
生
育
が
適
当
で
、
刈
り
取
リ
期
の
管
理X

く
、
は
つ
こ
う
度
良
く
、
日
数
を
あ
ま
り
か
け
な
い
で
柄
か
ら
は
ぐ
。
 

加
工 

技
術
に
上
下
あ
り
、
先
ず
光
沢
を
出
し
、
サ
ケ
が
良
く 
(

く
ま
つ
て
い
る
と
サ
ケ
な
い)

、
や
わ
ら
か
み
と
、

か
た
さ
が
難
し
い
。
水
分
が 

技
術
にX

つ
て
抜
け
な
い
。
ま
た
抜
け
す
ぎ
な:
い
。

先
ず
麻
は
、
力
と
サ
ケ
、
光

沢

で

き

ま

る

。

(

岩

下

西

山

三

次

郎•

談)

岩

島

仲

立

同

業

組

合

吾
妻
町
岩
下 

西
山
弘
太
郎
氏
方
の
明
治
四+

|

牟
に
岩
島
仲
立
同
業
組
合
が
配
つ
た
口
銭
値
上
げ
口
上
書
が
残
つ
て
い
る
。

岩

島

仲

立

同

業

組

合

各
位
益
御
清
栄
奉
賀
候 

降
テ
本
組
合
義
各
位
ノ
御
愛
顧
ー
ー3

リ
年
々
盛
大

1  
一
趣
キ
候
段
深
ク
奉
謝
候 

本
年
モ|

層
勉
励
親
切

1  
一
仕
候
間
御
引
立 

願
上
候
、
然
ル
処
当
今
諸
物
価
騰
貴
ー
ー
付
同
業
者|

同
協
議
ノ
上
右
ノ
通
り
直(

値)

上
仕
候
間
不
悪
御
承
知
ノ
上
沢
山
御
出
荷
被
下
度
右
御
注
意
迄 

n

申
上
候
以
上

麻

之

部



I  

ロ

銭
 

原
価
百
分
ノ
弍

I  

荷
造
費 

毫
駄
二
付
大
三
個
迄
金
壳
円

中
入
四
個
造«

円
二
銭

- 

小
荷
駄 

壳
駄
二
付
金
参
拾
弍
銭

糸

繭

之

部

一
繭
口
銭 

原
価
百
分
ノ 

I

I  

糸
口
銭 

原
価
弐
百
分
ノ 

I

以

上

右
之
通
リ
ニ
候
也

仕

入

れ

に

来

た

商

人
 

1
 

仕
入
れ
に
来
た
者
は
、
三
力
月
く
ら
い
の
間
当
地
に
泊
リ
こ
ん
で
仕
入
れ
を
し
た
。
問
屋
商
人
の
家
へ
泊
リ
こ
ん
で
、
每
日
弁
当
を
持
つ
て
出
た
が 

仲
買
人
は
北
国
屋
出
入
り
の
者
を
つ
け
、

ソ
ロ
バ
ン
や
ハ
ヵ
リ
を
持
た
せ
て
知
り
合
い
の
生
産
者
宅
を
訪
問
し
て
は
買
い
つ
け
を
し
た
。
長
い
滞
在
だ 

か
ら
、
近
所
へ
風
呂
も
ら
い
に
ま
わ
つ
た
り
し
て
つ
き
あ
い
も
広
く
な
る
の
で
大
ぜ
い
の
人
と
知
り
合
い
に
な
り
、
碁
の
強
い
人
が
釆
た
時
な
ど
は
、
 

昼
間 

か
ら
大
ぜ
い
の
人
を
集
め
て
碁
を
や
つ
て
い
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

自
分
で
み
つ
ち
り
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、
泊
り
こ
ん
で
買
い
入
れ
て
歩
い
た
の
で
、
麻
は
北
国
屋
が
集
め
て
、
荷
造
り
し
て
発
送
し
た
。
問
屋
は 

こ
の
集
荷
手
数
料
や
口
銭•

荷
造
料
を
も
ら
つ
た
り
し
た
。
買
い
つ
け
人
の
宿
泊
は
、
ほ
と
ん
ど
問
屋
で
す
ま
せ
る
が
、
ま
か
な
い
に
つ
い
て
の
き
ま 

り
は
特
に
な
く
、
請
求
は
し
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
で
帰
る
人
も
い
れ
ば
、

い
く
ら
か
払
つ
て
行
く
人
も
あ
つ
た
。

(

岩
下 

北
国
屋 

西
山
三
次
郎
氏•

談)



(

統

制
)

昭
和+

四
年
、
麻
が
統
制
に
な
り
、
県
の
係
の
小
村
某
技
師
が
、
県
内
産
の
産
をI

人
で
扱
つ
て
、
当
時
の
金
で
百
万
円
と
か
い
う
大
金
を
も
う
け 

て
預
金
し
た
と
か
い
う
話
が
あ
る
。
同
じ
県
の
役
人
の
ロ
か
ら
も
、
ず
る
い
こ
と
を
し
た
と
い
う
話
が
出
た
。

(

買
い
集
め)

大
正
時
代
がI
番
生
産
が
多
か
つ
た
。X

い
商
売
で
、
買
い
と
リ
代
金
は
先
方
か
ら
現
金
が
送
ら
れ
て
来
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
買
い• 

つ
け
を
し
た
。
二
貫
、
三
貫
と
い
うX

う
に
買
い
集
め
て
、
家
中
が
集
め
た
麻
で
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、

ょ
う
や
く
そ
の
間
で
寝
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ 

を
ま
と
め
て
出
荷
し
た
。

良
い
麻
は
四
連
で 

一
俵
と
し
、
ふ
つ
う
の
麻
は
三
連
でI

俵
と
し
た
。

シ
ャ
チ
で
し
め
て
俵
に
し
て
出
荷
し
た
。

+

月
か
ら+
 I

月
が
最
も
多
く
、
強
い
人
は
そ
の
時
期
に
は
売
ら
ず
に
持
つ
て
い
て
、

三
月•

四
月
に
な
つ
て
売
つ
た
。
土
蔵
の
二
階
な
ど
に.
お
い 

て
、
ネ
ズ
ミ
に
や
ら
れ
な
いX

う
に
し
て
お
け
ば
相
当
長
く
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

_ 

ま
と
め
て
俵
に
さ
れ
た
麻
は
、
特
別
契
約
の
馬
方
が
二
、
三
人
い
て
、
馬
の
背
で
運
ん
だ
。

(

三

島

湯

浅

栄

太

郎

氏•

談)

(

買
い
つ
け)

買
い
に
行
く
時
は
現
金
買
い
で
あ
る
。
信
用
の
あ
る
人
は
、
金
を
払
わ
ず
と
も
持
つ
て
行
つ
て
く
れ
と
い
う
の
で
品
物
を
も
ら
つ
て
来
て
、
後

で

I  

度
に
支
払
つ
た
。

厚
田
の
タ
マ
キ
屋
は
八+

貫
も
出
すQ

で

「
オ
ィ
ベ
ス
講
に
勘
定
に
来
て
く
れ
」
と
い
う
の
で
、
そ

の
(

エ
ビ
ス
講)

日
に
支
私
い
に
行
く
と
オ
ィ 

ベ
ス
様
に
供
え
た
酒
を
も
ら
つ
て
飲
ん
だ
も
の
だ
つ
た
。
大
正
八
年
に
は
、
千
円
の
束
を
支
払
つ
た
も
の
で
、
だ
か
ら|

度
に
も
つ
て
来
て
と
い
つ
た 

百
円
礼
な
ど
も
麻
買
い
で
も
な
けn

ば
持
つ
て
行
か
な
か
つ
た
。

五
月•

六
月
に
は
、
麻
を
つ
く
る
農
家
で
は
金
が
な
く
な
る
の
で
、
先
に
金
を
融
通
し
て
お
い
た
。
先
払
い
で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
な
る
と
、
大
柏 

木
の
方
の
人
が
来
た
も
の
で
、

「
あ
の
人
が
來
た
か
ら
金
借
り
に
来
た
ん
だ
ん
ベ
え
」
と
い
つ
て
ま
わ
リ
で
見
て
い
た
も
の
だ
つ
た
と
い
う
。

(

三

島
湯
浅
栄
太
郎
氏•

談)



(表1)

昭和1〇年代麻相場

一連〔3貫5 0 0匁)単位

最上吾妻錦 7 〇〜8 0円

黄金上 5 〇〜 6Q

黄金 4 0-50

満月 5 ロ〜 4 0

山吹 2 5 — 50

黄鳥 2 〇〜 2 5

紅葉 15 〜 2 0

三原麻 〇 〇〜15

(等外)

注1
 

相
場
の
変
動
が
あ
リ
、
ま
た
仕
入
向
にX

つ
て
も
多
少
の
相
異
あ
り 

注
2.
満
月
の
中
に
も
力
が
あ
り
サ
ケ
も
良
く
上
麻
布
に
な
る
品
も
あ
り 

注
… 

こ
の
こ
ろ
最
上
等
品
の
吾
妻
錦
を|

連
百
円
で
買
つ
た
と
こ
ろ
「
吾 

妻
麻
に|

連
百
円
の
取
引
が
あ
つ
た
」
と
新
聞
に
出
た
こ
と
が
あ
る 

そ
の
と
き
の
用
途
は
弓
弦
用
で
あ
つ
た
。

(

北
国
屋
西
山
三
次
郎
氏
稿)

(

相

場
)

九
月+

五
日
は
八
幡
さ
ま
のA

祭
リ
で
、

こ
の
日
に
な
る
と
能
登(

羽
泎)

の
服
部
さ
ん
が
釆
て
買
い
付
け
を
始
め
た
。
八
幡
さ
ま
の
お
祭
り
で
そ 

の
年
の
相
場
が
き
ま
つ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

最
初
は
下
麻(

シ
タ
ソ)

を
ひ
く
の
で
、

こ
れ
か
ら
出
荷
し
た
。

(

三
島 

湯
浅
栄
太
郎
氏•

談)

(

現
在
の
取
引
先)

昭
和
五+
 

一
年
の
現
在
も
買
い
継
ぎ
を
す
る
。
取
引
先
は
奈
良
の
岡
井
麻
布
商
店(

奈
良
市
中
之
庄
町)

で
、
こ
こ
で
は
茶
布
を
生
産
す
る
日
本
唯 

I

の
工
場
を
も
ち
、
他
に
例
が
な
い
の
で
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
岡
井
商
店
で
は
、
ふ
つ
う
は
野
洲
産
の
麻
を
使
つ
て
い
る
が
、
吾
妻
麻
の
方
が
品 

質
がX

く
、
使
い
良
い
の
で
、
精
麻
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

三
島 

湯
浅
栄
太
郎
氏•

談)
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六
、

皮
麻
、

副
産
物

(

ウ
ラ
ソ)

畑
で
麻
を
こ
い
だ
と
き
、
長
さ
を
き
め
て
押
し
切
り
で
切
つ
た
ゥ
ラ(

先
端)

の
部
分
か
ら
と
つ
た
麻
が
ゥ
ラ
ソ
で
、
長
さ
も
一
、
二
尺
程
度
の
短 

い
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
乾
燥
し
て
カ
ヮ
ソ
に
す
る
。

(

オ
ガ
シ
ラ)

精
麻
に
す
る
と
き
、
元
の
方
を
ひ
く
の
は
、
は
じ
め
に
持
つ
て
い
た
方
が
最
後
に
な
る
の
で
、
根
元
の
方
の
太
い
と
こ
ろ
が
一
尺
く
ら
い
切
れ
て
残 

•:/
 

• 

. 

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
と
つ
て
お
く
と
オ
ガ
シ
ラ(

麻
頭
？) 

と
い
う
名
で
売
れ
た
。

(

サ
ラ
シ)

麻
を
水
の
中
に
つ
け
て
お
い
て
か
ら
挽
い
た
も
の
を
サ
ラ
シ
と
い
つ
た
と
い
う
が
、
昔
の
こ
と
で
最
近
は
や
つ
た
こ
と
は
な
い
。

(

生
ボ
シ)

湯
か
け
を
し
な
い
で
生
麻
を
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
つ
て(

ア
オ
サ
と
い
う)

、
は
ぐ
と
き
に
は
川
の
水
な
ど
に
浸
し
て
か
ら
と
る
。
カ

ア

ソ(

皮
麻) 

を
と
る
や
り
方
で
あ
る
。

(

オ
タ
ネ
ガ
ラ)

オ

タ
ネ(

麻
の
種)

を
と
つ
た
あ
と
の
麻
は
、
刈
り
と
つ
て
生
干
し
を
し
て
か
ら
、
川
に
浸
し
て
カ
ヮ
ソ
を
と
つ
た
。

ロ
ッ
プ
の
原
料
く
ら
い
に
は 

な
つ
た
。

(

オ
ガ
ラ
ハ
ギ)

麻
ハ
ギ
を
し
た
オ
ガ
ラ
に
は
、
む
け
な
い
で
残
つ
た
麻
が
あ
る
。

こ
れ
を
て
い
ね
い
に
と
つ
て
オ
ガ
ラ
ハ
ギ
の
名
で
出
荷
し
た
。
等
外
だ
が
皮
麻
の 

部
で
扱
つ
た
も
の
で
、

ロ
ッ
プ
に
す
る
に
は
使
い
ず
ら
い
が
、
下
駄
の
鼻
緒
に
は
強
く
て
良
い
と
さ
れ
た
。

(

皮

麻
)



挽
か
ず
に
出
荷
す
る
も
の
が
皮
麻
で
、
皮
が
つ
い
て
い
る
か
ら
色
で
格
付
け
を
す
る
。

上
等
品
は
薄
紫
色
な
の
で
、

ム
ラ
サ
キ
、
そ
の
下
がI

、

二
、
三
等
に
格
付
け
さ
れ
、
等
級
が
下
が
る
ほ
ど
黒
つ
ぼ
く
、
ホ
シ
も
出
た
。
長
さ
も
ち 

が
つ
て
い
た
。

カ
ワ
ソ
を
む
く
に
は
、
麻
束
を
川
に
浸
し
て*

い
て
し
ば
ら
く
す
る
と
む
け
るX

う
に
な
る
の
で
、
水
か
ら
引
き
上
げ
て
む
き
、
竿
に
か
け
て
乾
燥 

す
れ
ば
そ
の
ま
ま
出
荷
で
き
た
。

い
い
等
級
に
す
る
に
は
、
根
元
に
近
い
方
を
切
り
上
げ
る
と
ょ
い
の
で
、
畑
で
こ
ぎ
と
つ
た
と
き
に
相
当
上
の
方
ま
で
切
つ
て*

け
ば
、
上
等
品
と 

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ワ
ソ
専
門
の
人
も
い
た
。

カ
ワ
ソ
を
つ
く
る
時
、
吾
妻
川
に
浸
し
て
や
つ
た
の
で
は
色
が
悪
く
な
つ
て
ま
つ
た
く
だ
め
だ
が
、
山
か
ら
流
れ
出
す
沢
水
な
ら
ぱX

か
つ
た
。
 

(

虫

害
)

カ
ワ
ソ
は
虫
が
く
わ
な
い
が
、
ネ
ド
に
入
れ
て
と
つ
た
麻
は
虫
が
つ
く
。
そ
の
ま
ま
し
ま
つ
て
お
く
と
虫
に
く
わ
れ
て
ブ
ス
ン
ブ
ス
ン
切
れ
て
し
ま 

う
。

一

度
使
つ
て
か
ら
し
ま
え
ば
虫
に
つ
か
れ
な
い
と
い
う
。

(

オ
ボ
ッ
ク
ソ)

麻
を
挽
い
た
と
き
に
出
る
カ
ス
を
オ
ボ
ッ
ク
ソ
、
麻
ア
カ
と
い
う
。

ォ
ボ
ッ
ク
ソ
は
、X

く
水
に
さ
ら
し
て
か
ら
棒
で
た
た
く
と
麻
の
せ
ん
い
だ
け
が
残
つ
て
、X

く
か
た
ま
り
、
白
く
あ
が
つ
て
き
れ
い
に
な
る
〇
子 

ど
も
が
セ
キ(

用
水)

に
行
つ
て
た
た
く
水
ワ
ル
サ
のS

い
材
料
に
な
つ
た
。

こ
れ
を
ぞ
う
き
ん
に
す
る
とX

い
光
沢
が
出
た
の
で
学
校
生
徒
が
学
校 

へ
持
つ
て
行
つ
た
リ
し
た
も
の
で
あ
る
。

X

く
さ
ら
し
た
も
の
は
、
建
築
の
白
壁
用
の
ッ
タ
に
も
し
た
が
、
麻
組
合
を
通
じ
て
ま
と
め
て
出
荷
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、
専
売
公
社
に 

出
荷
さ
れ
、
タ
バ
コ
の
紙
の
原
料
に
な
る
と
い
つ
てs

た
が
麻
は
火
着
き
が
ょ
い
の
で
使
う
の
だ
と
い
わ
れ
て
い'
た
。

(

オ
ガ
ラ
屋
根)

萱
屋
根
の
代
り
に
オ
ガ
ラ
で
屋
根
を
全
部
ふ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
萱X

リ
は
若
干
お
と
る
が
、
何
年
分
か
の
オ
ガ
ラ
を
た
め
て
お
け
ば
で
き
た
。
村 

中
の
さ
さ
で
ふ
き
上
げ
た
。
当
時
は
、

|  

軒
で
二
反
歩
く
ら
い
は
麻
を
つ
く
つ
てS

た
の
で
か
な
リ
の
オ
ガ
ラ
が
あ
つ
た
。



(

屋
根
む
下
地)

草
ぶ
き
屋
根
の
下
地
に
は
オ
ガ
ラ
を
大
量
に
使
つ
た
。
古
く
は
お
寺
の
屋
根
に
も
使
つ
た
と
い
う
が
、
今
年
の
も
の
は
、
大

道
(

中
之
条
町)

の
富 

沢
家
の
住
宅
の
復
元
に
全
部
使
わ
れ
た
。

(

垣

根
)

オ
ガ
ラ
を
垣
根
の 

ス
ガ
キ
に
す
る
と
き
れ
い
に 

で
き
る
。

(

日
知
知
い)

オ
ガ
ラ
を
ヨ
シ
ズ
の
ス
ダ
レ
のX

う
に
編
ん
で
日
お
お
い
に
す
る
。

(

霜
除
け)

オ
ガ
ラ
を
使
つ
て
ホ
ゥ
レ
ン
草
な
ど
の
青
も
の
野
菜
の
扣
お
い
に
す
る
とX

い
。

I  

(

オ
ガ
ラ
の
マ
ブ
シ) 

6
 

イ
カ
ダ
マ
ブ
シ
に
オ
ガ
ラ
を
使
つ
た
。

シ
ラ
ハ
ギ
と
ま
ぜ
て
三
尺X

六
尺
の
大
き
さ
に
、
ひ
も
で
し
ば
つ
て
マ
ブ
シ
と
し
た
。
あ
ま
り
さ
か
ん
に
は 

使
わ
れ
な
か
つ
た
。

(

子
ど
も
の
オ
モ
チ
ヤ)

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
中
で
、

オ
ガ
ラ
が
さ
か
ん
に
使
わ
れ
た
。
水
車
、
風
車
、
キ
ネ
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、

シ
シ
オ
ド
シ
、
ゥ
サ
ギ
ッ
チ
リ
な
ど
も 

つ
く
つ
て
遊
ん
だ
。
自
分
で
つ
く
れ
な
い
小
さ
い
子
に
は
親
な
ど
が
つ
く
つ
て
く
れ 

た
。

(

ッ
ケ
ギ)

オ
ガ
ラ
を
使
つ
て
ツ
ケ
ギ
を
つ
く
つ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
オ
ガ
ラ
は
火
早
い
の
でX

か
つ
た
。

(

カ
イ
ロ
灰)

岩
下
に
カ
イ
ロ
灰
を
つ
く
る
工
場
が
あ
り
、
片
貝
文
次
郎
と
い
う
人
が
長
く
や
つ
て
い
て
、
東
京
に
も
出
張
所
を
も
つ
て
い
た
。

「
吾
妻
太
灰
」
と



い
う
名
前
で
売
つ
て
い
た
。

(

葬
式
の
つ
く
り
も
の)

葬
式
の
と
き
、
オ
ガ
ラ
で
タ
ィ
マ
ッ
や
弓
矢
の
矢
を
つ
く
る
。

(

盆
の
迎
え
火)

オ
ガ
ラ
を
富
山
の
方
へ
出
荷
し
た
が
、
盆
の
迎
え
火
に
使
う
た
め
と
い
わ
れ
た
。
東
京
で
も
迎
え
火
に
オ
ガ
ラ
を
使
う
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

(

盆
の
シ
メ
ナ
ワ)

麻
を
こ
ぐ
と
き
に
、

一
番
先
に
短
い
も
の
を
こ
ぐ
が
、

こ
れ
を
コ
キ
ソ
と
い
い
、
多
く
は
ホ
ン
ソ
を
し
ば
る
の
に
使
う
が
、
残
り
は
、
湯
を
通
さ
ず 

に
乾
燥
し
て
と
つ
て
お
き
、
盆
の
と
き
、

シ
メ
ナ
ワ
に
し
た
。
チ

ガ

ヤ(

茅
萱)

の
代
リ
に
使
う
む
を
家
例
と
し
た
。

(

ソ

バ
)

麻
畑
の
あ
と
に
は 

一
部
菜
大
根
を
つ
く
る
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
全
部
に
ソ
バ
を
つ
く
つ
た
。
麻
の
根
を
燃
し
た
灰
を
ふ
る
く
ら
い
の
肥
料
で
、
無
肥
料 

で
も
い
い
と
い
う
が
、
八
月+

日
こ
ろ
種
を
ま
き
、
秋
に
は
収
か
く
で
き
る
。

ヒ
ト
ッ
カ
で
二
斗
、

五
畝
で
二
俵
と
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ふ
つ
う
で 

一
 

斗
五
升
は
と
れ
た
。
ソ
バ
は
「
ヒ
キ
ッ
ケ
エ
シ
に
あ
る
」
と
い
う
く
ら
い
で
、
カ
ラ
ソ
バ 

|  

斗
で
粉 

一
斗
が
と
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
て
い
ね
い
に
挽
く
と 

ま
つ
し
ろ
に
な
つ 

て
粉
は
少
な
い
が
、
粗
く
挽
く
と
量
が
出
る
。
ク
ル
マ
ヤ
で
挽
い
て
も
ら
つ
た
粉
は
ソ
バ
ッ
カ
キ
に
し
て
ま
ず
い
が
、
そ
れ
は
こ
ま 

か
に
挽
く
か
ら
と
い
い
、
自
分
の
家
で
石
う
す
で
挽
い
た
粉
は
粗S
の
で
、

ソ
バ
の
味
が
生
き
る
の
だ
と
い
う
。

(

ソ
バ
枕)

麻
組
合
で
ソ
バ
製
粉
を
し
た
。
昭
和
初
年
に
は
、
石
油
発
動
機
を
買
い
入
れ
て
や
つ
た
。
そ
の
こ
ろ(

昭
和
五
、
六
年
こ
ろ)

上
毛
名
産
の
中
に
岩 

島
麻
が
入
つ
た
が
、
次
点
く
ら
い
に
ソ
バ
も
入
つ
て
い
た
。
麻
あ
と
に
は
ソ
バ 

を
ま
い
て
つ
く
つ 

た
か
ら
、
吾
妻
名
産
に
な
つ 

た
わ
け
で
あ
る
。

七
、

雑
(

ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
オ)



ク
ロ
ダ
ネ
を
ま
と
、
生
え
て
二•

三
寸
く
ら
い
は
木
の
色
が
紫
色
で
、
そ
れ
か
ら
は
青
く
な
る
が
、
ま
れ
に
は
こ
ぎ
と
る
時
ま
で
同
じ
色
の
も
の 

が
残
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
が
ム
ラ
サ
キ
ッ
ッ
オ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
れ
は
於
諏
訪
さ
ま
に
進
ぜ
た
。
草
津
の
こ
ち
ら
の
方
に
あ
る
社
で
、
八
月 

二+

七
日
が
お
祭
り
で
、
四•

五
本
を
長
い
ま
ま
束
ね
て
、
皮
つ
き
の
ま
ま
持
つ
て
行
つ
て
上
げ
た
。
毎
年
行
く
わ
け
で
な
く
、
有
志
の
人
が
行
つ
た 

も
の
だ
つ
た
。

麻
の
神) 

-

特
別
に
麻
の
神
さ
ま
と
い
う
こ
と
は
い
わ
な
い
が
、
芝
塚
に
、
麻
を
ま
く
時
に
拝
む
カ
ケ
ジ
ク
が
あ
る
。
ま
た
、
九
月+

四
日
の
八
幡
さ
ま
の
お
祭 

り
に
、
初
穂
と
し
て
精
麻
を
奉
納
す
る
。
八
幡
さ
ま
は
、
鳥
頭
神
社
の
境
内
に
あ
る
小
祠
で
あ
る
。

ォ
マ
キ
祝
ぃ)

麻
の
種
ま
き
が
す
む
と
、

オ
マ
キ
祝
い
と
し
て
米
の
め
し
を
に
た
。
本

当

は

「
オ
カ
ィ
を
食
う
ぐ
ら
い
疲
れ
る
か
ら
」
と
い
う
の
で
、

オ
カ
ィ
を
た 

く
の
が
ょ
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
家
に
あ
る
も
の
で
間
に
合
わ
せ
て
食
べ
た
。
魚
や
ト
ゥ
フ
は
上
等
の
こ
と
だ
つ 

た
。

オ
ヒ
キ
ア
ゲ)

麻
挽
き
が
終
る
と
オ
ヒ
キ
ア
ゲ
の
祝
い
を
す
る
。
テ
ア
レ
エ
酒
と
い
う
甘
酒
を
つ
く
つ
て
、
で
か
い
鍋
に
い
つ
ぱ
い
の
甘
酒
を
近
所
中
を
ょ
ん
で
ふ 

る
ま
う
〇

オ
ヒ
キ
ア
ゲ
は
夜
や
る
も
の
で
、
仏
さ
ま
へ
進
ぜ
て
か
ら
ふ
る
ま
つ
た
。

(

麻
つ
く
リ
の
句}

散

る

花
を
蒔
き
こ
む
麻
の
畑
か
な 

竿
干
の 

麻
に
光
る
や
秋
の
風

麻
は
ま
だ 

五
尺
に
足
ら
じ 

青
あ
ら
し 

世
に
誇
る 

吾
妻
錦
や 

カ
キ
の
里 

照
り
つ
け
る 

空
に
麻
刈
り 

急
ぎ
け
り 

買
い
競
ぅ 

麻
商
人
や 

秋
の
暮 

生

麻

煮

る

人

やX

く
見
る
天
の
川

ト
ン
ボ
飛
ぶ
下
に
干
す
麻
並
べ
け
り



(

麻
ひ
き
う
た)

麻
の
背
た
け
は
さ
背
た
け
は
う
ん
と
の
び
る
ょ

麻
、
麻M

坊
も
大
き
ゆ
う
な
れ
早X

の
び
ろ

早M

の

び

ろ

麻

麻

M

嫁
を
と
る
な
ら
さ 

と
る
な
ら
吾
妻
育
ちM

麻
、
麻X

紅
も
つ
け
ず
に
麻
の
中

麻

の

中

麻

麻
X

主
が
近
づ
く
近
づ
く
祭
り
も
近
いX

麻

麻

M

麻
も
こ
ぎ
と
り
や 

な
お
近
い

なA

近

い

麻

麻
X

(

オ
カ
キ
ジ
ジ
ィ)

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
こ
ろ
、
オ
カ
キ
ヤ
ジ
ジ
ィ
と
い
わ
れ
て
い
た
人
が
村
へ
来
て
オ
カ
キ
を
つ
く
つ
て
い
た
が
、
名
前
は
知
ら
な
い
。
 

广ヽ
、、
ナ
ミ)

岩
島
麻
と
甘
楽
郡
は
昔
か
ら
関
係
が
深
く
、
ミ
ナ
ミ
と
い
え
ば
甘
楽
郡
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し®

ど
の
く
ら
い
の
関
係
な
の
か
は
あ 

ま
り
知
ら
な
い
。

(

岩
下
の
祇
園)

明
治
二+

六
年
、
岩
下
の
市
の
開
市
を
祝
つ
て
始
め
ら
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
村
人
が
長
い
間
願
つ
て
い
た
市
が
、
そ
の
年
の 

七
月
二+

日
に
許
可
さ
れ
た
。
五
、+

の

市(

六
斉
市)

で
、
青
物
市
、
麻
の
市
が
出
て
活
気
に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
つ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
祝
つ
て
樽 

み
こ
し
を
出
し
た
が
、
そ
れ
に
あ
き
た
ら
な
い
村
人
が
浄
財
を
集
め
て|

金
二
百
五
円
の
寄
附
金
を
持
つ
て
京
都
へ
行
き
、
百
円
で
オ
ミ
コ
シ
を
買
つ 

て
残
金
を
旅
費
と
し
て
村
人
た
ち
が
何
日
も
か
か
つ
て
担
い
で
運
ん
で
釆
た
の
が
、
岩
下
祇
園
の
神
輿
で
あ
る
と
い
い
、

こ
れ
で
始
ま
つ
た
の
が
「
岩 

下
祇
園
」
で
あ
る
と
い
ぅ
。

(

吾
妻
麻
組
合
員)



吾
妻
麻
組
合
員
に
つ
い
て
も
「
吾
妻
麻I

班
」
に

一

覧
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

す
べ
て
が
麻
生
産
農
家
で
ぁ
つ
た
と
み
れ
ば
、
原
町
、
岩
島
村
、
 

坂
上
村
、
長
野
原
町
に
分
布
し
、
総
数
三
百
三+

八
戸
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
別
に
上
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
ぁ
る
。

原

町
 

五
戸 

岩
下 

四
〇 

" 

川
戸 

二
三 

松
谷 

I

〇 

坂
上
村
大
戸 

ー
ニ 

三
島
西 

五
二

" 

大
柏
木 

ー
ニ 

三
島
東 

二

八 

長
野
原
町
林 

I

〇 

厚
田 

八 

岩
島
村
郷
原 

I

四 

合

計
 

二

三

八

戸 

矢
倉 

二
五

(

麻
織
物
機
織
講
習)

岩
島
の
産
業
は
養
蚕
と
大
麻
で
あ
り
、
大
麻
を
加
工
し
て
販
売
す
る
な
ら
ば
収
入
は
更
に
増
す
で
あ
ろ
う
と
研
究
が
進
め
ら
れ
、
大
正
七
年
組
合
役 

員
が
富
山
県
、
石
川
県
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
奈
良
県
を
巡
り
視
察
し
た
結
果
、
奈
良
県X

り
二
名
の
講
師
を
招
い
て
、
同
年
三
月+

二
日
ょ
り
三
月 

二+

六
日
ま
で
の+

五
日
間
、
役
場
で
大
麻̂

峙
作
講
習
会
を
実
施
し
た
。
出
席
者
七+

七
名
、
八
日
間
以
上
出
席
者
は
五+

名
で
あ
つ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
下
地
が
あ
つ
た
と
き
、
昭
和
二
牟
五
月
大
霜
害
に
あ
い
、
そ
の
救
済
と
農
村
副
業
振
興
の
た
め
と
大
麻
加
工
実
現
の
た
め
麻
布
機
織
の
技 

■
術
伝
習
生
を
奈
良
県
に
派
遣
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
二
年+

 

一
月
と
翌
三
年+

月
の
二
回
、
二
名
の
講
習
生
を
派
遣
し
、
帰
村
後
伝
習
所
を
開 

S

て
講
習
会
を
や
つ
て
い
る
。
し
か
し
折
か
ら
の
不
況
期
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
の
り
き
れ
ず
、
高
く
つ
き
す
ぎ
て
製
品
も
自
家
用
程
度
の
こ
と
に
終
り 

岩
島
に
根
つ
か
ず
、
本
物
に
な
ら
ず
に
終
つ
た
。

近
年
、
伊
勢
崎
市
の
県
繊
維
工
業
試
験
場
で
麻
の
特
色
を
生
か
し
た
「
麻
ほ
ぐ
し
餅
」
を
完
成
さ
せ
た
が
、

こ
の
原
料
の
麻
糸
を
紡
い
だ
の
は
生
原 

の
石
村
も
と
さ
ん
で
あ
つ
た
。
奈
良
県
ま
で
も
派
遣
さ
れ
て
機
織
技
術
を
伝
え
た
二
人
の
伝
習
生
の
一
人
、
丸
橋
い
う(

現
在
、
高
橋
姓)

さ
ん
は
健 

在
で
あ
る
。

(

麻
の
将
釆)



麻
は
百
人
手
間
と
い
い
、
タ
バ
コ
の
百
人
手
間
と
同
じ
に
い
わ
れ
る
。
麻
は
天
気
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
や
り
方
が
昔
風
で
若
者
が
ふ
り
向 

か
な
い
ば
か
り
か
、
オ
ヒ
キ
の
刃
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
た
め
に
、
収
入
は
あ
る
が
コ
ン
ニ
ヤ
ク
や
養
蚕
に
追
わ
れ
て
し
ま
つ
た
。
養
蚕
は
戸
数
が 

減
つ
た
が
、

二
尸
前
の
飼
育
数
は
減
つ
て
い
な
い
。

(

コ
ン

1

ー
ヤ
ク)

震
災
後
は
、
麻
の
問
屋
で
あ
り
な
が
ら
コ
ン
—
ヤ
ク
を
栽
培
し
た
く
ら
い
で
名
久
田
村(

当
時)

の
小
林
村
長
に
話
し
て
、
甘
楽
か
ら
講
師
を
招
い 

て
講
習
会
を
開
き
、

コ
ン
ニ
ヤ
ク
栽
培
を
奨
励
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。

(

三
島 

湯
浅
栄
太
郎
氏•

談)

小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、
栃
木
県
鹿
沼
市
の
麻
屋 

岡
本
商
店
へ
奉
公
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
麻
組
合
は
な
く
、
組
合
も
つ
ぶ
れ
る
の
で
貯
金
を
ど
ぅ 

す
る
か
で
村
中
が
大
さ
わ
ぎ
を
し
て
い
た
あ
と
だ
つ
た
。

2
～ 

奉
公
先
で
は
、
麻
栽
培
農
家
か
ら
麻
を
買
い
集
め
て
、
東
京
、
大
阪
の
業
者
に
納
入
し
て
い
た
の
で
、
数
え
年+

六
才
で
買
い
付
け
に
出
さ
れ
た
の 

一
 

だ
か
ら
主
人
も
え
ら
か
つ
た
も
の
と
思
ぅ
。
自
転
車
を
買
つ
て
も
ら
い
、
棒
ば
か
り
を
も
つ
て
買
い
に
行
き
、

|  

駄
三+

貫
で
い
く
ら
で
商
談
を
ま
と 

め
、
内
金
だ
け
現
金
で
、
あ
と
は
銀
行
小
切
手
で
話
を
つ
け
て
、
現
物
は
当
日
運
搬
し
た
。
当
時
は
、
検
査
が
な
い
の
で
自
分
の
目
で
見
て
買
い
入
れ 

た
も
の
で
あ
る
。
上
の
方
に
い
い
も
の
を*

き
、

ア
ン
コ
は
下
等
の
も
の
を
入
れ
た
麻
も
あ
つ
た
。
そ
ん
な
中
で
四
ト
ン
車|

台
く
ら
い
は
買
え
た
。
 

(

原
町 

斉
藤
万
作
氏•

談)

復
員
後
間
も
な
く
の
昭
和
二+

二
年
に
、
矢
倉
の
横
町
の
長
屋
で
漁
網
用
の
糸
や
漁
業
用
の
釣
糸
の
生
産
を
始
め
た
。
神
奈
川
県
の
伊
勢
原
市
の
エ 

場
で
技
術
を
習
つ
て
、
そ
こ
の
古
い
機
械
を
入
れ
て
始
め
た
も
の
で
、
単
純
な
機
械
だ
つ
た
。
麻
は
、
長
繊
維
な
の
で
大
量
生
産
に
は
向
か
ず
、
麻
を 

素
手
で
さ
い
て
も
と
を
つ
く
り
、
片
撚
り
機
に
入
れ
て
片
撚
り
、
更
に
双
子
糸
の
場
合
は
二
本
合
せ
て
撚
り
合
せ
て
糸
を
つ
く
る
。
そ
の
人
の
手
性
に 

もX

る
が
、
糸
は
千
葉
県
勝
浦
の
漁
網
屋
に
行
つ
た
り
し
て
毎
月I

、

二
回
ほ
ど
外
交
に
出
て
、
注
文
は
電
話
や
電
報
で
受
け
た
。
サ
バ
、
ヵ
ッ
オ
、
 

イ
ヵ
釣
り
用
の
釣
糸
だ
つ
た
。
最
初
は
珍
し
く
好
評
で
あ
つ
た
が
、
三+

年
こ
ろ
に
な
る
と
ナ
イ
ロ
ン
糸
が
普
及
し
て
次
第
に
衰
え
て
行
つ
た
。
ナ
イ 

ロ
ン
糸
の
出
は
じ
め
こ
ろ
は
、
手
ざ
わ
り
が
ち
が
つ
て
老
漁
師
が
い
や
が
つ
て
麻
糸
が
強
か
つ
た
が
、
麻
は
、
柿
渋
を
く
れ
て
使
わ
な
い
と
弱
か
つ
た



大

正+

二
年
九
月

大

麻

栽

培

ノ

方

法

吾

妻

郡

岩

島

村

片
貝 

新
十
郎

前 

略

〇
で
、
ど
う
しX

う
も
な
か
っ
た
。

(

原
町 

斉
藤
万
作
氏•

談)

(

岩
島
村
農
業
協
同
組
合
麻
糸
加
工
所)

昭
和
二+

五
、
六
年
の
こ
ろ
麻
が
再
統
制
さ
れ
て
、
個
人
の
加
工
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
斉
藤
万
作
氏
は
岩
島
農
協
に
籍
を*

い
て
、
 

自
分
の
工
場
と
農
協
の
工
場
と
の
両
方
を
管
理
す
るX

う
に
な
っ
た
。
当
初
七
人
で
始
め
た
が
、
最
盛
期
、
農
協
と
合
併
時
に
は
三+

人
ほ
ど
で
生
産 

は
一
日+

/
 +

五
靱
、
年
間
で
ー
ー
、五
ト
ン
か
ら
ー
ー
ー
ト
ン
の
生
産
を
し
て
い
た
。
盛
期
は
二+

五
、
六
年
か
ら
三
十
二
年
の
間
で
、
三
十
二
年
こ
ろ
か
ら 

ナ
ィ
ロ
ン
糸
の
え
い
きX

う
が
強
く
出
て
来
て
三+

五
、
六
牟
こ
ろ
終
り
に
な
っ
た
。

原
料
麻
は
、
地
元
糸
を
仕
入
れ
て
や
っ
た
。
直
接
買
い
入
れ
と
、
農
協
買
い
入
れ
の
も
の
と
で
や
っ
て
い
た
。

製
品
の
規
格
は
、
す
べ
て
百
尋
の
長
さ
で
統
一
し
て
重
量
で
規
格
を
き
め
て
い
た
。

(

原
町 

斉
藤
万
作
氏•

談)

八
、
資

料

(表紙)



大

麻

栽

培3

方
法

一
、 
気 

候

麻
ハ
温
帯
ノ
地
ー
ー
栽
培
ス
、
成
熟
期
短
キ
ヲ
以
テ
我
地
方
二
於
テ
ハ
播
種
後
収
穫
期
マ
デ
百
八
日
乃
至
百+

五
日
ヲ
要
ス
。
麻
ノ
栽
培
卜
降
霜
ト
ハ 

密
接
ノ
関
係
ア
リ
、
春
季
最
終
ノ
降
霜
止
ム
事
早
キ
年
ハ 

麻
ノ
成
長
ヲ
能
ク
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
又
霜
二
次
デ
肝
要
ナ
ル
条
件
ハ
温
度
ノ
変
化
、
暴
風
雨 

等
ナ
リ
、
播
種
後
収
穫
迄
二
温
度
激
変
シ
テ
俄
二
低
下
ス
ル
時
ハ
成
長
ヲ
妨
ゲ
、

一
時
成
育
ヲ
止
ム
ル
事
ア
リ
、
又
、
五
、
六
月
頃
二
至
リ
テ
大
風
暴 

風
雨
等
ア
ル
ト
キ
ハ
、
収
穫
絶
無
ト
ナ
ル
如
キ
場
合
ア
リ
、
故
二
温
度
適
順
ニ
シ
テ
暴
風
雨
又
ハ
雹
害
ナ
キ
時
ハ
、
豊
作
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
ベ
シ

二
、 
土 

質

土
質
ハ
礫
質
壤
土
、
壤
土
、
軽
较&

土
等
ヲ
適
当
ト
シ
、
土
地
ハ
稍
南
へ
傾
斜
シ
テ
最
少
量
ノ
湿
気
ヲ
帯
ル
場
所
ヲ
最
良
ト
ス

麻
ヲ
栽
培
ス
ル
ニ
際
シ
其
ノ
伸
長
宜
キ
土
地
ハ
安-

山
岩
ノ
崩
壊
二
依
リ
テ
生
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

一
般
二
酸
化
鉄
ヲ
有
ス
ル
事
多
ク
シ
テ
、
 

燐
酸
吸
収
カ
モ
概
シ
テ
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
土
質
ニ
ハ
適
量
ノ
燐
酸
質
肥
料
ヲ
施
ス
事
肝
要
ナ
リ
、
此
ノ
土
壤
ノ
主
要
成
分
タ
ル
窒
、素
ノ
量
ハ
稍
多 

キ
モ
、
燐
酸
加
里
ノ
分
量
少
キ
事
ア
リ
、
以
テ
窒
素
質
肥
料
卜
共
ー
ー
燐
酸
質
肥
料
、
加
里
質
肥
料
ノ
施
用
ヲ
怠
ル
可
ラ
ズ
、
又
、
麻
ノ
伸
長
セ
ザ
ル
土 

地
ハ
花
崗
岩
ノ
崩
壊
ニ
ヨ
リ
テ
生
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
土
地
堅
ク
、
窒
素
肥
料
ノ
吸
収
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
之
二
反
シ
テ
燐
酸
肥
料
ノ
効 

験
ハ
薄
弱
ナ
リ
、
故
二
此
ノ
土
壤
ハ
窒
素
肥
料
ヲ
多
量
二
施
シ
テ
其
ノ
理
学
的
性
質
ノ
改
良
卜
共
二
之
ヲ
肥
料
ナ
ラ
シ
ム
ル
事
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
燐 

酸
質
肥
料
ヲ
施
ス
モ
概
シ
テ
其
ノ
効
果
少
ク
、
加
里
ハ
相
当
二
之
ヲ
有
ス
ル
ガ
故
二
、
窒
素
肥
料
ノ
施
用
ヲ
怠
ラ
ザ
ル
事
肝
要
ナ
リ

三
、 
肥 

料

一
、 
打

肥

打
肥
ハ
ー
月
ヨ
リ
三
月
中
旬
迄
二
降
雪
ノ
際
、
尿
若
ク
ハ
人
糞
尿
ヲ
畑
一
面
二
撤
布
打
肥
ト
ス
、
都
合
二
回
乃
至
三
回
ト
ス
、
人
尿
ハ
其
ノ
マ
マ
、
 

人
糞
尿
ハ
四
升
ヲ
ー
荷
ト
シ
、+

二
荷
位
ヲ
施
ス
モ
ノ
ト
ス
、

二
、 
掛

肥

掛
肥
ト
ハ
、
畑
耕
転
ノ
際
、
未
熟
厩
肥
ヲ
引
キ
込
ム
ヲ
云
ゥ
、

一
反
歩
ー
ー
ツ
キ
百
五+
貫
以
下
ト
ス
ベ
シ
、
耕
転
時
期.
ハ
十
一
月
下
旬
ヨ
リ
十
二
月 

上
旬
迄
ヲ,
第
一
回
ト
シ
、
翌
年
二
月
下
旬
ヨ
リ
三
月
上
旬
迄
、
第
二
回
、
三
月
中
旬
ヨ
リ
同
月
下
旬
迄
ヲ
第
二
回
ト
ス
、
此
ノ
三
回
目
ノ
際
引
込
ム
ベ 

シ



三
、
元

肥

元
肥
ト
ハ
、
播
種
ノ
際
二
肌
肥
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
云
ウ
、
其
ノ
分
量
ハ
左
ノ
如
シ

厩
肥
百
五+

九
貫
、
人
糞
尿«

石
五
斗
、
米
糖
八
斗
、
蚕

糞
(

乾
燥)

四
斗
四
升
、
酒
粕+

七
貫
五
百
匁
、
酒
粕
の
代
リ
ニ
大
豆
粕
六
貫
ヲ
使
用
ス 

ル
コ
ト
ア
リ

以
上
分
量
中
蚕
糞
、
酒
粕
、
大
豆
粕
ハ
水
ヲ
入
レ
テ
溶
解
シ
テ
用
ユ
べ
シ
、
右
ハ
能
ク
混
和
シ
テ
踏
切
リ
、
ア
タ
カ
モ
摺
鉢
ヲ
伏
セ
タ
ル
如
ク
ニ
塊 

メ
、
藁
蔬
ノ
類
ヲ
覆
ヒ
テ
備
イ
置
キ
、
米
靡
ヲ
醱
酵
セ
シ
ム
ベ
シ
。
又
、
当
時
ハ
人
糞
尿
ノ
如
キ
水
ノ
物
ハ
打
肥
ト
シ
、
其
ノ
他
厩
肥
、
米
く

、
蚕
糞 

ハ
乾
燥
ノ
マ
マ
畦
間
二
撒
布
ス
ル
モ
ノ
ア
リ

場
所
ニ
ヨ
リ
播
種
ノ
際
、
水
肥
ト
シ
タ
ル
時
、
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
、
過
燐
酸
石
灰
、
完
全
人
造
肥
料
ヲ
適
量
二
使
用
ス
ベ
シ

(

備
考)

前
表
中
厩
肥
ハ
夏
肥
ニ
シ
テ
、
夏
土
用
中
ノ
モ
ノ
ヲ
最
良
ト
ス
、
敷
ク
シ
テ
麻
ノ
伸
長
適
度
ノ
土
壤
ニ
ハ
人
糞
尿
ノ
如
キ
窒
素
質
肥
料
ヲ 

減
シ
、
米
耀
ノ
如
キ
燐
酸
質
肥
料
、
加
里
肥
料
ヲ
増
ス
コ
ト
ス
、
硬
ク
麻
ノ
伸
長
宜
シ
カ
ラ
ザ
ル
土
壤
ニ
ハ
燐
酸
加
里
肥
料
ヲ
減
ジ
窒
素
肥
料
ヲ
増 

ス
コ
ト
ニ
心
ヲ
用
ウ
ル
事

四
、
栽
培
方
法

一
 

擢
種
期

播
種
期
時
期
ハ
、
四
月
上
旬
ヨ
リ
中
旬
迄
ト
ス
、
第
三
回
耕
転
後
、
晴
天
三
四
日
続
キ
テ
、
土
壤
乾
燥
セ
ル
時
、
金
熊
手
ニ
テ
土
塊
ヲ
崩
か
い
し
て 

平
カ
ニ
シ
、
克
久
乾
燥
セ
ル
時
、
畦
巾
八
寸
乃
至I
尺
迄
ノ
畦
ヲ
定
メ
、
前
述
セ
シ
踏
肥
ヲ
直
径
四
尺
、
深
さ
一
尺
五
寸
位
ノ
大
桶
二
入
レ
、
九
斗
五 

升
ヨ
リ
ー
石
ぐ
ら
い
の
水
二
溶
解
シ
テ
水
肥
ト
ナ
シ
、
畦
間
二
引
キ
、
直
接
二
種
子 

一
反
歩
二
付
キ
四
升
ヲ
蒔
キ
、
畦
ヲ
小
鍬
ニ
テ
作
リ
乍
ラ
、
土
ヲ 

薄
ク
平
カ
ニ
覆
ウ
モ
ノ
ナ
リ

二
、 
手

入

播
種
後
六
、
七
日
ニ
シ
テ
発
芽
ヲ
見
ル
ナ
リ
、
其
ノ
後
約+
日
間
ヲ
経
、
五
、
六
寸
位
二
伸
長
ス
ル
ヲ
適
度
ト
シ
、
晴
天
ノ
日
ヲ
撰
ミ
テ
第
一
回
ノ 

間
引
ヲ
ナ
シ
、
直
チ
ニ
中
耕
ヲ
行
ウ
、
後
一
尺
ヨ
リ
ニ
、
三
寸
位
二
伸
長
セ
シ
時
、
又
第
二
回
ノ
間
引
ヲ
行
ウ
モ
ノ
ト
ス
、
其
ノ
後
大
麻
収
穫
期
迄 

ハ
 

別
二
施
肥
、
手
入
無
シ

三
、 
収
穫
期
及
方
法

播
種
後
百
八
日
ヨ
リ
百+

五
日
ヲ
経
過
ス
レ
バ
、
収
穫
期
ト
ナ
ル
、
即
チ
七
月
下
旬
ヨ
リ
八
月
上
旬
ト
ナ
ル
ナ
リ
、
其
ノ
時
ハ
、
大
麻
ノ
葉
黄
色
ヲ



帯
ブ
ル
ヲ
普
通
ト
ス
、
而
シ
テ
其
ノ
時
二
至
リ
、
抜
採
ト
テ
畑
ヨ
リ
抜
キ
取
リ
、
長
麻
、
中
麻
、
短
麻
、
太
麻
、
屑
麻
ノ
五
通
リ
ー
ー
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
、
 

ソ
レ
ヲ
麻
切
鎌
卜
称
シ
、
長
サ 

寸
位
ノ
柄
ノ
短
キ
モ
ノ
ニ
テ
根•

葉
ヲ
取
リ
、
凡
ソ
ー
尺
廻
リ
ニ
束
ネ
、

ソ
レ
ヲ
三
個
ズ
ッ
束
ネ
テ
生
麻I

束
卜
称 

ス
、
而
シ
テ
長
麻
ハ
六
尺
五
寸
二
切
留
メ
、
中
麻
ハ
、
長
キ
モ
ノ
ハ
長
麻
卜
同
等
二
、
短
キ
モ
ン
ハ
六
尺
四
寸
以
下
ト
ス
、
短
麻
ハ
五
尺
八
寸
ヨ
リ
六 

尺
二
、
太
麻
、
屑
麻
ハ
適
度
ニ
シ
、
屑
麻
ハ
大
概
束
ネ
麻
ト
ナ
ス

大

麻

ノ

管

理

及

加

エ

ノ

方

法(

附
採
種
ノ
方
法)

採
収
シ
タ
ル
生
麻
ハ
、
之
ヲ
高
サ
四
尺
、
長
径

ー

ニ
尺
、
短
径
一
尺
八
寸
位
ノ
、
惰
円
形
の
桶
二
湯
ヲ
沸
騰
セ
シ
メ
、
生

麻I

束

ヅ

ッ

、
三
分
間
浸 

入
ス
ベ
シ
、
(

生
麻
五
束
位
ヲ
度
ト
シ)

晴
天
ノ
日
ニ
ー
日
乾
シ
、
生
麻
二
束
合
セ
テI

束
ト
ス
、
ノ
レ
ヨ
リ
士
日
間
干
シ
、
次
々
上
湯
卜
称
シ
テ
マ 

タ
モ
湯
二
入
レ
、
取
リ
出
シ
テI
日
間
ヨ
ク
干
シ
テ
家
屋
内
二
横
タ
エ
テ
貯
蔵
ス
、
乾
燥
ノ
際
、
雨
天
連
続
ス
ル
コ
ト
度
々
ア
ル
時
ハ
、
稍
乾
燥
シ
タ 

ル
モ
ノ
ハ
仮
二
屋
内
二
貯
蔵
ス
、
又
、
乾
燥
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ 

「
バ
ク
テ
リ
ヤ
」
ノ
作
用
二
依
リ
テ
黒
点
ヲ
生
ジ
、
粘
気
ヲ
催
ス
、
然
ル
故
「
バ
ク
テ
リ 

ヤ
」
ノ
繁
殖
ヲ
防
グ
ニ
注
意
シ
熱
湯
二
浸
シ
テ
屋
内
二
拡
ゲ
、
火
カ
ヲ
以
テ
干
ス
ナ
リ 

/ 

二
、
加
エ
ノ
方
法

イ
ヨ
イ
ヨ
干
揚
タ
ル
時
ハ
即
チ
八
月
下
旬
ナ
リ
、
其
ノ
時
干
麻I

束
ヲ
四
分
シ
テ
束
ネ
オ
キ
、
麻
舟
卜
称
シ
テ
深
サ
八
寸
、
長
サ
七
尺
、
幅
二
尺
五 

寸
位
ノ
木
舟
二
水
ヲ
盛
リ
、
束
ネ
オ
キ
タ
ル
大
麻
ヲ
浸
シ
テ
乾
燥
セ
ザ
ル
薄
暗
キ
所
二
横
ニ
シ
、
蔬
ノ
類
ヲ
掛
ケ
、
温
度
ハ
華
氏
寒
暖
計
ノ
オ
ヨ
ノ
七 

+

度
位
ト
シ
、
ナ
ル
ベ
ク
ー
日
二
回
、
朝
タ
ト
湿
シ
テ
貯
蔵
ス
ベ
シ
、
其
ノ
翌
日
モ
前
日
通
リ
イ
タ
シ
、
毎
日
休
ム
事
ナ
ク
繰
返
セ
バ
、
三
日
目
位
二 

シ
テ
ヨ
ウ
ヤ
ク
麻
皮
二
粘
気
ヲ
生
ズ
、
此
ノ
時
ヲ̂

取
リ
ノ
好
時
期
ト
ス
、
此
ノ
期
二
至
リ
テ
麻
殼
ヲ
取
リ
出
シ
、
太

キ

ハ

ニ

、

フ
ッ
ウ
ハ
三
本
ヅ 

ッ
ヲ
左
手
二
持
チ
、
右
手
ヲ
以
テ
根
本
ノ
方
ヲ
三
、
四
寸
折
リ
、
其
ノ
折
リ
ロ
ノ
皮
ヲ
右
手
二
持
チ
、
左
手
ニ
テ
麻
殼
ヲ
平
二
持
チ
テ
剝
取
リ
、

ノ
レ 

ヲI

手
ト
シ
テ
細
長
ク
曲
ゲ
テ
重
積
シ(

但
シ
干
麻
一
束
ヲ
四
分
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
ー
結
ト
ス)

、
日
光
二
当
ラ
ザ
ル
様
屋
内
二
掛
ケ
オ
キ
、
而
シ
テ
別 

二
備
イ
オ
キ
タ
ル
木
舟
二
水
ヲ
盛
リ
、
前
掛
ケ
オ
キ
タ
ル
麻
皮
ヲ
水
二
入
レ
テ
直
チ
ニ
取
リ
上
ゲ
テ
、
軽
ク
絞
リ
、
加
エ
ニ
取
リ
カ
カ
ル
ナ
リ

加
エ
ニ
取
リ
掛
ル
ニ
ハ
、
高
サ
五
、
六 

寸
、
長
サ
八
尺
ヨ
リ
ー
尺
位
、
幅
七
寸
位
ノ
箱
二
類
似
シ
タ
ル
腰
掛
台
ヲ
備
イ
オ
キ
、
之
二
腰
ヲ
掛
ケ
、
右
隨 

ヲ
屈
折
シ
テ
、
足
ヲ
腰
掛
台
ノ
下
二
入
レ
、
左
髓
ヲ
屈
折
シ
テ
直
立
ニ
シ
、

マ
タ
、
麻
引
台
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ヲ
稍
斜
メ
五
寸
前
二
備
ウ
ベ
シ

其
ノ
麻
引
台
ノ
構
造
ハ
、
高
サ
三
、
四
寸
、
幅
四
寸
、
長
サ
ニ
尺
五
寸
位
ノ
台
ヲ
向
ウ
ノ
端
ハ
前
ヨ
リ
モ
三
分
下
リ
、
中
央
二
分
円
周
ノ
ー
部
如
ク 

低
キ
ヲ
良
シ
ト
ス
、

ノ
レ
ニ
「
方
言
麻
板
」
卜
称
ス
ル
信
州
木
曽
山
中
二
有
ル
老
桧
木
ニ
シ
テ
正
目
ノ
板
ヲ
張
リ
、
前
端
二
「
方
言
サ
ン
」
卜
称
ス
ル



厚

ミI

分
五
厘
ヨ
リ
ニ
分
幅
五
分
、
長
サ
四
寸
、
即
チ
麻
引
台
ノ
幅
卜
同
ジ
モ
ノ
ノ
木
片
ニ
テ
、
高
所
ヲ
作
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
其

ノ

「
サ
ン
」
ノ
高
サ
ハ 

板
面
ヨ
リ
三
分
五
厘
ヨ
リ
四
分
位
ヲ
良
ト
ス
、
但

シ

「
サ
ン
」

ハ
片
ヲ
縦
二
用
イ
ル
可
シ
、
其

ノ

外

「
方
言
ヲ
カ
キ
」
卜
称
ス
ル
麻
引
剃
刀
ヲ
木
片
二 

附
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
ソ
コI

I

於
テ
道
具 

I

式
揃
イ
タ
レ
バ
、
精
麻
二
取
リ
カ
カ
ル
モ
ノ
ナ
リ

前
水
ヨ
リ
取
リ
揚
ゲ
タ
ル
麻
皮
ヲ
、

一  

手
ヅ
ッ
台
ノ
上
一I

載
セ
、
右

手

二

「
麻
カ
キ
」
ヲ
持
チ
、
左
手
ー
ー
麻
皮
ヲ
持
チ
テ
、
板

卜

「
麻
カ
キ
」
ノ
間 

ー
ー
入
レ
「
麻
カ
キ
」
ヲ
以
テ
表
皮
及
ビ
水
分
ヲ
磨
撫
ナ
ガ
ラ
左
手
ニ
テ
引
出
シ
、
尚
及
バ
ザ
ル
所
ハ
左
隨
ヲ
倒
シ
之
二
掲
ゲ
テ
引
出
シ
、
又
、
持
チ
直 

シ
テ
根
皮
ヲ
前
卜
同
様
二
引
キ
出
シ
、
左
ノ
方
二
何
故
ト
モ
ナ
ク
重
ネ
オ
キ
、
夕
方
二
至
リ
テ
、
竹
竿
二
掛
ケ
、
六
枚
ヨ
リ
八
枚
ヲ
度
ト
シ
テ
結
ビ
、
 

又
、
根
本
ノ
方
ヲ
五
、
六
寸
ヨ
リ
八
寸
迄
ヲ
残
シ
テ
結
ビ
テI

掛
ト
シ
、
日
カ
ゲ
ニ
テ
乾
ス
ナ
リ
、
且
ッ
五
。
六
日
ヲ
経
過
セ
バ
、

I

掛
ヲ
七
ッ
合
セ 

テ

「
ー  

ハ
ッ
シ
」
ト
シ
テ
ノ
レ
ヲ
合
セ
テ
五
百
匁
ノ
束
ニ
シ
テ
、
大
紙
ニ
テ
包
ミ
、
貯
蔵
ス
ベ
シ
、
又
此
ノ
五
百
匁
ノ
束
ヲ
合
セ
テ
三
貫
五
百
匁
ト
ナ 

シ
、
之
ヲ
ー
連
卜
称
ス
ル
ナ
リ

三
、 
採
種
ノ
方
法

我
地
方
二
於
テ
ハ
、
既
二
七
月
下
旬
、
即
チ
麻
抜
採
ノ
際
ニ
ハ
、
畑
ノ
周
囲
二
三
畦
ヨ
リ
五
畦
位
ヲ
残
置
ス
ベ
シ
、
其
ノ
麻
、
九
月
上
旬
二
至
リ
テ 

イ
ヨ
イ
ヨ
雄
麻
開
花.
ス/

然
ル
ニ
雌
麻 

ハ
開
花
セ
ズ
シ
テ
実
ヲ
結
ブ
モ
ノ
ナ
リ
、
其
ノ
期
二
於
テ
雄
麻
取
リ
テ
行
ウ
、
而
シ
テ+

月
下
旬
ヨ
リ+
 I

月 

上
旬
二
至
レ
バ
麻
種
子
ノ
収
穫
期
ナ
リ
、
斯
ク
テ
其
ノ
期
二
至
レ
バ
鎌
ニ
テ
刈
リ
取
リ
、
縄
ニ
テ
シ
バ
リ
、
小
屋
、
物
置
等
ノ
軒
下
二
垂
シ
テ
乾
燥
ス 

ル
モ
ノ
ナ
リ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
充
分
乾
燥
セ
バ
、
持
チ
来
リ
、七
摩
ノ
類
ヲ
庭
園
二
敷
キ
棒
ニ
テ
打
落
ト
シ
、
実
卜®

ト
ヲ
唐
箕
ニ
テ
吹
キ
分
ケ
テ
、
箱
ノ
類 

二
入
レ
、
貯
蔵
ス

四
、 
需
用
地
卜
大
麻
ノ
格
付

本
村
ノ
大
麻
需
用
地
ハ
、
北
陸
道
、
東
海
道
、
畿
内
、
山
陰
道
等
ヲ
主
ト
シ
、
其
ノ
他
各
地
二
渉
リ
テ
多
少
ノ
取
引
ヲ
行
イ
ッ
ッ
ア
リ
、
本
村
中
ノ 

生
産
人
ノ
製
麻
二
付
キ
、
其
ノ
格
付
ヲ
ナ
ス
ニ
当
り
、
最
モ
必
要
ナ
ル
条
件
ハ
、
生
産
者
ノ
技
両
二
依
ル
優
劣
卜
管
理
ノ
良
否
二
依
リ
テ
製
品
二
及
ボ 

ス
用
途
ノ
適
不
適
ヲ
考
査
シ
、
検
査
人1

1

於
テ
品
等
呼
号
ヲ
附
ス
、

今
、
左
二
其
ノ
格
付
ー
ー
依
ル
品
等
及
呼
号
、
其
ノ
用
途
、
並
ビ
ニ
需
用
地
及
ビ
生
産
地
方
等
の
概
況
ヲ
記
シ
テ
参
考
二
資
セ
ン
ト
ス

第一

(

呼
号)

吾
妻
錦

本
村
製
麻
格
付
ー
ー
於
ケ
ル
最
優
等
品1

ー
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
上
等
ノ
網
糸
、
鰹
、
鯛
等
ノ
釣
糸
、
最
上
等
ノ
麻
織
物
用
、
原
料
弊
く

、
帳
綴
糸
、
弓



弦
、
捕
鳥
用
霞
網
糸
、
夏
洋
服
地
原
料
、
祝
賀
贈
答
品
、
高
等
装
飾
品
等
ニ
シ
テ
、n

レ
ガ
需
用
地
ト
シ
テ
ハ
織
物
原
料
ト
シ
テ
富
山
県
、
石
川
県
、
 

奈
良
県
ー
ー
販
路
ヲ
有
シ
、
漁
業
用
ト
シ
テ
ハ 

三
重
県
、
静
岡
県
、
宮
城
県
、
愛
媛
県
等
へ
販
売
シ
、
弓
弦
用
ト
シ
テ
ハ
東
京
府
へ
販
売
セ
リ
、
其
ノ
他 

少
量
ヅ
ツ
ノ
使
用
ハ
各
府
県
へ
販
売
セ
リ
、
而
シ
テ
吾
妻
錦
ハ
コ
レ
ヲ
特
等
及
並
等
二
区
分
シ
、
特
等
ハ
引
力
、
色
沢
、
繊
維
二
独
特
ナ
ル
優
美
、
強 

靭
ヲ
備
へ
、
他
二
類
似
ナ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
産
額
四
百
貫
内
外
ニ
テ
、

コ
レ
ガ
産
地
ハ
本
郡
岩
島
村
大
字
三
島
ノ 

ー
部
二
限
レ
リ
、
並
等
ノ,
モ
ノ
ハ 

其
ノ
産
額
二
千
貫
内
外
、

三
島
、
厚
田
ノ
ニ
大
字
ヨ
リ
生
産
シ
、
他
ノ
大
字
ヨ
リ
産
出
セ
ル
モ
ノ
ハ
製
麻
当
時
類
似
セ
ル
モ
ノ
モ
、
翌
春
二
至
リ
梅
雨 

ノ
季
節
ヲ
経
レ
バ
、
色
沢
ヲ
失
シ
、
引
力
退
減
シ
、
品
質
悪
変
ス
ル
ノ
オ
ノ
レ
ア
リ
、
故
二
本
村
ハ
最
優
等
品
ノ
査
定
二
当
リ
テ
ハ
、
管
理
、
加
工
、
 

生
産
地
等
ヲ
モ
調
査
シ
、
需
用
先
二
於
テ
欠
点
ヲ
釆
サ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ニ
注
意
シ
、
以
テ
本
村
生
産
人
製
麻
ノ
真
価
ヲ
墜
サ
ザ
ル
コ
ト
ニ
腐
心
ス

第

二
(

呼
号)

黄
金

本
村
ノ
製
麻
格
付
二
於
ケ
ル
優
等
品
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
上
等
ノ
麻
布
用
效_

 

漁
網
用
糸
、
夏
洋
服
地
原
料
、
祝
賀
贈
答
品
、
縮
布
原
料
等
二 

ジ
テ
、

コ
レ
ガ
需
用
地
ト
シ
テ
ハ
富
山
県
、
奈
良
県
、
石
川
県
、
島
根
県
、
三
重
県
、
新
潟
県
、
千
葉
県
、
山
口
県
、
静
岡
県
、
愛
媛
県
、
宮
城
県
、
 

。
 

等
へ
販
売
ス

黄
金
階
級
ノ
麻
ハ
、
其
ノ
産
額
四
千
貫
内
外
ニ
シ
テ
、
岩
島
村
二
於
テ
ハ
各
大
字
ヨ
リ
製
出
ヲ
見
ル
モ
、
他
ノ
町
村
二
在
リ
テ
ハ
原
町
ノ
ー
部
ヨ
リ 

僅
少
ノ
産
出
ア
ル
外
、
其
ノ
製
出
ヲ
見
ザ
ル
ナ
リ

第

三
(

呼
号)

満
月

本
村
製
麻
格
付
二
於
ケ
ルI

等
品
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
中
等̂

H

 

漁
網
用
糸
、
蚊
張
原
料
糸
、
畳
縦
糸
、
家
庭
日
用
品
等
ニ
シ
テ
、

コ
レ
ガ
需 

用
地
ト
シ
テ
ハ
愛
知
県
、
富
山
県
、
奈
良
県
、
島
根
県
、
新
潟
県
、

三
重
県
、
山
口
県
、
静
岡
県
、
愛
媛
県
、
宮
城
県
、
青
森
県
へ
販
売
セ
リ

満
月
階
級
ノ
麻
ハ
年
額
五
千
六
百
貫
ー
ー
シ
テ
、
岩
島
村
、
原
町
、
坂
上
村
ノ
三
ケ
町
村
ヨ
リ
製
出
セ
ラ
ル

第

四
(

呼
号)

山
吹

本
村
製
麻
格
付
二
於
ケ
ル
ニ
等
品
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
漁
網
用
糸
、
蚊
張
原
料
糸
、
暖
簾
縄
、
莛
縦
糸
、
馬
具
、
真
縄
等
ー
ー
シ
テ
、

コ
レ
ガ
需
用 

地
ハ
新
潟
県
、
三
重
県
、
愛
知
県
、
千
葉
県
、
静
岡
県
、
東
京
府
、
神
奈
川
県
等
へ
販
売
セ
リ



山
吹
階
級
ノ
麻
ハ
、
年
産
額
四
千
貫
内
外
ー
ー
シ
テ
岩
島
村
、
原
町
、
坂
上
村
ノ
三̂

町
村
ヨ
リ
製
出
ス

第

五
(

呼
号)

黄
鳥

本
村
製
麻
格
付
二
於̂

ル
三
等
品
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
漁
網
用
具
、
蚊
張
原
料
糸
、
蚕
網
原
料
糸
、
細
縄
、
馬
具
、
真
縄
等
ナ
リ
、
需
用
地
ノ
重 

ナ
ル
モ
ノ
ハ
県
円
及
愛
知
県
、
新
潟
県
、
千
葉
県
、
鳥
取
県
等
へ
販
売
ス
、
黄
鳥
階
級
ノ
麻
ハ
年
産
額
二
千
五
百
貫
内
外
ー
ー
シ
テ
、
岩
島
村
、
坂
上
村 

原
町
ノ
三
ケ
町
村
ヨ
リ
製
出
ス

第

六
(

呼
号)

紅
葉

本
村
製
麻
格
付
二
於
ケ
ル
四
等
品
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
縄
用
、
網
用
、
真
縄
用
、
馬
具
、
家
庭
用
等
ニ
シ
テ
、
需
用
地
ハ
県
内
及
東
京
市
、
愛
知 

県
、
新
潟
県
、
千
葉
県
、
鳥
取
県
等
へ
販
売
セ
リ
、
紅
葉
階
級
ノ
麻
ハ
年
産
額
千
五
百
貫
内
外
ニ
シ
テ
、
岩
島
村
、
原
町
、
坂
上
村
ノ
三
ケ
町
村
ヨ
リ 

製
出
ス

第

七
(

呼
号)

長
野
原

本
村
製
麻
格
付
二
於̂

ル
等
外
品
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
途
ハ
良
キ
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
真
縄
ト
ナ
ル
モ
、
大
部
分
ハ
網
用
ナ
リ
、
又
、
馬
具
用
ト
シ
テ
用 

ィ
ル
需
要
先
ハ
県
内
及
愛
知
、
三
重
、
東
京
ノ
各
府
県
へ
販
売
ス

長
野
原
階
級
ノ
麻
ハ
、
年
額
四
千
六
百
貫
内
外
ー
ー
シ
テ
、
長
野
原
、
六
合
村
ノ
ニ
ケ
村
ヨ
リ
製
出
ス
、
而
シ
テ
此
ノ
麻
ハ
、
管
理
及
ビ
加
エ
ノ
方
法 

粗
放
一 I

シ
テ
ト
ウ
テ
ィ
岩
島
村
製
出
ノ
モ
ノ
ト
比
較
ス
ル
能
ワ
ズ
、
本
組
合
ノ
区
域

1  
一
編
入
後
末
ダ
日
浅
ク
、
改
善
ヲ
普
及
ス
ル
ノ
暇
ナ
キ
今
日
二
於 

テ
ハ
、
如
何
ト
モ
ス
ル
能
ワ
ズ
、

サ
レ
ド
近
キ
将
釆
ヲ
期
シ
、
根
本
的
改
革
ヲ
遂
行
シ
、
優
良
ナ
ル
製
麻
ノ
産
地
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
様
漸
次
コ
レ
が
其
ノ 

改
良
方
法
ノ
講
究
ヲ
怠
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

(

阪

本

英

一
)



大正〜昭和初期の岩島麻写真

①

播

種

②

麻

こ

ぎ



⑤
 

麻

む

し
•

乾
燥

④
 

ネ

ド
•

麻
ひ
き



@

 

麻
ひ
き

®

出 

荷



(三島丸橋泰造提供)

⑦

糸

講

習



古

文

書

か

ら

見

た

岩

島

の

麻

吾
妻
の
麻
は
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
栽
培
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
商
品
と
し
て 

出
さ
れ
る
ょ
う
に
な
つ
た
か
を
郡
内
に
残
さ
れ
た
古
文
書
で
も
つ
て
述
べ 

る
こ
と
が
本
項
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

吾
妻
郡
は
、

「
鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
」

の
鶴
の
尾
の
部
分
に
当
る
と
こ 

ろ
で
あ
り
、
群
馬
県
総
面
積
の
約
二
割
に
当
る
、

ー
ニ
七
七
平
方
餅
の
面 

積
に
、
*

県
人
ロ
の
四
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
住
む
。
総
面
積
の
約
八 

割
‘が
山
地
で
あ
る
。
吾
妻
郡
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
吾
妻
川
は
、
上
信
国 

境
の
四
河
山
か
ら
流
れ
出
し
て
、
糯
恋
村
三
原
附
近
と
、
中
之
条
町
附
近 

に
盆
地
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
吾
妻
川
は
、
川
原
湯
附
近
で
川
巾
が
せ 

ば
ま
り
、
景
滕
吾
妻
溪
谷
を
つ
ぐ
り
、
吾
妻
郡
を
東
西
に
分
け
て
い
る
。

西
吾
妻
は
、
濡

恋•

長
野
原•

草

津•

六
合
の
四
ケ
町
村
で
あ
り
、
信 

州
文
化
の
影
響
が
強
い
。
東
吾
妻
は
、
中
之
条•

吾
妻•

東
•

高
山
の
四 

ケ
町
村
が
あ
り
、
中
之
条
盆
地
を
中
心
に
、
文
化
が
発
達
し
て
き
た
。

現
在
、
吾
妻
郡
内
で
麻
を
作
つ
て
い
る
の
は
、
吾
妻
町
の
三
島
地
区
で 

あ
る
。
麻
作
り
の
適
地
は
、
雨
量
が
多
く
て
、
水
は
け
がX

い
こ
と
。
日 

照
のM

い
こ
と
。
地
味
の
良
い
こ
と
の
他
に
、
良
い
麻
を
作
る
た
め
に
必 

要
な
こ
と
と
し
て
、
夏
の
風
が
当
て
な
い
と
こ
ろ
が
良
い
。
東
と
南
に
山 

を
持
つ
て
い
て
、
夏
の
嵐
な
ど
の
影
響
の
少
な
い
、
三
島
地
区
は
、
そ
う 

し
た
条
件
を
持
ち
、
麻
の
名
産
地
と
な
つ
た
。

麻
の
品
質
の
良
否
が
強
く
要
求
さ
れ
るX

う
に
な
つ
て
く
る
と
「
岩
島

の
麻
」
が
有
名
に
な
つ
て
く
る
が
、
織
物
の
原
料
等
に
使
用
し
た
古
い
時
代 

に
は
、
広
範
囲
に
作
ら
れ
て
い
たX

ぅ
で
あ
る
。

麻
に
つ
い
て
の
文
献
史
料
と
し
て
は
、
沼
田
藩
の
武
士
で
あ
つ
た
加
沢
平 

次
左
衛
門
の
「
加
沢
記
」
の
中
に
次
のM

ぅ
な
記
事
が
あ
る
。

①

加
沢
記
卷
之
三
「
海
野
兄
弟
御
退
治
、
矢
沢
頼
綱
無
二
心
事
」

海
野
兄
弟
と
申
は
、
吾
妻
三
原
の
地
頭
滋
野
の
未
葉
羽
尾
治
部
幸
世
道 

雲
入
道
、
二
男
海
野
長
門
守
幸
光
、
同
能
登
守
輝
幸
と
申
し
け
リ
。
道
雲 

入
道
は
生
害
あ
つ
て
舎
弟
二
人
が
斉
藤
越
前
守
に
属
し
け
る
。
斉
藤
没
落 

の
節
甲
府
へ
忠
節
あ
つ
て
、
三
原
郷
御
取
立
あ
つ
て
天
正
三
年
夏
の
頃
、
 

岩
櫃
の
城̂

預
、
滕
頼
公
〇
〇
〇
〇
〇I

門
悉
く
安
堵
の
思
を
な
し
て
、
 

吾
妻
守
護
代
な
リ
。
(

中
略)

奶
く
て
世
過
中̂

定
け
れ
ば
海
野
兄
弟
両
城 

を
持
固
め
給
ば
、
吾
妻 

一
郡
は
兄
弟
へ
御
渡
し
あ
ら
ん
と
昌
幸
公(

真®
}
 

御
約
束
あ
リ
し
に
、
吾
妻
郡
内
、
所
々
を
給
人
に
恩
附
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
 

兄
弟
無̂
^

束
思
わ
れ
、
昌
幸
公
に
佐
藤
豊
後
、
渡
利
常
陸
介
、
両
人
を
使 

者
と
し
て
申
さ
れ
け
れ
ば
、
昌
幸
公
御
返
答
に
、
尤
先
年
約
諾
の
申
ご
と 

く
、
貴
方
へ1

相
渡1

相
違
な
し
。
然
れ
ど
も
、
鎌
原
、
湯
本
、
植
栗
、
 

池
田
、
浦
野
、
西
久
保
、
横
谷
此
七
人
は
除
き
、
其
外
は
不
残
御
被
官
た 

る
べ
く
勿
論
恩
賞
の
事
も
御
斗
た
る
べ
し
。

と
御
返
事
あ
り
け
れ
ば
、
七 

人
を
付
ら
ざ
る
事
心
得
が
た
し
と
て
、
逆
心
の
企
顕
然
た
る
旨
、
彼
七
人 

の
加
判
に
て
、
湯
本
、
鎌
原
の
処
ょ
り
、
同

年
(

天
正
九
年)
+
 

一
月
上



旬
に
注
進
ぁ
リ
け
れ
ば
、
昌

幸

公(

略)

早
速
比
旨
を
甲
府
へ
注
進
し 

給
て
打
手
を
差
向
ら
る
。
(

略)

同
月
二+

 I

日
の
午
時
、
岩
櫃
に
御 

着
陣̂

つ
て
、
長
門
守
居
城
に
押
寄
せ
け
り
、
長
門
守
は
、
其
年
七
4- 

五
、
近
年
老
衰
し
て
不
眼
な
り
。
佐
藤
、
鹿
野
、
蜂
須
賀
、
渡
利
、
割 

田
(

略)

の|

党
を
先
と
し
て
、
真
田
の
御
味
方
に
参
て
、

|

度
に
ど 

つ
と
寄
せ
け
れ
ば
、
幸
光
眼
見
ざ
り
け
れ
ど
も
居
間
を̂

退
、
甲
胃
を 

帯
し
、
座
舗
の
内
へ
麻
が
ら
を
散
ら
せ
、
敵
寄
釆
り
麻
が
ら
を
踏
折
り 

し
方
を
三
尺
五
寸
の
太
刀
を
以
つ
て
払
伐
り
に
し
給
え
ば
、
矢
庭
に
七 

四
五
人
伐
伏
せ
残
兵
四
方
へ
は
つ
と
引
け
れ
ば
、
是
迄
と
て
腹
十
文
字 

に
く

切
り
館
に
火
を
か
け
七
十
五
歳
を
最
期
と
し
岩
櫃
の
草
葉
の
露
と 

消
給
ひ
け
る
。
」

麻
が
ら
を
散
り
敷
い
た
こ
と
で
麻
を
作
つ
て
い
た
こ
と
を
推
定
す
る 

こ
と
が
で
き
る
。
岩
櫃
城
周
辺
で
の
麻
作
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。
江
戸 

初
期
の
史
料
で
、
真
田
伊
賀
守
信
利
が
改
易
と
な
り
、
そ
の
直
後
に
作 

ら
れ
た
「
天®
^

年
上
野
国
沼
田
領
品
々
覚
書
」
(

加
沢
記
の
作
者
と 

同
じ
加
沢
平
次
左
衛
門
の
著
作)

に
次
の
項
目
が
ぁ
る
。

②
 
I
#

上
野
国
沼
田
領
品
々
覚
書(

加
沢
平
次
左
衛
門
原
著
、
萩
原
進

編
校
註
に
ょ
る
。)

綱

麻

之

事

一
、
綱
麻
其
年
之
相
場
ヲ
以
畑
方
年
貢
差
引
申
候
、
但
し
吟
味
仕
候
者 

我
妻
郡
原
町
矢
島
五
郎
兵
衛
と
申
百
姓
仕
候
。
依
之
地
役
之
儀
赦
免 

仕
候
事
。

真
田
氏
は
、
真
田
紐
を
つ
く
リ
全
国
的
に
売
り
歩
い
た
と
い
わ
れ
て 

い
る
。
真
田
紐
は
、
真
田
幸
村
の
考
案
し
た
も
の
で
、
幸
村
は
九
度
山 

に
蟄
居
中
に
、
家
釆
に
作
ら
せ
、
豊
臣
方
の
た
めI

報
活
動
を
兼
ね 

徳
川
方
の
城
下
に
紐
売
り
を
さ
せ
た
と
云
ぅ
。
真
田
織
と
も
呼
ば
れ 

る
こ
の
紐
は
、
天
正
ご
ろ
に
は
、
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
 

そ
の
真
田
氏
の
領
内
で
あ
る
吾
妻
の
原
町
に
、
綱
麻
を
吟
味
す
る
矢
島 

五
郎
兵
衛
を
置
い
て
い
る
。
麻
の
産
».
地
で
あ
る
こ
と
を
間
接
的
で
は 

あ
る
が
示
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
。

©

林
昌
寺
文
書(

中
之
条
町
伊
勢
町)

(

表
紙)

三
門
造
立
勤
化 

宝
満
山
林
昌
寺

伊
勢
町 

一

金
三
両 

伊
勢
町
弥
市
右
衛
門 

I

金
三
両 

藤

兵

衛
 

一

金
三
両 

重
右
衛
門

一

金
三
両 

所
左
衛
門 

I

金
窀
両 

勘
左
衛
門

(

以

下

中

略)

I

麻
骨
四
拾
六
駄
三
束 

一
麻
骨
三
拾
八
束

-

麻
骨
三
拾
八
束

他
日一

那
岩
下
村
中

" 

松
尾
名
主
半
左
衛
門 

.
〃

横
谷
名
主
助
右
衛
門



他
旦
那

I
麻
骨
百
五
拾
六
束 

三
島
名
主
佐
次
平

I
麻
骨
三
拾
駄 

〃

矢
倉
名
主
平
兵
衛 

一
麻
骨
弐+
八
駄 

〃

(

郷)

江
原
名
主
三
右
衛
門 

一
麻
骨
式-F

五
駄 

〃

厚
田
名
主
源
七
竜
蔵

(

中
略)

大
工
三
千
人 

大
工 

室
田
清
水
弥
次
兵
衛 

大

工

吉

三

郎

大

工

弥

七

郎

ぁ.

き
千
人 

木
引
徳

右

衛

門

才
引
共
ー
ー 

ソ
マ
新
右
衛
門

自
打
飯
二
而

人

足I

万
五
千
人 

旦
中
他
且
那
共

干
時
元
文
五
申
年S

寛
保
三
亥
年
迄
造
立

普
請
入
用
弐
百
両
余
者
借
用
也

±

野
国
我
妻
郡
伊
勢
町宝

満
山
林
昌
寺

現
住
金#w

m

海
蔵
寺
実
参 

〇

長
老
级
参

如
是
軒
麟
鳳

道
心
全
心

当
町
名
主

青
柳
重
右
衛
門

年
寄 

小
板
橋
藤
兵
衛

同

久
保
田
弥
市
右
衛
門

こ
の
史
料
は
、
中
之
条
町
、
伊
勢
町
の
曹
洞
宗
林
昌
寺(

開
基
は
、
真 

田
一
族
で
、
真
田
信
幸
の
家
老
を
つ
と
め
た
矢
沢
頼
綱
と
伝
え
ら
れ
て
い 

る
。)

の
山
門
を
造
立
し
た
時(

元

文

五(

一
七
三
六)

年
か
ら
寛
保
三 

(

一
七
四
四)

年
ま
で
の
七
年
間)

の
勤
化
帳
で
あ
る
。
旦
那
達
の
寄
進 

に
ま
じ
つ
て
、
他

旦

那(

岩
下
応
永
寺
の
！
那
で
同
宗
で
は
あ
る
け
れ
ど 

0

那
で
は
な
い)

で
あ
る
岩
島
地
区
の
名
主
達
が
、
屋
根
材
の
麻
骨(

釦 

が
ら)

を
寄
進
し
て
い
る
。
林
昌
寺
の0

那
の
多
い
中
之
条
盆
地
の
周
辺 

に
て
は
、
屋
根
材
の
下
地
で
あ
る
麻
が
ら
を
得
る
こ
と
が
出
釆
な
い
で
、
 

他0

那
で
あ
る
岩
島
地
区
か
ら
麻
が
ら
を
得
て
い
る
。
と
く
に
、
岩
下
村 

か
ら
は
、
四
-F

六
駄
三
束
と
い
ぅ
た
く
さ
ん
の
麻
が
ら
が
寄
附
さ
れ
て
い 

て
、
麻
を
扱
つ
て
い
る
人
が
多
か
つ
た
こ
と
が
知
れ
る
。+

八
世
紀
の
前 

半
頃
に
、
吾
妻
の
麻
と
し
て
か
な
り
の
栽
培
が
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
 

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
麻
を
商
品
と
し
て
「
江
戸
出
し
」
が
は
じ
ま
る
の
は 

+

九
世
紀
に
入
つ
て
か
ら
で
あ
り
、
岩
下
村
の
作
間
商
人
と
し
て
北
国
屋 

大
見
屋
等
が
活
躍
す
る
の
は
、
天
保
期
に
入
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ょ 

り
先
、
化
政
期̂

片
貝
清
兵
衛
家
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。



④

片
貝
亀
録
文
書(

吾
妻
町
岩
下)

岩
島
村
誌
ょ
り
抄
録

(

表
紙)

文
化
二
年
丑
ノ
八
月
吉
日

江
戸
麻
作
リ
上
諸
掛
覚
帳

上
州
我
妻
郡
岩
下
村 

片
貝
清
兵
衛

(

表
紙
裏)

原
町
渋
川
通
り 

後
藤
兵
右
衛
門 

金
古 

今
成
武
右
衛
門 

高
崎 

角
田
八
左
衛
門 

倉
賀
野 

田
口 

五
兵
衛 

江
戸
出
し
問
屋 

新
川
岸
通
り

中
之
条
町 

田
村
与
五
兵
衛 

渋
川
宿 

大
嶋
太
郎
兵
衛

惣
社
宿 

曽
我
重
郎
右
衛
門 

新
川
岸 

沼
田
善
左
衛
門

江
戸
本
舟
町 

白
子
屋
清
右
衛
門

覚

文
化
二
年
丑
ノ
八
月
吉
日

麻
荷
物
初
メ
而
出
し

江
戸
本
舟
町 

白
子
屋
清
右
衛
門

同 

伊
勢
屋
徳
三
郎

一  

厥
百
二+

貫
目

代
金
拾
八
両
三
分
卜
三
百
文
仕
入

外
ー
ー
か\

り
物

I
、

金
磨
分
弐
朱 

〇
〇
〇
豊
入
つ
く
り
ち
ん 

+

四
日

窄
駄
二
付 

百
三+

弐
文

I
、

六
百
六
拾
四
文 

中
之
条
迄
だ
ち
ん

I
、

三
貫
四
百
三
拾
六
文 

中
之
条 

か
し
ま
で
、
だ
ち
ん 

〆
金
壳
両
卜
百
四
文

八
月
二+
八
日
後
荷

白
子
屋
清
右
衛
門
殿
文
化
七
年
午
八
月
、
断
達
兼
候
而
、
無
拠
年
賦
金
願 

二
参
り
、
替
之
承
知
仕
候
、
千
三
百
四
拾
両
高
之
金
子
、
午
前/

せ
ケ
年 

賦

1

一
相
成

一
、
百
五
拾
文
春
駄 

川
原
畑
だ
ち
ん 

一
、
弐
百
五
拾
文
弍
駄 

大
平
だ
ち
ん

1
、

百

文
«

駄 

横
谷
村
だ
ち
ん

I
、

百
二+

四
文 

細
谷
村
だ
ち
ん

一
、
五
百
文 

む
し
ろ
弐
拾
枚

I
、

二+

文 

人
足

一
、
三
百
文 

な
わ
チ

 p
 

手
前
分
金1

1
+

壳

両
卜
六
匁
八
分
也 

ノ 
B
 

小
印•

王
印+

八
個
、
極
印
弐
個



「

麻
百
ー
ー +

五
貫
め

代
金
拾
九
両
弐
朱
卜
百
五
拾
弍
文
仕
入
金

八
月
二+

九
日

I
、

六
拾
四
文 

高
間
だ
ち
ん

一

、
百

文
 

松
尾
村
だ
ち
ん

一
、
五
拾
文 

大

村

だ

ち

ん

デ

八
月
三
日

I
、

百
五
拾
文 

川
原
畑
だ
ち
ん

1
、

弐
百
六
文 

な
わ
六
百
二+

I
、

六+

四
文 

な
わ
弍
百

一
、
五
百
文 

む
し
ろ
二+

I
、

六
百
六
拾
四
文
だ
ち
ん

八
月+

三
日

r

五
百
五+

文 

〇
〇
〇
〇
〇
頼
出
ス
小
使 

一
、
金
弐
分 

中
之
条
川
岸
迄
だ
ち
ん

I

、
弐
百
文 

人
足

〆
金
春
両
卜
四
百
三
拾
文

初
荷
代
金
弐
拾
四
両
弐
分
買
上

後
荷
代
金
弐
拾
三
両
買
上

金
弐
両
卜
五
百
三
拾
四
文
つ
り
だ
ち
ん
諸
色

二□

買
上

金
四
拾
四
両
三
分
卜«

〆
百
八
文
買
上

内
だ
ち
ん
か
ゞ
り
引

差
引
而

金
四
拾
弐
両
三
分
卜
五
百
七
拾
文
買
上

文
化
三
年
寅
ノ
三
月

江
戸
麻
出
し

寅
ノ
三
月

I
、

百
拾
貫
五
百
五
拾
め

代
金
弐
拾
弍
両
三
分
卜
三
百
六
拾
文

出
金
五
人
割
金
四
両
弐
分
卜
新
治
郎
分
四
百
七
文
か
リ
入 

外
ー
ー
麻
弍
貫
め

代
金
奉
分
弍
朱

壳
人
分
五
百
弐
文
也
、
五
ッ
割

ー
ー
ロ
〆(

以
下
切
れ)

八
月
ー
ー +

五
日
買
付

ーー
 +

六
両 

拾
八
固

+

九
両 

弐
固

ー
ー
ロ
〆
仕
切
金
弐
拾
五
両
皂
分
卜
三
百
ー
ー +

四
文

内
壳
両
窀
朱
三
百
ー
ー +
四
文
江
戸
に
引
取

残
分
買
上
金
弐
拾
四
両
三
文
取/



差
引
金
弐
両
弍
朱
利
也

八
月+

八
日
出

1
、

百
一1

+

五
貫
め 

麻

代
金
弐
拾
両
壳
分
弐
朱
卜
七
百
一1

+

四
文
出
金

外
一I

諸
掛
リ
壳
売
卜
拾
八
文

〆
金
弍
拾
皂
両
窄
分
弐
朱
卜
七
百
五
拾
三
文
出
金

九
月
一 

1  +

五
日
江
戸
ー
ー
而
仕
切
申
候,

1
1  +

五
両 

+

七
固

二
4-
両 

弐
固

+

六
両 

皂
固

〆
二+
固

内
金
窀
両
春
分
江
戸

1  
一
而
引

買
上

差
引
残
而
代
金
弐
拾
弐
両
三
分
卜
六
百
文
江
戸
に
て
仕
切 

内«

両
卜
拾
八
文
入
用
引

差
引
而
金
壳
両«

分
卜
五
百
七
拾
八
文
利

文
化
四
年
卯
八
月
二
十
二
日
麻
仕
入

八
月
二+

三
日

I
、

百
二+

四
貫
四
百
匁 

坪
目
仕
入

代
金
拾
九
両
三
分
弐
朱
卜
三
百
八
拾
二
文
仕
入

一
、
百
二+

五
貫
め

代
金
拾
九
両
弐
分
卜
弍
百
四
拾
四
文

外
二
諸
掛
リ

六
百
三
拾
弍
文 

村
だ
ち
ん

弐
朱
卜
三
百
文 

+

日
豊
八
つ
く
リ
賃

三
百
文 

な
わ
チ

六
百
二+

四
文 

原
町
迄
だ
ち
ん
五
た
ん 

金
弐
分 

く
ら
が
の
迄
だ
ち
ん

六
百
五
拾
文 

む
し
ろ
二+

枚
か\

リ

〆
金
皂
両
卜
三
拾
文

卯
八
月
二+

九
日
出
ス

諸
掛
リ
共
二

〆
金
弐
拾
両
三
分
弐
朱
卜
六
百
拾«

文
仕
入
金

卯+

二
月
三
日
二
請
取

此
買
上
金
弍
拾
弍
両
皂
分
弐
朱
卜
六
百
四
十
四
文

此
利
金
皂
両
弐
分
卜
三
拾
三
文
リ

卯
十
月
作
り

一
、
四
拾
五
貫
四
百
匁
仕
入

«

貫
五
百
め
青
右
衛
門

弍
朱
卜
五
百
文
長
右
衛
門
子 

|
|

ロ
〆«

両
弐
朱
也
佐
兵
衛



四
〆
代
金
三
分
也

〆
五
拾
六
貫
九
百
め

一
、
四+
弐

貫

め

川

原

湯•

川
原
畑 

代
金
六
両
三
分
也

弐
貫
五
百
め
内
遣

三
貫
め 

庄
右
衛
門

弐
分
也

三
貫
め
残
リ
物

弐
分
ト
ニ
百
文

六
百
め
弥
右
衛
門

六
百+

二
文

〆
九
貫
百
め

拾
二
貫
め
新
治
郎

代
金
春
両
三
分
弍
朱
二
百
文

士
它
貫
め 

弐
朱
卜
弐
百
文

«

貫
め 

手
作

代
弐
朱
卜
弍
百
文

+

月+

九
日
作
リ

二+

弐

貫

め

六+

八
貫
め

〆
金
拾
弐
両
弐
朱
七
百
六
拾
文 

五
拾
三
貫
九
百
匁 

隠
居
仕
入

代
金
七
両
武
分
弍
朱
卜
弐
百
二+

七
文

代
金
〆
拾
九
両
三
分
弍
朱
卜
仕
入
金
百
六
拾
三
文 

外
二
諸
掛
り

弐
朱
卜
弐
百
文
六
分
作
り
賃
音
治
郎

三
百
文 

な
わ

六
百
二+

四
文
原
町
だ
ち
ん
五
駄
分

金
弐
分 

倉
賀
野
當
だ
ち
ん

六
百
五
拾
文 

む
し
ろ
二
拾
枚

三
百
文 

人
足
三
人

〆
金
三
分
弍
朱
卜
四
百
二+

四
文

卯
十
月
作
リ
、
作
り
出
金
、
諸
掛
リ
共1

1

惣
〆
金
弐
拾
両
三
分
卜
五
百
四 

拾
七
文
、
買
上
弐
拾
弐
両
三
分
卜
三
百
文
。

(

中
略)

文
化+

五
年
寅
ノ
ニ
月

I

、
百
七
拾
貫
五
百
目 

坪
目

代
金
拾
七
両«

分
弐
朱 

だ
ち
ん
共
二

三
百
文 

な
わ
チ

六
百
六
拾
四
文
む
し
ろ
二+

 

百
文 

人
足

弐
百
文 

酒
代

七
百
五
拾
文 

大
戸
だ
ち
ん

金
皂
分 

音
八



金
弍
分 

だ
ち
ん

〆
金
拾
八
両«

分
弍
朱
卜
六
百
拾
六
文

白
子
屋
行

上
印 

+

五

竹 

三
つ 

+

四
両

ィ

• 

二
つ 

+

弐
両

七
月
七
日
辻
で
請
取

売
り
上
金
拾
九
両
卜
五
百
文
取

利
金
弐
両
壳
分

C

中

略
)

天
保
亥+

年
八
月
七
日
ー
ー
初
メ +

七
日
作
リ
上 

八
月+

八
日

1

、
新
麻
百
拾
七
貫
七
百
目 

坪
目

く {
:

印
玉
代
金
三
拾
五
両
卜
弍
百
文
出
金

拾
弐
箇
仕
切
リ
金
四
拾
三
両
が
へ 

松
印
三
個
同
金
四
拾
弐
両
が
へ

竹
印
四
個
同
金
三
拾
三
両
が
へ

梅

印

毫

個

二
-

1-
三
両
が
え

三
つ

二
つ

寅+

1

月+
 

一
日

売
リ
上
金
弐
拾
皂
両
三
分
也
請
取

差
引
金
三
両«

分
卜
五
百
三
拾
弍
文
利

八
月+

九
日

I

、
古
麻
百
弍
拾
貫
目 

坪
目

代
金
四
拾
両
也
出
金

•
:

花
印 

弐
拾
両 

仕
切
リ
金
四
拾
四
両
也
が
へ 

諸
掛
り
覚

金
卷
両
弐
朱
也
厚
田
村
関
松
四
拾
箇
作
リ
賃 

代
金
皂
分
也 

四
拾
枚
tp
し
ろ

八
百
三+
弐

文•

縄

弐

本

清

助

五

兵

衛

1
1  

ロ
〆
金
拾
五
両
三
分
卜
弐
百
文

白
子
屋
三
郎
行

松
印 

七
五 

ー
ー+

皂
両

文
政
元
年
寅
九
月+

五
日

一
、
百
拾
九
貫
弐
百
匆 

坪
目

代
金
拾
四
両
三
分
卜
五
百
二+

八
文
だ
ち
ん
共
ー
ー

三
百
文 

な
わ
チ

六
百
六
拾
四
文 

む
し
ろ
二+

弐
百
文 

酒
代

弍
朱
卜
三
百
文 

七
人
音
八

七
百
五
拾
文 

大
戸
迄
だ
ち
ん

金
弐
分 

か
し
迄
だ
ち
ん

〆
三
分
弍
朱
卜
五
百
拾
六
文



弐
百
文 

人

足

弍

人

鶴

吉

伊

之

助 

弐
〆
文 

四
拾
箇
大
戸
迄+

駄
駄
賃 

皂
両 

倉
賀
野
迄
駄
賃
添

九
月
二+
六
日

三
百
六+
四
文 

高
崎 

駄
ち
ん
な
ど
六
分
出
ス

惣
〆
金
皂
両
弐
分
弐
朱
卜
三
〆
四
百
文 

角
田
へ 

八
月
二
十
日
二
大
戸
へ
送
リ
申
候

・
 

-  

?

-

九
月1

1
+

六
日
二
江
戸
江
参
リ
彦
兵
衛
殿
手
前
両
人
二
而
参
リ
申
候
分
、
 

彦
印
ふ
金
三
朱
也
受
入
引
去
り
、
小
使
金
皂
両
弐
分
卜
弍
百
一1

+

六
文
也 

売
り
付

利
金
四
両
壳
分
卜
百
八
拾
三
文

差
引
残
り
金
弍
両
三
分
卜
百
八
拾
三
文

古
麻
帳
面
〆
二
而
引
申
候
分岩

下
村片

貝
清
兵
衛
様

江
戸
霊
岸
島
銀
町

•
:

大
野
屋
五
左
衛
門

代
惣
助
殿
遣
ス

覚

I
、

麻
百
拾
八
貫
五
百
目 

坪
目

内
古
麻
ニ
ナ
五
貫
目
入
両
ニ
シ
〆
当
二
而
引

二
口
〆
代
金
三
拾
六
両
卜
四+

文
出
金

A

印
弐
拾
箇

比
切
り

内 

天
印 

十
七
個 

金
四
拾
三
両
弍
分
也

地
印 

弐
箇 

金
三
拾
三
両
也 

人
印 

春
箇 

金
二+

二
両
也 

金
三
朱
也 

荷
作
賃
関
松
殿
へ

金
弐
朱
也 

む
し
ろ
二+

枚

仁
左
衛
門®

入
ル

四
百
文 

な
わ
千

弐
百
文 

人
足
弐
人

金
弐
分
添 

倉
賀
野
迄
だ
ち
ん

壳
〆
文 

大
戸
迄
五
駄
卜
だ
ち
ん

五
百
文 

大
戸
三
ノ
倉
迄
増
だ
ち
ん
分
遣
ス

〆
金
三
分I

朱
卜
弍
〆
百
文

八
月
二+

六
日
二
大
戸
送
リ
申
候

麻
元
金
百+

 

一
両
弐
百
四-F

文

惣
〆
金
三
両
磨
分
弍
百
八+

四
文
諸
掛
高 

惣
〆
金
百+

四
両«

分
卜
五
百
二+

八
文 

江
戸
諸
掛
リ
引
去
候
残
リ
売
上

金
百
拾
八
両
弐
分|

朱
卜
弐
百
九+

三
文

大
野
屋
手
取
金

利
金
四
両
皂
分
卜
百
八
十
三
文

十
月
六
日
改



天
保+

年
亥+

I

月
九
日
江
戸
出
し
申
候

極
月
二
日
出
立
而
参
リ+

五
日
夜
帰
宅
仕
候
直
吉
供 

二 

つ
ゎ
申
候 

百
弍
拾
〆
目 

坪
目

一
 

片

印

五

拾

六

箇

古

麻

松
印 

三
箇

竹

印

«

箇

売
上
手
取
金
四+
両
也
か
か
り
色
々
引
去
り

右
同
断

一  

片
印
白
印 

二+
箇
ロ 

右
同
断
少
し
新
麻
入

手
取
金
四
十
両
か
、
り
共
分
引
去
り

右
二
同
じ

I  

片
印
本
印
弐
拾
箇
ロ

大
野
屋
五
左
衛
門
殿
出
ス

手
取
金
四+

両
也

右
二
同
じ

- 

片
印
天
印
拾
六
箇

一
 

同 

地
印
四
箇
ロ

手
取
金
四+

両
也

惣
〆
代
金
百
八
拾
四
両«

朱
卜
四
拾
壳
文 

外
二
駄
賃
作
リ
賃
色
々

〆
金
四
両«

分
三
朱
卜
弐
百
一1

+

弐
文

小
が
か
り
作
賃
だ
ち
んS

ろ
い
ろ

惣
〆

金
弍
両
弐
分
也
江
戸
小
使
分

外
帳
二
而
麻
蛹
利
帳
二
而
引

惣
売
上
代
金
百
六
拾
四
両
壳
朱
卜
弍
百
三+

七
文

内
金
四
両
三
朱
卜
三
百+

文

売
出
し
江
戸
不
受
取
分
引

金
春
分
卜
八
拾
四
文
外
利
帳
二
而
引

二
口
〆 

金
四
両«

分
三
朱
卜
弍
百
二+

弐
文

か
か
り
分
引

同
残
る
金
百
六
拾
両
也 

元
金
引

又
同
残
る
金
二+

四
両
春
朱
卜
四
拾
壳
文 

元
金
損
二
成
ル 

積
出
し
残
リ
ノ
分

子
ノ
春
麻
利
分

内
金
拾«

両«

分
引

差
引
残
リ

金
拾
弐
両
三
分
卜
三
百
八
拾
九
文
損
金
二
成
り 

此
外
二
仕
入
金
利
足
損
二
御
座
候

子
ノ
ニ
月
八
日
売
リ

越

中

八
九
川

以

上

'



⑤
 

西
山
三
次
郎
文
書(

吾
妻
町
岩
下
一
八
五
四)

(

表
紙)

天
保1

1

年
卯
正
月
吉
日

荷
物
払
仕
上
覚
帳

/ 

(

表
紙
ウ
ラ)

七

福

神

大

入

叶

目

出

度

始

覚

覚

正
月1

1
+

八
日
改
上
ル

I  

印 

信
州
大
日
向

X
 

磯
吉
殿

四
ツ
荷 

二
而1

1  +

八
箇

I  

六
駄
片
荷

右
同
日
ー
ー
払
出
ス

- 

三
百
文 

磯
吉
殿 

御
子
息

泊

り

共

—
〆 

両
人
泊
り 

I

«
k

三
百
五
拾
四
文

為
金
仁
朱•

春
朱
百
拾
八
文

1
1

月+

三
日
相
済

正
月1

1

+-
四
日

1  

四

箇

«

駄
四
人

百
六
十
文
右
相
済

七
月+

六
日

I  

四
箇 

皂

駄

磯

吉

殿

長
野
原

〇
月
五
日 

萬
吉
殿
馬

I  

八
箇 

二

駄

同

人

卯
ノ
正
月
弍
日

四
箇 

磯
吉
殿

四
月+

六
日
相
済

覚

正
月
二+

八
日 

信
州
大
日
向

茂
左
衛
門
殿

四
ツ
荷
二
而+

箇

I  

弐
駄
片
荷

I  

百
五
拾
文 

同
日
同
人
泊
り

駄
賃
旅
竃
共
二



I  

五
百
五
拾
四
文

1
1

月+

三
日
相
済

三
月
十
四
日

I  

木
四
ツ
荷

I

百
六
七
文
相
済

八
月
三
日

一
 

木
拾
弐
箇
三
駄

®
 

請
取

八
月+

六
日

(

以
下
略)

⑥
 

西
山
三
次
郎
文
書(

吾
妻
町
岩
下I
八
五
四)

(

表
紙)

戊
戌
天
保
九
年
正
月
吉
日

大
福
萬
覚
帳

覚

正
月
元
日

I

入
百
文 

儀
兵
衛
と
のM

り
年
頭 

ー
ー

月
五
日

I

入
弐
百
拾
弐
文 

中
之
条
に
麻
だ
ち
ん

一

出
ー
ニ
百
文 

春
遣
ィ

正
月
十
九
日

一

出
金«

両
也 

坂
引
割

五
斗
代

世
話
人
儀
兵
衛

//

一

出
金
弍
分
弐
朱
也
同
人

一
?̂

五
斗
代

二
月

一
出
金
窄
分
弐
朱 

潜
竜
院

火
事
見
舞

小
遣
入
用

I

入
金
弍
分
也 

手
作

弥
八

-

出
弍
朱
也 

か
ん
ざ
し 

一

本

I

出
弐
朱
也 

春
夫
銭

一

出I

朱
也 

小
遣
ィ

荒
神
様

(

中
略)

麻
入□

取

八
月
朔
日

〇
〇
〇 

五k

五
百
目
代

-

入
金
窄
両
三
分
三
朱
也 

文
右
衛
門
方
売



内
金
三
分
三
朱
取

残«

両
者
か
し

三
日
弍
〆
め
代 

越
後
国 

I

入
金
三
分
卜
百
六
拾
四
文 

弥
惣
次
殿 

八

月

五

日«

〆
め 

同
国 

一

入
金
皂
分
弐
朱
五
拾
文 

竜
山
殿 

-

入
百
七
拾
弍
文 

越
後
荷

原
町
江
参 

同
月
八
日

-

出
六
百
文 

伊
左
衛
門
殿 

不
幸
二
付
香
代

九

日
«

〆
五
百
匁

越
後
国

一
入
金
弍
分
一
朱
也 

惣
吉
と
の

霜
月
八
日
弐
〆
弍
百
五+

匁

一

入
三
朱
也 

か̂

そ̂
金
蔵
殿
売

I

出
金
弍
朱
也 

明
神
講
金

+
1

月4

•

一
日

一

出
金̂

両
弐
朱
也 

麦

五

斗
T

ワ
四
斗 

原
町
方
之

米
五
升
七
合
な
り

I

出
金
窀
朱
也 

応
永
寺
晋
山 

見
舞
二
遣
ス

(

以
下
略)

⑦
 

西
山
弘
太
郎
文
書(

吾
妻
町
岩
下一

八
五
三)

(

表
紙)

嘉
永
二
歳
正
月
吉
日

売
上
帳 

.

中
扉
に
「
七
福
神
」

「
大
入
叶
」
と
横
書
し
て̂

る
。

目
出
度

覚

酉
ノ 

正
月+

三
日
大
吉
日

一
麻
弐
〆
目 

内
太
へ

外I

人
口

外
金
弍
分
仁
朱
内

百
文

大
利
百
文 

か
へ9



川
要
江
九
〆
目
上
孫
江
八
百
匁 

高
金
江
三
〆
五
百
め
五
〆
弐
百
め 

+

九
日 

行
沢

正
月1

1  +
日

- 

麻
拾
八
〆
五
百
目 

亀
吉
殿 

代
金
五
両
三
分
弐
朱
四
百
文

目
出
度 

相
済

利
金
弐
分̂

朱
取
入

大
利
分
也

内
金
弐
朱 

内
茂 

内
金
弐
朱 

円
太 

内
銭
四
百
文 

内
留 

右
三
人
二
く
れ
申
候
也

正
月1

1
+

日

一
 

麻
五
〆
目 

行
沢富

次
郎

代
金
皂
両
弐
分
三
百
文

り
壳
分
三
百
文
相
済

大
利
分
也

I

人

外
二

- 

麻
五
〆
目 

大
蔵
分 

代
武
分
皂
朱
五
百
文
同
人 

売

り
武
百
文
取
済

正
月+

三
日

I  

五
百
目 

天
神
山 

代
金
弐
朱
武
百
文
か
し

1
1  +

七
日
相
済

り
百
五+

文

中
之
条
ノ 

重
兵
衛
殿

1
1  +

四
日

一

新
印
麻
五
貫
目

利
口
代-F

貫
五
百
文

I  

春
印
五
貫
目

利
口
代
拾
害
貫
文

|  

寿
印
拾
貫
目

利
に
代

I  

|  +

六
貫
文

〆
四
拾
七
貫
五
百
文

為
金
七
両
壳
分
弐
朱
三
百
文 

利

為

襄

両

也

勘

十

郎
 受

取



外
H|

百
七
十
弐
文 

だ
ち
ん
先
払

酉
正
月
二+

五
日

平
三
郎□

九
〆
五
百
目

孫
八□

弐,

〇
〇

行
沢

一

麻
拾
弐
く
目 

富
次
郎 

代
金
四
両
也 

相
済 

：
 

二+

九
日

上
• 
□
 

同
人

一

同
二+

五
〆
め 

直
ー 
ー
相
済

代
八
両
弐
歩
卜
四
百
文

利
四
百
文

三
月
三
日
下
り 

江
州甩

屋

旧
各
注
文_

+

,

 

利
兵
衛

r

上
麻
三
拾
九
〆
目

代
金
拾
六
両«

分
也八,

六
百
目
後

1

一
入

I  

同
三
拾
七
〆
目

代
拾
三
両
三
分
卜

二
百
二
十
八
文

上
方
利
金
弍
両
也

次
方
利
金
皂
両
皂
分
弍
朱
卜弐

百
ー
ー +

八
文

正
月
ー
ー +

六
日 

松
井
為
替

S
)

内
金
弐
両
也
受
取 

吏
喜
三
郎

三
月
六
日

(

使)

内
金
拾
五
両
受
取 

吏
太
蔵

三
月1

1  +

七
日
相
済

ー
ー
月
三
日

三
〇
か
へ

一
 

弍
拾
貫
目 

亀
吉
殿

代
金
六
両
弐
分
弐
朱
卜

弐
百
六
拾
四
文
六
左
衛
門

同

一

拾
弐
〆
五
百
目 

同
人

代
金
三
両
三
分
弐
朱
卜
弐
百
文
新
五
郎

弐□

〆
三
拾
弐
〆
五
百
目

右
弐□

〆
金
拾
両
弐
分
卜
四
百
六
拾
四
文

内
金
四
両
也
受
取

二
士
一
日
相
済



1
1

月
八
日
大
吉
日 

辻
幸

大

S
)

一  

麻
四
拾
七
〆
三
百
目 

吏
儀
助
殿

加
ロ
代
金
拾
八
両
弍
歩
也

利
合
皂
両
也

馬
太
郎□

一  

同
ー
ー +

貫
目

代
金
七
両
也

利
弍
歩
也

〆1
1  +

五
両
弐
歩
也

- 

上
麻
四
〆
五
百
目 

同
人

初
弐□

代
金
弐
両
弐
分
也

利«

分
也

外
二
右
者
五
百
目
有
之

利 

(

候)

外

«

〆
三
百
五
十
文
含
置

I  

三
拾«

〆
五
百
目

代
金
拾
三
両«

分
弍
朱
也

利〆
金
拾
五
両
弍
歩
也

右
〆
百
三
貫
三
百
目

代
金
〆
四
拾
壳
両
也

二
月
八
日
右
中
候

麻M

き
也

大
吉
日•

目
出
度
大
利

士 

一
日

S
)

内
金+

五
両
也
受
取 

吏
番
頭

+

四
日

外
に
内
金+

両
也

越
中
与
九
郎

二
月
七
日

I  

上
七
〆
五
百
目 

同

清

兵

衛

大
口 

代
金
三
両
壳
分
四
百
文

利
金
弍
朱
也

同
日 

同
人

I  

二+

貫
目

高
金-F
五
〆

闷
利
五
〆
代
金
窄
両
壳
分
弐
朱
也 

利代
金
〆
拾
両
弍
分
弐
朱
卜
四
百
文

+

日
直
二
代
金
相
済
申
候

二
月+
三
日

(

吏)

一
 

麻
二-F
六
貫
目 

大 

吏
幸
次
郎



代
金
八
両
ー
ニ
分

外

二

弍

百

文

相

済

二+
三
日 

内
金
弍
拾
両
受
取

三
月
三
日 

内
金
窄
両1

二
分
也
受
取

+

七
日

新
五
郎
ロ 

高
サ
キ

I  

五
〆
目 

俵
注

中
内 

-

代
金
春
両
弍
分
弍
朱
卜
六
百
文
相
済 

利
ー
ー
士 I

日

白
井

I

、
五
百
目 

小
〇
内

代
弍
朱
卜
四
百
文

利

1
1
月

1
1  +

二
日

行
沢

一
、
弐
拾
貫
目 

亀
吉
殿

中%

□

«

〆
目
有

代
六
両
弐
分
也

三
原
継
麻 

■

I

«

〆
三
百
目

代̂

歩
也

弐
ロ
〆
六
両
三
歩
也

利

内
金
三
両
三
歩
也
受
取

三
月
九
日 

行
沢

I  

拾
貫
目 

富
次
郎

一
 

I

月
士 I

日

中
乙
ロ

代
金
三
両
弍
歩
也

内
金
弐
歩
受
取 

七
日
相
済 

利

ー
ー

月11
+

四
日

I

、
五
百
目 

沼
田
人

桐
屋

I

郎
右
衛
門

代
弐
朱
卜
弐
百
八+

四
文

利
三
月1

|  +
四
日 

柏
埼

CB

童
王
ロ 

ニ
ハ
久

I
、

麻
武
拾
貫
目 

®

代
七
両
弐
朱
卜
百
拾
四
文



長
右
ロ 

弐
之
久 

T

同
上
五
〆
目

代
弍
両
弐
朱
卜
三
百
拾
奉
文

利外

I
、

六
百
文 

延
麻

〆
金
九
両
皂
分
弐
朱
卜
弍
百
ー
ー +

五
人 

毎
日
相
済

(

以
下
略)

©

か
ら0
ま
で
の
古
文
書
は
、
岩
下
村
に
て
、
作

間

商

人(

農
間
期
に 

麻
や
ま
ゆ
な
ど
を
買
付
し
て
問
屋
へ
売
出
し
て
い
る
。)

で
あ
っ
た
家
の 

記
録
で
あ
る
。

内
容
は
、
三
軒
の
記
録
は
ほ
ぐ
相
似
た
も
の
で
あ
っ
て
、⑴

何
日
に
、
 

誰
か
ら
麻
を
買
っ
て
、
誰
に
売
っ
た
か
。⑵

仕
入
し
て
、
商
品
と
し
て
荷 

作
り
し
て
送
る
ま
で
に
ど
れ
ほ
ど
の
経
費
が
か
、
っ
て
い
る
か
。

(5)
利
益 

は
ど
れ
程
か
。
と
い
ぅX
ぅ
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

®

の
史
料
は
、
文
化
二 

(
I

八
〇
四)

年
八
月
と
あ
り
、
江
戸
へ
麻
を 

出
し
た
記
録
と
し
て
は
、
現
在
確
認
さ
れ
る
一
番
古
い
史
料
で
あ
る
。
岩 

下
か
ら
、
原
町
、
渋
川
、
金
古
、
高
崎
を
経
て
、
倉
賀
野
川
岸
か
ら
江
戸

本
舟
町
の
白
子
屋
清
右
衛
へ
、
商
品
を
出
し
て
い
る
。

®

か
ら
二
五
年
位
経
た
天
保
年
間
に
な
っ
て
、@

、

©

、⑦

の
史
料
が 

出
て
く
る
。②

、©

は
、
西
山
三
次
郎
家
の
史
料
で
あ
る
。
西
山
家
は
、
 

北
国
屋
と
し
て
、
越
後
商
人
と
取
引
を
し
て
い
る
。

⑦

は
、

@

と
同
様
の
、
大
福
帳
型
式
の
記
録
で
あ
る
。⑦

の
西
山 

弘
太
郎
家
も
、
北
国
屋
と
同
様
に
、
作
間
商
人
と
し
て
、
弘
化
年
間
か
ら 

麻
を
扱
っ
て
い
て
、
屋
号
を
大
見
屋
と
称
し
て
い
る
。⑦

の
史
料
の
中
に 

は
、
江
州
、
^
;

屋
利
兵
衛
の
名
が
あ
り
、
近
江
商
人
と
の
取
引
が
知
ら
れ 

る
。
両
西
山
家
共
に
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
ま
で
の
麻
扱
い
の
記
録(

大 

福
帳
、
萬
覚
書
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。)

が
残
さ
れ
て
い
る
。

岩
下
の
史
料
を
中
心
に
紹
介
し
た
が
、
岩
島
村
誌
の
中
に
出
て
く
る
、
 

郷
原
の
菅
谷
勘
右
衛
門
の
史
料
にX
る
と
、
郷
原
、
厚
田
等
に
も
、
作
間 

商
人
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
。

作
間
商
人
の
活
躍
が
盛
ん
で
あ
っ
た
岩
下
村
の
、
年
貢
皆
：済
目
録
を
見 

る
と
、
明
和
九
年
の
皆
済
か
ら
全
く
の
全
納
と
な
っ
て
い
る
。
(

岩
島
村 

誌)
貢
メ
租
の
金
納
化
が
、
明
和
九
年(

一
七
七
〇)

か
ら
で
あ
り
、
片
貝
家 

の
麻
江
戸
出
し
の
初
出
が
、
文
化
二
年 
(

I

八
〇
四)

、
北
国
屋
、
大
見 

屋
な
ど
の
家
で
は
少
し
後
れ
て 

一  

八
三
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。
貢
租
の
金 

納
化
が
、
換
金
作
物
で
あ
る
麻
栽
培
を
盛
ん
に
し
、
作
間
商
人
で
あ
る
片 

貝
家
、
大
見
屋
、
北
国
屋
な
ど
が
活
躍
す
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



⑧
 

脇
屋
真 

一  

文

書
(

吾
妻
町
岩
下 

一  

七
七
四)

以

書

付

御

願

奉

申

上

候

一
当
郷
之
儀
、
往
古 

土
地
相
応
二
而
麻
苹
作
釆
リ
、
大
小
之
百
姓
年
中 

之
為
取
箇
御
年
貢
御
上
納
、
其
外
家
内
修
覆
、
或
者
頼
母
子
掛
金
小
遣 

等
迄
、
麻
売
払
金
を
以
面
々
営
釆
リ
罷
在
、
然
ル
処
土
地
之
産
物
故
先 

年

、
越
中
越
後
商
人
被
参
、
正
当
成
相
場
を
以
売
釆
リ
候
処
、
近
年 

越
中
商
人
之.
儀
者
、
走
リ
と
申
二
百-F
日
頃
者
被
参
、
百
軒
在
之
候
村 

,

方
之
内
、
撰
ミ
撰
ミ
漸
八
軒
力
拾
軒
、
極
上
苹
出
釆
之
方
江
計
リ
日
置 

位
二
被
参
、
勝
手
合
之
相
場
を
以
、
仕
入
い
た
し
候
得
共
、
軒
併
二
而 

も
中
竿
出
來
之
方
江
者
、
不
冋
杯
と
申
決
而
不
寄
立
様
二
し
て
、+

月 

霜
月
之
頃
ー
ー
至
リ
、
此
節
麻
大
下
落
い
た
し
候
昝
と
触
歩
行
、
中
に
者 

小
百
姓
衆
者
、
御
年
貢
無
尽
其
外
要
用
二
差
支
、
無
拠
他
国
商
人
存
意 

之
相
場
を
以
被
取
買
、
年
円
売
捌
度
在
方
者
世
間
併
と
存
売
払
釆
リ
、
 

右
様
年
々
仕
癖
二
被
致
候
得
者
、
麻
場
之
百
姓
衆
自
然
困
窮
之
基
と
何 

共
以
歎
敷
く
存
候
、
且
又
越
後
商
人
之
儀
者
、
背
負
荷
と
申
、
少
々
仕 

入
之
方
二
百+

日
前
二
参
、
麻
場
中
二
漸
五
七
軒
位
、
挽
初
〆
之
衆
へ 

便
り
せ
る
に
無
之
故
、
無
拠
寝
戸
初
メ
成
、
麻
両
二
弐
貫
四
五
百
玉
位 

ィ
被
買
取
、
其
相
場
を
以
村
々
押
歩
行
、
跡 

多
分
仕
入
之
方
参
も
誠 

以
目
を
驚
し
、,X
も
引
合
二
不
成
相
候
二
付
、
拾
駄
仕
入
之
方
ハ
五
、
 

六
駄
位
仕
入
い
た
し
帰
国
仕
、
近
頃
年
々
之
事
に
有
之
相
場
甚
速
故
、
 

中
二
者
麻
売
初
メ
不
致
も
の
も
有
之
、
又
者
隣
家
之
麻
越
中
へ
不
残
買

取
候
得
共
、
其
麻
同
様
二
相
見
へ
候
得
共
立
不
寄
候
故
、I

切
売
不
申
杯 

と
申
も
の
、
凡
百
軒
在
之
村
方
ハ
凡
拾
軒
余
も
在
之
、
然
ル
処
、
年
増
金 

銭
甚
不
融
通
二
相
成
候
二
付
、
此
度
之
儀
者
、
越
中
越
後
麻
買
商
人
坪
方 

江
者
決
而
不
寄
立
様
二
し
て
、%

商
人
或
者
村
々
組
々
最
寄
最
寄
麻
相
場 

相
頼
ミ
、
売
度
思
召
之
旁
者
、
寄
場
せ
里
衆
之
方
を
相
頼
売
捌
候
様
二
い 

た
し
候
ハ
、
走
り 

末
迄
村
々
相
場
平
均
二
相
成
、
商
人
坪
方
共
二
弁
利 

可
然
存
候
、
右
二
付
此
度
惣
民
を
為
助
、
村
々
御
名
主
様
御
役
人
衆
中
様 

江
此
段
御
願
奉
申
上
候
間
、
何
卒
不
悪
様
御
見
察
之
上
御
取
上
、
小
前
禾 

々
迄
道
利
合
、
能
々
呑
為
込
御
教
諭
被 

仰
聞
右
願
之
通
御
聞
済
被
或
下 

置
候
ハ
、
偏
末
代
吉
鏡
奉
存
候
、
 

以
上

岩
下
村

作
間
商
人源

兵
衛
兄

安
政
三
辰
九
月 

日 

弥

八

©

右
同
断

仁
左
衛
門®

®

同

断

文
左
衛
門
悴

茂

助
 

®

同

断

清
次
郎 

®
'

同

断

三
次
郎 

®



同

断

同
所 

文
右
衛
門©)

御
名
主 

同

K

次
右
衛
門
様

御
役
人
衆
中
様 

三

右

衛

門®

®

小
泉
武
重
文
書(

吾
妻
町
厚
田)

岩
島
村
誌M

り
抄
録

以

書

付

御

願

奉

申

上

候

(

本
文
は
、
脇
屋
真
一
文
書
と
同
文
に
つ
き
省
略)

安
政
三
辰
九
月 

厚
田
村

作
間
商
人
作
右
衛
門_m

同
所 

同
断 

五

右

衛

門®

御
名
主
政
右
衛
門
様 

同
断 

五
〇
〇
〇
〇

御
名
主
吉
右
衛
門
様 

同
断 

伊
兵
衛 

©

御
両
給
御
役
人
衆
中
様

②

、&

の
史
料
は
、
本
文
は
同
文
で
ぁ
つ
て
、
宛
先
と
、
差
出
人
が
異 

な
つ
て
い
る
。

文
書
の
内
容
は
、
麻
の
取
引
に
つ
い
て
従
釆
は
、
越
中•

越
後
の
商
人 

に
対
し
て
、
正
当
な
る
相
場
で
売
買
し
て
き
た
が
、
近
年
に
な
り
越
中
商 

人

が

「
走
り
」
と
称
し
て
二
百+

日
頃
に
や
つ
て
釆
て
、
直
接
生
産
者
の

所
へ
行
き
、
極
上
の
芋
の
出
釆
る
家
ば
か
り
に
行
き
、
勝
手
な
相
場
で
買
い 

歩
き
、
そ
の
他
の
家
に
は
、
悪
い
麻
で
不
向
だ
と
称
し
て
近
寄
ら
ず
、
七
月 

頃
に
な
り
、
麻
相
場
が
大
下
落
し
た
と
ふ
れ
て
、
安
価
で
買
い
た
、
く
。
越 

後
商
人
は
、
背
負
荷
と
云
い
、
二
百

H-
日
前
に
釆
て
、
高
価
で
買
ぅ
。
後
か 

ら
釆
た
者
は
、
高
値
で
買
い
切
れ
ず
に
、
売
残
り
が
出
る
こ
と
を
計
画
し
、
 

農
民
は
、
最
初
に
高
値
で
少
し
売
つ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
値
を
意
識
し
て
売 

り
そ
こ
な
つ
て
じ
ま̂

。
-

つ
そ
ご
を
越
後
商

A-
虹
狙
つ
て
い
る
。
他
国
の
麻
買 

商
人
が
、
直
接
生
産
者
か
ら
買
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
元
の
作
間
商
人 

が
防
止
し
て
、
麻
相
場
を
つ
く
り
相
場
の
安
定
を
計
画
し
、
村
役
人
に
願
い 

出
た
史
料
が
本
文
書
で
あ
る
。@

は
岩
下
村
の
文
書
で
あ
り
、®

は
、
厚
田 

村
の
史
料
で
あ
る
。
本
文
は
全
く
同
文
で
あ
り
、
安
政
三
年2
八
五
六) 

辰
九
月
の
古
文
書
で
あ
る
。
他
国
商
人
の
進
出
に
対
し
、
作
間
商
人
を
中
心 

に
、
麻
相
場
を
確
立
し
て
、
買
た
ゞ
き
を
防
止
しX
ぅ
と
し
た
文
書
で
あ
る
し 

以
上
、
岩
下
村
を
中
心
に
麻
関
係
の
古
文
書
を
江
戸
時
代
以
前
を
中
心
に 

ま
と
め
た
。
岩
下
村
関
係
で
も
、
中
島
三
右
衛
門
家©
文
書
に
つ
い
て
も
拝 

見
し
な
か
つ
た
が
、
そ©

機
会
を
得
な6

つ
た
。

こ
の
以
外
に
も
、
未
発
見 

の
古
文
書
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が*

調
査
も
ご
く
短
期
間
で
あ
り
、
不
完
全 

な
報
告
と
な
つ
て
し
ま
つ 

た
。

最
後
に
文
書
の
所
蔵
者
、
調
査
で
御
協
力
を
頂
い
た
方
、
解
読
に
御
教
示 

下
さ
つ 

た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(

唐

沢

定

市)



(別表2 ) 全国大麻栽培状況調査表 C昭和4年発行厂吾妻麻一班」X *7 ；

県。面積,生産高 価 額 用 途 製 造 方 法 栽 培 地 方 名 備 考

長野782BT156.966貫 521,5 57円 競物 麻ヲ細カニ割リ、続ギ合セヲ糸トス iJSE曇漂晋!^申SS S5爲、津和衬； 昭和2年調査 —

山梨 5 // 4.5 6 5 9,981 畳表 縦糸 材採後流入二浸シ、剝皮ス 東山梨郡(八幡村、岩手村) 品積嘉減

埼玉 5反 5 6 9 〇 g家用 大里郡 昭和2年調査

山形5 2町 5,2 6 9 2 0,5 5 0 生皮乾シ用途二供ス 盟忠,ほ緊爲)k黯,(萩野村' 東小酮) "2年//

岩手5,。 5 4反 12 3,2 0 7 12 5,4 59 麻布、醐、網 刈取後乾燥前二蒸シ、水漬ヶ剝皮、乾燥ス Im'； " 2年"

滋賀55町 16,9 6 0, 14.6 5 0 白家用 越二数日間顏、ンテ麹ノ剝皮ヲ容易ナラシメテ 甲賀、蒲生、神崎、犬上、伊香、高島、ノ各郡 "2年"

奈良 1反 5 0 2 5 自家用 宇陀郡 .〃2年"

岐 阜 66町 15,12 7 2 9,515 製縄用 手 絢 益田、大野、吉城、武儀、郡上、揖斐ノ各郡内一円 __ 2年 ____________

山口 14" 4.2 7 8 7,6 6 7 畳縦糸 阿武郡______________________________________ 2年"__________ ;

踊〇9n9 7777 再旁f縦本用1 収穫物ヲ蒸機ノ中二入レ、蒸^ 直テニ取出シ；剝皮 阿曽村、岡田村、近村、賀茂村、庄村、中庄村、大野 "S年"
岡 山 8)9°2 15)4 41 宜表Q縦糸用) 乾燥シ之ヲ適度太二櫛ニテ微キ、撚ル _______________ 村、白石村-______________________________________________________ ;

京 都 197反 6,5 7 3 8,8 6 8 荷造用縄 刈取リ浸水シ置キ、运ヲ剝ギ叩キ精選彡 北桑田郡、船井郡 〃5年"

炉 肚! z / n „ c-o1.1 既龙 麻本 时張 乾燥シタノ疼ヲ水=«>テ蒸床二:W'X上二茨類其/他ヲ以^テ ニ免之ヲ止メ、根元ヨリ 皮ヲ木質部ヨリ彔_シ木灰又ハ曹了 " 5年//

不田_并 1,6 °_______ 5 8’111 6 5|4 21____ 牀布、啉糸、趿張________ 覆ヒ、日二1• 2回束ヲ水=漫>_酵熱ヲ制限シッッ約1週間 ____ 達ヲ以テ加工、煮沸シ、然ル後®挽ヲ行フ ___________________ (_特記スベキ地方名ナシ)

丘 _ Q7 2// 9 7719 41149 亡芸箍ノ锊本 貝本 茎ヲ水蒸気ニテ蒸発シ、水二浸'ンテ軔皮部ヲ剝離シ、乾燥シ 加西郡C在田村、西在田村)、朝釆郡(梁瀨村、東河 昭和2年調査
ーハ 庳_^“ _____  27,719 _ 41,1パ 延昂類ノ絃:^ 且糸 _テ先ッ粗麻ヲ調整シ「アルカリ」水ニテ煮沸ス ____________ 村、生野村)、養父郡(関宮村)、美方郡(八田村)____________ |

大分89 〇// 5 2,7 5 5 5 4.2 2 6 主として網、網 _曇'ノ交^浩海郡、謫郡、大野、直入、玖珠日田 // 5年//
F毛ノ谷郡一円

ネ百島 〇8〇// 1F 7 8 2 41554 麻鍵 麻織物 耶那郡奥川村、大沼郡(昭和村、玉路村、西川村) // 4年//
ネ田B 9 8 0 _ 15782__________  4 1,5 54 ____麻縄'麻織物_______________________________________________________________北会津郡(大戸村、湊村八 南会津郡内等ナリ___________________________ __

鳥取4 0 2 // 11,6 9 7 16,5 5 5 網、畳表用糸、織物 木灰汁ニテ煮沸、荒芋トシテ販出ス SS吉サ' 阿昆縁村；'東泊郡(山間村’ "4年"

三重 2 〇// 1〇〇 165 鈴鹿郡、阿芸郡 "2年//

zoc；,/ 77771 znzz! 細 蔽溜 収穫セル生茎ヲ、蒸桶ニテ蒸シ、之ヲ川水ニテ洗ヒ’ 鹿児島郡、揖宿郡、川辺郡、日置郡、薩摩郡、伊佐郡 "5年"
鹿児島 6 9 5 // _ 27>841_________ 5〇)541 網、_縄_______________ 表皮ヲ除キ乾燥セシム ____________________________  始良郡、。贈淤郡の一円_________________________________ _____________________

@ 吾妻麻組合 6 9 8,9 0 5 5,6 6 6,5 6 0 // 5 年//
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